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R4- リ ッ ジ レー サー タイ ブ 4- オフ ィ シ ャ ル ガ イ 陸 の Ao 1oo 由 
UFO -A DAY IN THE LIFE- 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ 2 28 人 ド 100 円 
栄冠 は 君 に 4 公式 ガイ ド 夢 へ の 道しるべ Wo が 8 も ees ee る seeeeseesoe 1 1 OO 円 
エコ ー ナ イト #@ 眠り の 支配 者 2 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ 直 ドド ーー 11 OO 円 
エリ ー の アト リエ - ザ ー ル ブル グ の 人 金 術士 ら - 人 フェ ク 1 に 遇 300 円 
オウ ガバ トル 64 オフ ィ シ ャ ル ガ イ ドブ ッ ク ・・ 0 ・1100 円 
俺 の 慣 を 越え て ゆけ 公式 指南 書 ソノ 血 、 約 ヤ サ ヌ 人 ニー て "1400 円 
金子 一 馬 グ ラフ ィ ックス 女神 転生 黙示 禄 ・ っ DCCEE ーー ーー・ si ・ ら 400 円 「 
カル ド セ プ ト エキ スパ ンション 公式 ガイ ド ・ SN AS 500 円 ' 
ガレ リア ンズ 2 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ な > PE させ さす 1 200 円 
北 へ 。 White lllumination 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ 40 この 150 ピ 円 
機動 戦士 ガン ダム 外伝 コロ ニー の 落ち た 地 で コンプリート ガイ ド ・ Pe te ・1000 円 
クラ ッシュ ・ バン ディ クー3 て く て く ワ ー ル ド ツ アー ガイ ド ・……… 上 4 …B5O 円 
グラ ン ツ ー リ スモ 公式 ガイ ドブ ッ ク THE BEST NAVIGATOR・ …1300 円 
グラ ン デ ィ ア オフ ィ シ ャ ル ガ イ ド PS・・ バ ーー トー ドド ・…・1300 円 
県 い 暗 の ノア 公式 / \ー フ ェクト ガイ ド ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ささ | 300 円 
サイ レン ト ヒ ル バー フェ クト ナビ ゲー ショ ンプ ブック ・ CCCCKICKKKEKKKK ・1000 円 
サウ ザン ドア ー ム ズ の すべ て …・… seeowa ieeie. が eee ee "ドド 130O 円 
サウ ンド ノベル ・ エ ボリ ュー ショ ン 1 弟切草 菊 生 篇 解読 の 手引 き ……・95O 円 
サル ゲッ チュ 公式 ガイ ド か ん ぺき ゲッ ト ぶ っ くに に の P 100 円 
私 立 ジャ ステ ィ ス 学園 熱血 青春 日 記 ら 公式 ガイ ドブ ッ ク …………………・1400 円 
スー パー ロボ ッ ト 大 戦 F 魂 の 加速 コン プリ ー ト ブッ ク ‥・……………… 1300 円 
スー バー ロボ ッ ト 大 戦 F 完結 編 困 計 へ の 党 醒 コンプリート ブッ ク ・ 934 ・1400 由 
スタ ー オ ー シ ャ ン セカ ンド スト ー リ ー ファ イナ ル ガ イ ド ・ ERC ………1800 円 
スバ イロ ・ ザ ・ ド ラゴン 公式 ガイ ド ・・ の BB5O 円 
ゼウス カル ネー ジ / ペー ト セカ ンド 公式 フェ クト ガイ ド ・ ーー 1300 円 
セー 時 の オカ リナ 百科 …… い ドド ドー… CPP 1 400 円 
ーッ ツジ アド バン チャ ー ナオ ペレ ーション ガイ ド : 人 OOCCCCCCCCKYSSK こ )<19| 
ニッ ク アド ベン チャ ー バー フェ クト ガイ ド CRE KEKERRERR ] 30 ピ 円 
ター ビー スタ リオ ン 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ CK ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ ミミ きま OO 円 
ダー ビー スタ リオ ン 全 書 ・… バ (| es ee:ws seie's で seees で で es ・1900 円 
ダー ビー スタ リオ ン 全 書 セガ サタ ー> ン 販 ・ 96 が 78676 8066bs EECCCCCC 1600 円 
ゲル ノ 必 ラ ザイ 6 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ 信人 す 少 人 れる 1 200 円 
テイ ルズ オブ デス ティ ニー オフ ィ シャ ル ガ イ ドブ ッ ク ・ … 1200 円 
テイ ルズ オブ ファ ンタ ジア オフ ィ シ ャ ル ガ イ ドブ ッ ク ・ 7 1200 円 
デビ ル サ マ ナー ソウ ル ハ ッ カ ー ズ の すべ て Fievialon・ KDEJCKK ・… 1400 円 
電車 で GO! 公式 ガイ ドブ ッ ク ドド omoremerererrrrrrrr11 OO 円 
電車 で GO!2 か ん た ん 攻略 ぶっ く ・ ちの の さき ( 思 95A0GCWN も き RB 
トゥ ハー ト 公 式 ガ イド ブッ ク  -The 時 上 To Heart-… … の 1800 円 
トゥ ルー ラブ スト ー リ ー ら 2 オフ ィ シ ャ ル ガ イ ドブ ッ ク ……・…・………… 1300 円 
バー チャ ファ イタ ー3tb テ クニ カル マニ ュ ア ル ・・… 000 COCCO | 200 円 
バス ラン ディ ング オフ ィ シ ャ ル / フェ ク ド ガ 7 VC20 か 3 "mm 1100 円 
バラ サイ ト ・ イ ヴ 解 体 真 書 ROCKEREYOERSOERESR CK ミナ トミ ミミ ミミ ミミ さま 0 300 円 ' 
パワ ー ス トー ン 公 式 ガ イド ブッ ク で すさ で また まま きき せま る 8 000 円 
火 魅 子 伝 - 恋 解 - 公式 ガイ ドブ ッ ク ・…… く ………… ーーー・ーーーー・ ROCKS 300 円 ' 
ファ イナ ルフ ァ ン タ ジ ーVI 解 体 真 書 ザ ・ コン プリ ー ト ag 且 ・ ……125O 円 
ツノ ンズ - 青 春の 細 き - 公 式 ガ イ ドブ ッ ク 睡 ト トド ーー ドド ドド ・・・・・・・・ 1400 円 
プロ 野球 チー ム を つく ろう ! ガ イド ブッ ク ンス テム ・ テー タ 和 編 …1000 円 
0) 3 完全 解明 編 ・ ……1300 円 
ベス ト プ レ ー プ ロ 野 球 全書 osseooeeeoeeoeeeeeee DECCKE ・・・・・・] 1800 円 
ペル ソナ ら 罪 公式 Masters Guide eeeeeeeeeeeees ミミ e ・・・・・ 1300 円 
牧場 物語 2 公式 ガイ ドブ ッ ク ぼく の 牧場 へ よう こと そ ・………・ い 850 円 
ポポ ロー グ 公 式 ガ イ ドブ ッ ク ・ eeeoeeeeoeoeeeeoeeeeoeoeeeeeeeeeeeeoee ・・] 200 円 1 
DVM カプコン クラ ッシュ オブ スー/ ビー ロー ス 人 か ド フッ クー ・1300 円 
ミス ター プロ スペ クタ ーー ほり あて くん 公式 ガイ ドブ ッ ク ・ PE ………BOO 円 
みん な の ゴル フ ら 公式 ラウ ンド ガイ ドド ドド RM ーー・ 0 二 300 円 
女神 転生 ラス ト / パイ ブル 1! -L 公式 ガイ ドブ な RA が あか.49 の が RA ・1 400 円 ' 
めざせ ! 名 門 野 球 部 公式 指導 書 0 本.61:Y: 洒 "0 で! 条 S95 あ 61@b6161 RW 9 as 100 円 
メタ ルギア ソリ ッ ド コン プリ ー ト ガイ ド ・… 9: を eeiele CCCCCCCX よ 1800 円 
レガ イア 伝説 の すべ て ・ OPTEIIKRRRKE CKKK エ ナミ ミミ 1 1 OO 円 


※ 記 載 いた し まし た 価格 は 本 体 価格 で あり 、 商科 は 含ま れ て お り ま せん 。 
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小説 形式 で つづ られ た 物語 を "読み 、 フロ ー チ ャ ー ト で ゲー ム を “解く ぐ " 





制作 者 イン タビ ュー と キー ワー ド 解 説 で 『 プ ラ ネ ッ トラ イカ 』 を 真 に 理解 する 
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今 は 亡き 香港 の 魔窟 、 九龍 城 を 姓 台 に 展開 され た | クー ロン スズ ・ ゲ ー ト 」。 青龍 、 白虎 、 玄武 、 朱雀 か ら 成 
る 、 四 神 獣 を 換 し た ディ スク 4 枚 組 と いう ポリ ュー ム も さる こと な が ら 、 風水 、 アジ アコ シッ ク 、 コン ビュ ー タ 
ーネット ワー ク 、 双子 な ど 、 木村 央 志 氏 (企画 、 シナ リオ 担当 ) の 手 に よる 練り 込ま れ た キー ワー ド か ら 成 る 
物語 は まさ に " 怪 作 " と 呼ぶ に ふさ わし い 仕 上 が り で あっ た 。 

怪 作 リリ ー ス の 97 年 か ら 2 年 後 、 木村 央 志 氏 、 井上 幸喜 氏 ( キ ャ ラク ター デザ イン 、 グラ フィ ックス 担当 ) 
ら を は じ め と する ゲー ム 制 作 会 社 ・ 是 空 の 手 に よる タイ トル 、「 プラ ネッ トラ イカ 」 が エニ ックス より リリ ー ス 
され る 。 物語 の 舞台 は 地球 を 飛び 出し 、 火星 へ と 。 本 作 の 主人 公 、 ライ カ は 政 悪 に つら な る 3 人 格 を 内 忌 
する 多重 人 格 者 で 、 彼 は 外側 か ら 火星 が 放つ 悪意 、 イー ブル マイ ンド を 吸収 する こと で 、 それ ぞ れ の 人 格 
を 表 出 させ る 。 さら に 、 この 欲 、 力 、 知 の 3 人 格 は 互い に 惹か れ あ い 、 求め 合う こと で 均衡 を 保っ つて いる と 
いう 、 相 宛 関係 に ある 。 

性 質 の 異な る 複数 の も の が 密接 に 絡み あい 、 バラ ンス を 保つ 。 | クー ロン スズ ・ ゲ ー ト 」 に お ける 相 吉 関 係 
は 、 作 中 の 陰 界 、 陽 界 ふた つの 世界 の バラ ンス を 整え る と いう も の で 、 プレ イヤ ー か が か ら す る と 大 それ た " 使 
命 ”" で し か な か っ た 。 一 方 、「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 で は 相克 関係 を 、 3 人 格 を 内 包 す る 多重 人 格 者 の 主人 公 と 
いう 、 プレ イヤ ー 込 み の も の に し て し まっ た 。 プレ イヤ ー の 内 面 で 葛藤 し あい 、 繰り 返さ れる 人 格 変容 。 そ 
れ は めまい と 錯覚 と 疑問 を 生じ させ る 。 は た し て 、“ ど れ が 本 当 の 自分 な の か ? “と 。 そし て 追い 撃ち を か 
ける よう に 、 各々 の 人 格 に と っ て 不幸 な 関係 に な っ て し まっ た 親子 、 恋人 、 兄弟 の トラ ウマ 描写 が つつ ら 
れ て いく 。 も うろ うと し た 意識 の な か 信じ られ る 唯一 の 価値 判断 基準 で ある 、 善 は 正しく 、 悪 は 不正 と いう 
常識 で さえ も 、 悪 そ の も の が 常識 で ある 火星 で は 通用 し な い 。 ルー ル な き 混 沖 世界 で 頭 を 抱え 苦悩 する 
ライ カ は 、 現実 世界 で 生活 する 私 た ちの 姿 に ある 意味 すっ ぼり 当て は まる 。 自己 の アイ デン テテ ィ を 求め 、 
何 を 拠り 所 に 、 そし て 誰 の こと ば を 信じ 生き て いけ ば いい の か が ? 結果 、 人 格 変 容 し な が ら ゲ ー ム を 進め 
て いく と いう 本 作 は 、 その エン ディ ング も 、 従来 の ゲー ム に 見 られ る よう な 勤 善 菅 悪 の 様式 美 に の っ と っ 
た 結末 を 迎え る こと は な い 。 むし ろ 、 用 意 さ れ た スト ー リ ー で ある 火星 の 旅 は 、 自身 の 意識 の な か の 旅 に 
赴き か える た め に ある か の よう だ 。 

「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 か ら | プラ ネッ トラ イカ 」 に お ける 道のり 、 それ は 見 た 目 に は 大 きく 変わ つた の か も し 
れ な い が 、 関係 に 買 か れ た 物語 、 と いう 観点 か ら す る と 何 も 変 わっ て は いな い 。 繰り 返さ れる 人 格 変容 が 
も た ら す 存在 意義 に 対す る 問い か け は 、 プレ イヤ ー 自 身 が 相克 関係 を 内 選 し て いる ひと つの 和 存在 で ある 
こと を 教え て くれ る 。 自分 の 回 り を 取り 囲む 、 人 、 も の …… そ し て それ ら と 自分 と の 関係 。 | プラ ネッ トラ イカ 」 
を プレ イ す る と いう こと は 世界 と 自分 と の "関係 "を 読み 角 く こと な の か も し れ な い 。 
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火星 年 代 記 Chapter 0 怪物 は 心 の な か に いる PSyChOIOgy 
誌 記 の 海 Chapter | イー ブル マイ ンド PuritaniSrm,etC 
ダー ク ナ り ウス ・ ラ ブラ リック 円 大 拓 Chapter 閉 と 悪 の バラ ンス DireCtOr S COrmrment 
記憶 の 谷 ・ メ ル ヘ ン 村 Chapter 3 ママ と ヌー ン 
アイ スレ イク Chapter 4 罪 に 眉 える 良 志 
地下 水道 一 グラ ン バ Chapter 5 約束 の 場所 
本 書 の 構成 コロ ニー! Chapter 6 愛 の な か の 銀 
コロ ーー つ PE oe | 1 ん 
マッ プ と キャ ラク ター 紹介 で 火星 世界 を 把握 する OR aa 
で ウタ Chapter 8 肉体 
宮 場 人 物 紹介 ChaptBr シー クレ ッ ト バ ワー 
小説 形式 で つづ られ た 物語 を "読み "、 フ ロー チャ ー ト で ゲー ム を "解く "。 絹 場 人 物 相 関 図 Chapter 10 マコ ト の 双 
プラ ネッ トラ イカ 」 と いう 作品 を 読み 解く と いう 主旨 か ら 、 本 書 は 主 に 以下 の 3 ブロ ッ ク か ら 構 Chapter 11 部 夢 と 銀 
成 さ れ て いる 。 プレ イヤ ー 癌 々 が 何 が し か の 答え を 導き 出せ る よう 、 右 ペ ー ジ の コン テン ツ と Chapter 1 つの ホワ イト クリ スマ ス 
合わ せ て 充分 に 役立て ほし い 、。 「 是 空 」 木 村 、 井上 両氏 へ の イン タビ ュー と キー ワー ド 解 説 で ' プラ ネッ トラ イカ 」 を 真 に 理解 する , 攻略 の まとめ 
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いつ の 時 代 な の か は 定か で は な い が 、 炊 星 と 地球 は か つて 友 
好 の 歴史 を 持っ て いた 。 し か し 、 た と え 地 球 に 友好 の 歴史 を 残 
し た 記録 が あっ た と し て も 、 それ は も は や 一 方 的 な も の で し か 
な い 。 な ぜ な ら 、 次 星人 は 遅 か 音 に 滅 寺 し て し まっ て いる の だ 
か ら 。 減 亡 の 原因 は ヴァ ニテ ィ フ ェ イ ス (以下 VF) に ある と いう 。 
火星 人 は 元 来 顔 を 持た ず 、 地球 と 火星 が 友好 と 平和 の 条約 、| 顔 
の 契約 」 を 結ん だ 際 、 地球 人 は 友和 の 証 と し て 自分 た ちの 顔 、 
VF を 火星 人 に プレ ゼン ト し た 。 地球 人 は 人 間 と し て の 顔 を 失 な 
い 、 誰 も が 犬 の 顔 を 持つ こと に な っ た 。 一 方 、 全体 で ひと つの 
個性 を 形成 し て いた 火星 人 は 個 の 象徴 で ある 顔 を 手 に 入れ る こ 
と に より 、 自 減 の 道 を 歩 お こと に な る 。 顔 が 産み 出す 美 醒 と 差 
別 。 そ し て 争い に よっ て 。 


元 来 の 住人 を 失 な っ た 火星 を 、 地球 は 都合 よく 利用 し た 。 酸 
素 の な か っ た 火星 で 、 酸素 を 発生 させ る 鉱物 、 酸素 石 を 掘り だ 
すこ と に 成功 し 、 どう に か 地球 人 が 暮らせ る 環境 を 整え 、 も っ ぱ 
ら 犯 罪 者 の 流刑 地 と し て 活用 し た 。 その 後 、 火星 は 地球 に 住み 


火星 で ライ カ が 移動 で きる ボイン ト を 複 念 的 に 示し た の が 下 の 図 
で ある 。 各 ボ イン ト は さら に いく つか の マッ プ で 構成 され て いる 
が . 詳細 は P5 以 降 を 参照 し て ほし い 。 な お 、 物語 の 進行 上 、 グラ 


火星 世界 へ の 旅立ち の 前 に 


物語 の 舞台 、 火星 。 そこ は 妄想 を 抱く 人 々 が 住ま う 、 悪意 うず まく 場所 。 火星 世界 に 初め 
て 足 を 踏み 入れ 、 旅 す る ユー ザー の た め に 、 世界 観 の 理解 に 役立つ 火星 年 代 記 と ゲー ム 
中 に 登場 する 場所 を 線 で つなげ た マッ プ (P5)、 な ら び に キャ ラク ター リス ト (P14) を 提 
供する 。 な お マッ プ 上 で の 場所 名 は 攻略 ペー ジ (P28) の フロ ー チ ャ ー ト に 対応 し て いる 。 


処 を な くし た 地球 人 が 密航 の 地 と し て 選 点 場所 に まで な っ て し 
まう っ 。 現在 、 火星 に 暮らす 人 々 は 流刑 囚 や 密航 者 の 未 商 の み だ 。 
わずか な 例 外 は と いえ ば 地球 か ら 火 星 へ 調査 に 訪れ た 派遣 隊 
ぐら い だ ろ う 。 


流刑 が 廃止 され て か ら 、 か な り の 時 が 流れ 、 火星 を 新た な 居 
住地 と する | 地球 化 計画 ] が 提案 され る 。 計画 実現 の た め 火 星 の 
状況 を 調べ る べく 、 派遣 隊 が 送り 込ま れ た 。 調査 結果 に よる と 、 
火星 は 人 間 の 心 に 悪 を 呼び 込む と いう 。 悪意 の 源 は 滅亡 を 信じ 
られ ず に 死 し て いっ た 火星 人 の 淀 ん だ 心 。 それ を 地球 人 は イー 
ブル マイ ンド (以下 EM) と 呼ん だ 。 EM は 人 の 心 を 侵し 、 妄想 を 
実体 化す る 。 その 妄想 を 火星 が 取り 込み 、 さら に EM が 育つ と い 
う 悪 循環 が 生ま れ て し まっ て いた の だ 。 そし て 10 年 前 、 火星 人 
絶滅 の 謎 を 探る た め 、 か の 星 に 旅だっ た 先 門 表 が いた 。 リー ダ 
ー の 名 前 は ガリ ル ( 元 大 佐 )。 彼 が 悪意 淀 む 地 で 消息 を 絶っ て 以 
来 、 火星 か ら 「 世 界 の 破滅 が 近い 」 と いう 、 妙 な 噂 が 流れ て くる 。 
ガリ ル と 噂 の 因果 関係 は 不明 だ が 、 彼 を 見 つけ 連れ 帰る こと 。 
それ が 宇宙 飛行 士 ・ ラ イカ の 任務 で ある 。 


ン バ パ や ダー クハ ウス な どの 通常 と は 異な る 空間 に 侵入 する ケー ス 
が 発生 する 。 そう し た 異 世界 へ の ルー ト は 一 方 通行 に な つて お り 、 
ー 度 し か 行け な い 場 合 が 多い の で 注意 し た い 。 


(タイ ム ト ラ ベル イベ ント ) 


主 3 
上 自由 に 行き 来 で きる ルー ト 


の プリ クロード 0 < ゃ cocoeeeeeeeee 


シナ リオ の 展開 上 、 一 方 通行 
と な る ルー ト 


生 す る 草 (Chapter) 
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ロケ ッ ト の 着陸 地点 で も ある 火星 の 砂漠 。 見 た 目 は 味気 な い 空 
間 で ある が 、 ゲー ムク リア に 必要 な 「 白 い 石 」 が 隠さ れ た 岩 が 存 
在 し 、 異 世界 へ の 出入 り 品 で ある エイ プリ ル の 扉 も 出現 する 。 


() マー ク が つい て いる マッ プ で は 、 ゲー 


マッ プ 内 に いる ロボ ッ ト 犬 に 近 
づく こと に より 、 最大 4 つの デー 
夕 を 記録 する こと が 可能 だ 。 














ム デ ー タ の セー ブ を 行なう こと が で きる 。 @ ゅ 


ンマ 
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空間 その も の は か な り 小 さい が 、 あら ゆる 現実 空間 へ の 橋渡し 火星 の 卵 気 が 善意 を 持つ 人 間 を 引き ずり 込む 、 不思議 な 空間 。 


の 役目 を 果たし て いる 。 さら に ライ カ が 人 格 チ ェ ン ジ の 際 に 、 必 引き ずり 込ま れ た 人 間 の 妄想 が 実体 化し て 現われ る 。 地球 が から 

要 な 鏡 が 常に 存在 する 唯一 の 場所 で も ある 。 の クル ー の 内 ふた り は こ ご こ で 妄想 を さら すこ と に 。 
Chapter 6 て 7 で 、 介添 人 の 手 に よっ て 入る こと に な る 異 世界 。 フェ ニッ クス 号 の クル ー、 タ ト ラ ー の 実 常 な 趣味 に 彩 ら れ た 、 記 
ご ご は スト ー リ ー の キー に な る 人 物 と 出会い 、 ライ カ 自 身 の 過 去 憶 の 谷 の 変貌 し た 姿 。 基本 的 な 町 の 構造 は 、 記憶 の 谷 と まっ た 
を 見 る 場所 で ある 。 く 変 わら な い 。 
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記憶 の 谷 で た だ ひと つの 現実 的 な 建造 物 で 、 か つて は コロ ニー 
まで 続い て いた と 思わ れる スペ ー ス が 広がる 。 内 部 は さながら 
冷凍 庫 の よう で 、 謎 の 巨人 が 氷 づ け に され て いる 。 





























ライ カ が 内 包 す る 人 格 の うち スペ ー サ ー の み が 入 る こと が で き 
る 、 絶 減 し た 火星 人 が 建造 し た と され る 地下 直 跡 。 最深 部 に は 
潤 ん だ EM が 溜まっ た ダム が ある 。 
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火星 の 住人 が 日 々 、 生活 する コロ ニー、 プリ スン 4。 買い 物 は で 
き な い が 、 数 軒 の 店 も ある 。 出入 り で きる 建物 に は いずれ も 複 
数 の 部 屋 が あり 、 いく つも の 事件 が 起こ る 。 
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酸素 屋 の ヘロデ が 生み だ し た 悪夢 世界 。 基本 的 に は コロ ニ 
ー と 同じ 場所 で は ある が 、 左右 逆転 し た 構造 と な っ て いる 。 
ゲー ト か ら 外 に は 出 ら れ な い 、 閉ざさ され た 町 で ある 。 
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火星 に 足 を 踏み 入れ た 4 人 の クル ー は 火星 の 邪気 ・ イ ー ブ プル マイ ンド に 急襲 され 、 自分 の 
知ら な い 何 か に 体 を 支配 され る 。 それ は ライ カ で さえ 例外 で は な い 。 プレ イヤ ー は ライ 
カ か ら 表 出し た まっ た く 別 の キャ ラク ター、 3 人 格 の 能力 を 把握 し た 上 で 、 これ を コン トロ 
ー ル し 、 EM に 侵さ れ た 人 々 の 内 面 を 読む 作業 を 進め な けれ ば な ら な い 。 


| 僕 は ? ご どう し て ここ に いる の か なぁ?」 


[死ん じゃ いね ぇ 。 ミー シャ は いる ん が だ 、 
俺 が 守っ て や る ぜ ! 」 


ライ カ 
宇宙 航空 連 器 に 所 属す る 新米 の 宇宙 飛行 士 に し て 無線 技師 。 
一 見 頼り な い 男 で は ある が 、 次 星 で は プレ イヤ ー の 分 身 と し て 


救世 主 と な る 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 と いう 物語 は 彼 と プレ イヤ 
ー が 刻み 込む 、 新 し い 人 類 の 歴史 か も し れ な い , 








アー ネス ト 


ライ カ が 内 包 す る 力 悪 の 人 格 。 愛す 
る 者 を 暴力 か ら 守 る た め に 生ま れ た 
正直 者 で 粗暴 な 男 は 、 強く な り た か っ 
た ライ カ の ヒー ロー 像 な の だ ろう か 





| 僕 は 影 だ 。 影 に 番 も 悪 も な い !」 


フェ ニッ クス 


ライ カ と は 表裏 一 体 の アー モン ド の 香り (? ) を 体 
か ら 放 つ 男 。 火星 で 彼 は 自分 の 真実 の 姿 に 気づく 


| 可 喜 想 に ……。 も っ と 早く 
アタ シ が 話し 相手 に な つて あげ れ ば ……-」 


ヨ ラ ンダ 


ライ カ が 内 包 す る 飲 悪 の 人 格 。 ライ カ が 母 
を 案 ず る 気持 ちか ら 生 まれ た 彼女 は 、 ラ イ 
力 に と っ て 最愛 の 母 と の 深い 絆 な の だ ろ っ 。 





| この 星 は 予想 を 超え て ひご いこ と に な つて いる 。 
私 は 頭 が 混乱 し こき た . 


SpaC で GE 
スペ ー サ ー 

















ライ カ が 内 包 す る 知 悪 の 人 格 。 ライ カ が 宇宙 飛行 士 に な る た め に 歩 
ん で きた 人 生 に お いて 薔 積 し た 知識 か ら 生 まれ た 彼 は 、 常に 冷静 で 、 
ほか の 2 人 格 を と り ま と め る 司令 塔 の 役目 を 果たし て いる 。 
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| ライ カ は 誰か に 愛さ れ て いる っ て 
属 じ た こと ある ?」 






エイ プ ブリル 


フェ ニッ クス 号 唯一 の 女性 クル ー。 若き 宇宙 地質 学者 で 、 
ラフ イカ に 好意 を 奇 せ る 。 火星 で は EM の 影響 を 受け 、 母 か 
ら 偏愛 を 受け た 幼い 頃 を 思い だ す 











| 君 は ? まさ か ! 生き て いた の か ? 
いや 、 そん な は ず は な いで ぞ 」 


メー ン 








腕 の 立つ ベテラン 機関 士 だ が 、 過度 の マ ザ コ 
ン で ある こと が 仲間 内 で は 噂 され て いる 


タ ト ラ ー 


フェ ニッ クス 号 ク ルー の 指揮 を と る 船長 。 事故 死 し 
た 後 募 、 クロエ へ の 思い で 、 今 だ に 心 を 痛め て いる 。 








た さ p」【 時 だ さら 7/= 


中 
アナ Ir 
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火星 の 住人 た ちの 大 半 は 、 EM に 侵さ れ 心 を 悪 に 楽 め て いる 。 ライ カ は 会 話 を する だ け 
で 彼ら の 内 包 さ れ た 悪 に 感応 し 、 己 の 心 に 悪 を 蓄積 し て いく 。 プレ イヤ ー に と っ て 、 この 
行為 は ライ カ を 3 つの 内 包 し た 人 格 に チェ ンジ させ る た め に 必要 な 作業 で も ある 。 各 キ 
ャ ラク ター に 記さ れ た EM 属 性 は 、 人 格 チ ェ ン ジ を させ る 際 の デー タ と し て 役立つ だ ろう 。 


| 私 、 物 の 記憶 が 読め る の 。 
物 を 見 る だ け で 、 いろ ん な 様子 が 浮か が ん で くる の ] 


Nadiainn Agatlna 
マタ ム ・ ア ガ 多 EEM 属 必 : 知 悪 
酸素 屋 で ヘロデ の 和 面倒 を 見 る 女 催眠 術 師 。 リー 


ティ ング 能力 、 サイ コメ トリ ー 能 力 を 持ち 、 ライ 
力 が 歩ん だ 過去 を 読み 、 未来 に 導 こ うと する 。 


| ここ は うま ぐい つて る 。 
と っ と と 戻 つ て 、 そう 報告 する こと だ 」 


へ ロー 。EM 違 性 : 谷 悪 


コロ ニー の 管理 を する 酸素 屋 の 経営 者 。 いつ も 悪夢 に 
えて いる が 、 酸素 屋 で 会 うこ と は 少な く 悪 夢 の な か で 出 
会 つこ と の 方 が 多い 。 















| ちく し ょ う 、 また や つ だ 、 
や つが 俺 の 時 間 を 」 


リト ル EM 必 . カ 吉 


酸素 屋 の スタ ッ フ 。 目 分 が まっ た く 別 の 人 間 
を 内 包 し て いる こと に 気づい て お り 、 そ の 人 
物 が 表面 に 出 て くる こと に 慣 り を 感じ て いる 。 





サイ コ ハ ウ ス に 出入 り し て いる が 、 金星 の パワ ー を 完全 


| 夢 の な か じゃ 俺 が 一 番 だ 」 


5 いい 
クロ ツウ EM 同 性. 知 副 


に 信じ て いる わけ で は な い 小 悪党 。 が 、 の ち に 恐る べき 
力 を 持つ こと に な る 。 





| あれ で 集め て る ん だ 。 
蘭 星 人 の バル スズ だ ] 


TOtliA ど 
ヤン グ 。EM 属 : 知 悪 


サイ コ ハ ウ ス で 金星 か ら の 波動 を 受信 する 実験 を 続 
ける マッ ドサ イエ ン テ ィ ス ト 。 





| あん た か 、 新しい 使者 と いつ の は ! 
喜び が 増え る ぞ 」 


Motain を aiat 


マウ ン テ ン  EM 属 性 : 知 悪 


金星 人 の バル ス の 受信 に 成功 し た と 豪語 する 男 。 サイ コ 
ハ 八 ウス で ヤン グ と 暮らし て いる 。 


「 墨 い 騎 士 が 完全 な 悪 に な か つっ た その 時 、 


世界 は 終わ る の じゃ 」 目標 と し て 有名 な " 顔 の 遺跡 "で 神 が か っ た 力 を 得 て 、 整 
形 術 を 得 た 。 自分 は 美 の 化身 に な る 野望 を 持っ て いる 。 

ホワ イト イー グル ーー 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー | 邪道 だ 。 

1 我々 は 人 間 の 顔 を 手 に 入れ る た め に ここ に 来 た の で は な い 」 


ー の 住人 か ら メ ディ スン マン と 呼ば れる 一 団 の リー ダー。 
EM に 侵さ れる こと な く 」 過 術 的 な 力 で 大 地 と 意思 を 交わ し 、 
真実 を 語る 聖人 。 


ノー ブル ロッ ク 


ホワ イト イー グル の 弟子 で ある メデ ィ ス ンマ ン 。 
高い 志 を 持つ が 実力 は それ ほど で も な いよ うだ 。 


| ひひ ひ 、 可愛 い 子 犬 ちゃ ん よう 、 
お じ さ ん が 遊ん で あげ よ つ 」 


レツ ド EM 属 性: 人 加 


コス マス を 湧 愛 する 中 年 男 。 少 年 時 代 は 美少年 で 、 現 
在 の 目 分 の よう な 男性 に 愛玩 され た 過去 を 持つ 。 


『 











| ね ぇ 、 ダー クマ ン 、 

は が の 人 の 苦し み も 増え て る の ?」 
CosIit1aS 

コス マズ EM 必 性: 知 副 


整形 され レッ ド に 加護 され る 自分 の 運命 に 苦し み 、 元 の 
顔 に 戻る こと を 願っ て いる コロ ニー 随 一 の 美少年 。 








| 整形 は 心 を きれ い に す る 手段 な の よ 。 
わか る? 」 


フェ エイ EM 必 性 : 谷 悪 


整形 屋 リ り リャン ハウ ス の 女 主人 。 火星 に お ける ロケ ッ ト 着 陸 






ア 


| 赤い 石 だ 。 と っ て こい 」] 「 と っ て きた ら 会 わす ]」 





イー スト ・ ウ ェ ス トド ト EM 必 7 如 


酸素 屋 の 用 心 棒 。 ヘロデ に 絶対 服従 し 、 ラ イカ た ち を 毛嫌い し て いる 。 ふた り 一 弓 の 
編成 で 何 か を 話す た びに クル クル と 左右 に 回 る 。 
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| おい 、 
ここ が どういう 場所 か わか っ て ん の か が ?」 


ゴー ルド EM 必 人 7 寺 


バー・ ナ イト プラ ネッ ト の 経営 者 。 暗黒 街 の 四 い を その 映 
か ら 漂 わす が 、 意外 に お し ゃ べり な 和 面 も ある 。 

















「 こん な 早い 時 間 か ら 飲 みす ぎ た ぜ 、 ^ 
くそ っ つっ 、 和 気分 が 悪い 」 


2 


に つ 拓 
トミ ー EM 属 性 : 力 悪 
いつ も 酔っ 払っ て いる 粗野 な 男 だ が 、 過度 の 分 裂 症 と で 
も いう べき か 、 コ ロニ ー で も っ と も 複雑 な 人 格 形成 を 持 
っ て いる 。 








| あら イヤ だ 。 
あな た も 鏡 、 気 に な る の ?」 


ける よう な も の 。 人 の 失敗 に 学ぶ の よ 」 
マラ ケシ ュ EM 属 性 : 谷 悪 


美 し さ に 憧れ る も の の 、 鏡 を 見 て 自分 の 内 面 を 知る こと 
に は 恐怖 を 抱い て いる 。 性 別 は 女性 らし い 。 


リン 父 EM 必 性 . 島 悪 





な いよ うだ 。 


| ああ あみ 、 
ここ に いて も 何 か 変 な 感じ が する ぜ 」 


ブー マー EM 必 性 : カ 悪 










コロ ニー の 住人 の 奇妙 な 行動 を 嫌っ て いる 正直 者 。 
気 が 弱 く 、 力 の 強い 者 の 命令 に は 刃 向 か えな い 。 


EE 王 。 丘 。 


ああ 異 せ ぇ 、 ブ タ 簿 せ ぇ ぜ 」 


スモ ー キ ー  EM 必 性悪 


ナイ ト プ ラ ネッ ト で 飲ん だ くれ る の を 日 常 と し 、 警官 を 毛 
嫌い する コロ ニー いち の 乱暴 者 。 
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「 人 生 だ っ て 、 みん な の つ し ろ を 追い が 


整形 され る こと を 望み 、 リ ャ ン ハ ウス の 周辺 に 入り 浸っ て 
いる 女性 。 彼女 の 顔 を 見 る か ぎり 、 ま だ 整形 は 受け て い 





> N 、 。 / 
「 死 の 動機 を 得る の だ 。 死に 向き あえ ば 、 エ レミ ヤ に 近づけ る 」 


ユニ バー サル マン 


火星 に 起き て いる 異常 事態 を 抑え る べく 、 自ら の 命 を か ける 精神 的 超人 。 メ テディ 
スン マン に 属す る が 、 真 の 正体 は 不明 。 


ば りあ や し い 、 シ ー」 





「 シ ー、 シ ー、 や っ 


酸素 塊 夫 1 こら 5 号 


1 号 EM 属 性 : 飲 肝 
どら 号 EM 属 性 : 知 悪 
3 号 EM 属 性 : 飲 悪 
4 号 EM 属 性 : 力 悪 
5 号 EM 属 性 : 知 悪 


記憶 の 谷 に 住む (? ) 作 業 員 た ち 。 どこ で 、 どん な 風 に 酸 
素 石 を 掘 じ だ し て いる の か は 、 わ か っ て いな い 。 





[私 は いつ も ひと り よ 。 今 は 違う げ 丁 較 


クロ エ 


タ ト ラ ー が か つて 妹 の よう に 愛し た 後 募 。 地球 で は 死ん 
で し まっ た が 、 火星 で よみ が える ? 


火星 で 作ら れ た らし い ロ ボッ ト 。 誰が 何 の 目 的 で 製造 し た か は 不明 。 


| ワタ シ は ココ ロ が ミダ れ た の で し ょ うか 。 
あな た を オ い か け て サン ソ ヤ の マエ を ト オ り か か っ た と き 、 
ギョウ に バス な コト 太 が 形 っ て で きま し た | 


オリ ン ビ ヒア 2 号 





出会う の は 記憶 の 谷 だ が 、 以降 、 常に ブリ ッ ク ロ ー ド に 立っ て いる 。 


ーー 


グ 


ア 


ss 
。 リカグ 
アン 
ング 





70 ーー * 疫 






| 心 が 弱 いと ダメ さ ご 。 
あん た だ た は? つ フー ん 、 読め な いな 」 


Bat1ia1I1 
久 ミ アヌ ス EM 司 必 . 知 加 


目 ら を 砂 の 子 " と 名 乗る 変わ っ た 少年 。 実は コロ ニー に 
彼 と そっ くり の 顔 の 人 物 が いる 。 





「 お 前 は ひと り で は な いな 。 や は り そ う だ 、 
お 前 は 複雑 だ 、 ひ ょ び よ 」 


ス ヒ リ ッ ト マ ン 


ライ カ の 手助け を する 、 いわ ば プレ イヤ ー に と っ て ナ 
ビ ゲ ー タ ー 的 存在 。 謎 の 乗り 物 に 乗っ て 空中 移動 す 
る 。 ライ カ 以 外 は その 存在 に 筐 づい て いな いら し い . 





8 
回 


いと だ 


YU 
し 


が 


まず 
< ra 
。 な 
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登場 人 物 の 持つ アイ デン ティ ティ は 大 別 す る と 3 つ 。 地球 か ら や っ て きた フェ ニッ クス 号 の 
クル ー、 コロ ニー の 住人 、 そし て 火星 で 何 か を た くら む おもう ひと り の 主役 ・ ガ リル 大 佐 。 コ 
ロニ ー に は ここ に 紹介 し て いな い 人 物 も いる が 、 相関 図 に は スト ー リ ー の カギ を 握る キャ 
ラク ター の み 掲 載 し た 。 ま た 紹介 の 範 暗 を 超え る 未知 の 存在 も シナリオ の 影 に 潜ん で いる 。 


征吾 





謎 に 包ま れ た 物語 を 読み 解く 


エイ プリ ル の 危険 を 察する 


手下 手下 


仲間 仲間 


手下 死 
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火星 に 到着 後 、EM の 影響 を 受け 、 多 
重 人 格 の 症状 を 発症 ご させ る 本 作 の 主人 
人 ライ カ 。 彼 は サイ コ 系 (偏執 、 知 悪 ) の 
スペ ー サ ー、 ビ ジュ アル 系 (強欲 、 飲 悪 ) 
の ヨ ラ ンダ 、 アニ マル 系 ( 栖 力 、 力 悪 ) の 
アー ネス ト の 3 人 格 を 内 包 し て いる 。 火 
星 の 住 信 た ちから の EM の 摂取 、 す な わ 
ち 邪 悪 と いつ 起爆 材 は 、 悪 に 連なる 3 人 
格 な ら ぬ 、3 人 悪 を 意識 の 大 海原 か ら 表 
出さ せる 。 悪 の 蓄積 に よる ライ カ の 人 格 
変容 を 表現 し て いる の が 、 本 作 の 要 で あ 
る イー ブル マイ ンド シス テム (以下 EMS) 
で ある 。 人 格 の 変容 は 性 格 の みな ら ず 、 
次 形 ま で も 変え て し まう 。 同一 人 格 ( 人 
物 ? ) で あり な が ら 、 異な つた 視点 、 異な 
っ た 考え 方 で ゲー ム 世 界 を 、 いや プレ イ 
ヤー は いつ し か 上 自身 の 意識 の な か を 見 


火星 の 住人 は 知 悪 、 飲 悪 、 力 悪い ずれ 
か の EM に 侵さ れ て いる 。 ライ カ は 彼ら 
と 話す こと で 相手 の EM の 影響 を 受け 、 
目 身 の 内 部 に EM を 溜め 、 そ の 悪 に 対応 
し た 人 格 を マイ ンド スコ ー プ に 映し 出す 
( 右 コ ラム 参照 )。 そ し て 鏡 の 前 に 立つ こ 
と に より 、 目的 の 人 格 に チェ ンジ する こ 
と と な る 。 3 人 格 の いずれ か に チェ ンジ 
後 、 再び 鏡 の 前 に 立つ と ライ カ に 戻る こ 
と が で きる が 、 マイ ンド スコ ー プ の 悪 は 
0 バー セン ト に な る 。 

以上 が 人 格 チ ェ ン ジ の ひと 通り の 手順 
だ が 、 重要 な の は ライ カ が 内 包 す る 3 人 
格 は 互い に 相克 関係 に あめ る と いう こと 。 
すなわち 知 悪 の 住人 と 話す と 谷 悪 が 、 飲 


火星 の 住人 と の 会 話 以 外 で 、 3 時 を 鞭 
綱 さ せる 方 法 が ふた つ あ る 。 ひと つ は フ 
ィ ー ル ド 上 に 、 と き お り 出 現す る 黒い 煙 
の よう な よど み に 接 触 し 、 入手 する こと 。 
よど み は EM の 小型 の 塊 で あり 、 ラ イカ 
が 近づく と 、 火星 の 住人 た ちと 同様 に 影 
警 を 受け る 悪 の オー ラ が 立ち 上 が る 。 会 
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つめ 旅 す る 。 その めまい に も 似 た 衝撃 は 
ゲー ム の 展開 を 嫌 が 応 に も スリ リン グ な 
も の に する 。 

本 作 に お いて の EMS の 位置 づけ は 上 
記 の 通り だ が 、 シ ナリ オ を 進行 させ る た 
め に も 、 EMS を 用 いて の 人 格 チ ェ ン ジ は 
必須 の 行動 で ある 。 た と えば 、 重い 扉 を 
あけ る 場合 は 腕力 に た けた アー ネス ト に 
チェ ンジ 。 バ ルス バト ル の 際 に に は いずれ 
か の 人 格 ( ラ イカ で の 戦闘 は 不可 ) に チェ 
ンジ と いう 具合 に だ 。 以下 、 EMS を 駆使 
し 、 プラ ネッ トラ イカ ワー ルド を 充分 に 旅 
する た め の ガ イダ ンス を 設け た 。 プレ イ 
ヤー 諸氏 に お いて は これ を 熟読 し 、 火星 
の 果て に 、 あるいは 意識 の 果て に 何 が あ 
る の か 見 つけ だ し て ほし い 。 


書 の 住人 と 話す と 力 悪 が 、 力 悪 の 住人 と 
話す と 知 悪 が 蓄積 され る 。 互い に 求め あ 
い 、 循環 する 3 人 格 の 相 元 関 作 を し っ か 
り 胸 に きざみ こみ 、 く れ ぐ れ も ア ー ネ ス 
ト に チェ ンジ する に は 力 悪 の 住人 と 会 話 
oy な ど と 間違え ぬ よ っ う 注意 し た い 。 
基本 的 に は 住人 に 一 定 距 離 近 つづく だ け 
で 、 ラ イカ が 影響 を 受け る 悪 の 色 の オー 
ラ が 立ち 上 が る の で 、 相 元 関係 か ら 成 る 
書 の 属性 色 を 見 極め た 上 で 会 話す れ ば 
いい だ ろう 。 な お スト ー リ ー 上 、 3 人格 以 
外 に フェ ニッ クス と いう 人 格 が 表 出 する 
場 箇 も ある が 、 彼 は 3 悪 の 影響 は 受け て 
いな い 、 イベ ント 的 な キャ ラク ター で あ 
る の で 、 右 相 宛 図 に は 答 ま れ な い 。 


話 を する より 手軽 に 蓄積 し た い 悪 を 入手 
する こと が で きる の で 重宝 する 。 

も つう ひとつ は 、 特定 の 悪 を 蓄積 で き 、 
か つ EM を 0 バー セン ト に で きる EM 値 変 
化 ア イ テ ム (64 ペー ジ 参 照 ) で ある 。 こ 
れ ら の アイ テム は 、 ラ イカ の と きのみ に 
活用 する こと が で きる 。 





ライ カ が 内 包 す る 3 人 格 相 図 


ptY3W/ 放 と っ 
ビジ ュ ア ル 系 


スペ ー サ ー KISSSSS) 
EE を も: 朋 回 と) 


2 
力 は 知識 に 憧れ る ' 〆 欲 (美貌 ) は 力 に 憧れ る 
2 


何ごと も 暴力 で 解決 の アニ マル 系 





4 種類 の マイ ンド スコ ー プ 


悪 が まっ た く た ま っ て いな い 場 合 、 マイ ンド スコ ー プ は 
モノ クロ だ が 、 知 悪 が た まる と 青 、 欲 悪 が た まる と 緑 、 力 
悪 が た まる と 赤 の 3 色 に 対応 し て 染まっ て いき 、 いずれ か 
が 一 定量 に 達し た 時 点 で その 色 ( 悪 ) の キャ ラク ター の 顔 
に な る 。 


4 : ラ イカ 


緑色 欲 悪 : ヨ ラン ダ 


青色 知 悪 : ス ペー サー 赤色 力 悪 : ア ー ネ ス ト 





マイ ンド スコ ー プ 以外 に 、 
人 ポタ ン を 押す と 体 の 図 の 
色 の 蓄積 か ら 、 ど の 種類 の 
如 に どの 程度 感応 し て いる 
か が 目 算 で きる 





よど み に 接 近 す る と 赤 、 青 、 緑 いずれ か の オー ラ が 発生 
する 。 よど み を 入手 し た 場合 は オー ラ の 色 の 悪 に 感応 す 
る こと に な る 


ライ カ が 内 包 し て いる 3 人 格 は 、 実体 を 伴 つ て いる の が いない 
の か さえ 、 は っ きり し な い 不 安定 な 存在 で ある 。 その た め 3 人 檜 
いずれ か の 姿 で いる こと は 、 ラ イカ と いう 主人 格 そ の も の が 崩壊 
し か ね な いと いう 危険 な バラ ンス 状態 で あわ ある と も いえ る 。 な ぜ 
な ら ば 、 3 人 格 は あく まで 火星 の 住人 の 内 面 に 発生 し て いる EM 


過去 に 亡 ん だ 火星 人 の 顔 へ の 雪 信 が 実体 化し た 顔 の 怪物 、 フ 
ェ イ ス 。 プレ イヤ ー(3 人 格 の み ) は 敵 で ある フェ イス が 撃つ て く 
る 念 波 を 上 下 に 漂う マイ ンド バル ス を 操作 し 打ち 返す 。 受渡 を 
敵 に 当て EM を 減少 させ 0 に する と 勝利 を 得る 。 同様 に 英 の 攻 
撃 念 波 を 受け る と こち ら の EM が 減少 し 、 0 に な る と ゲー ムー オ 
ー バ ー と な っ て し まう 。 戦闘 を 回 避 す る こと の で さき な い 敵 も 多 
く 存 在 し 、 パ ルス バト ル も また EMS と 並び 、 ゲー ム を 進め る つう 
え で 必須 の 項目 で ある と いえ る 。 

よっ て ここ で は マイ ンド パル ス の 基本 操作 方 法 と 必勝 アド バ 
イス を 述べ る こと に し よう 。 マイ ンド バル ス は 目 然 に 上 下 し て い 
る が 、 その 操作 は 不可 で 、 で きる の は 〇 ボタ ン で の 前 進 、 メ ボタ 
ン で の 高速 後退 の ふた つの み 。 敵 の 攻撃 念 濾 に は 大 小 あ り 、 単 


マイ ンド バル ス を 前 進 さ せ 敵 に ぶつ け EM を 回 復 で きる 上 、 押 し 戻さ れ た と さき 
る と 、 敵 は ダメ ー ジ を 受け た うえ 、 大 量 "に かな り の 流 波 を 打ち 返す こと に な る の 
の 回 復 弾 を 撃ち 出し て 、 マイ ンド パル ス で 、 敵 の EM を 大 幅 に 減少 ざさ せる こと が 
で きる 。 苦 せ ず し て 勝利 を 得る こと の で 
この 攻撃 で は 大 量 の 回 復 弾 を 利用 し て きる 、 ま さ に 究極 の 必殺 技 だ 。 


を こち ら の 直前 まで 押し 戻す 。 


直列 弾 








を 吸収 蓄積 す る こと で 変身 し た 仮 の 変 で ある か ら だ 。 も し 黄 柄 
し た EM を 奪わ れ た 場合 、 ラ イカ の 人 格 は 暴走 し 死に 人 芋 っ て し ま 
う 。 よっ て 、 敵 、 フェ イス と の EM の 奪い 合い で ある パル スバ トル 
は 、 ラ イカ に と っ て いわ ば 命 の か け ひ き そ の も の で あり 、 同時 に 
死 を 賭け た 戦い は 多重 人 格 者 の 不安 定 さ を 表わし て いる 。 


発 撃ち の 通常 弾 以外 に 各種 の 集合 弾 (下図 参照 ) が ある 。 さら に 
敵 は 高速 、 低速 な どの 多種 多様 な 受渡 を 撃ち こん で くる 。 

勝利 の 鍵 は 敵 の 攻撃 念 波 を どう 見 極め 、 マイ ンド バル ス で 打 
ち 返 すか 。 すなわち 〇 X ボ タン を 押す タイ ミン グ ひ と つ に か か 
っ て いる 。 まず 、 〇 X い ずれ の ボタ ン も 押さ な いで いる と 、 マイ 
ンド バル ス の 上 下 移動 の 速度 が 上 が り 、 受渡 を 打ち 返し や すく 
な る と いう こと を 覚え て お きた い 。 また 敵 か ら 放 た れる 赤い 高 
速 の 念 波 、 全 減 弾 を 打ち 返す と 、 その 瞬間 に 撃た れ て いる 敵 の 
念 波 を すべ て 敵 に 避 つ ける こと が で きる 。 同様 に 白い 低速 の 受 
波 、 回 復 紅 を マイ ンド パル ス で 受け る と 、 こち ら の EM を 回 復 す 
る こと が で きる 。 以上 の こと を 踏ま え パ ルス バト ル に 挑め は ば 、 
必ず や 勝利 で きる だ ろう 。 


敵 の 体 に マイ ンド パル ス が 

8 当たる と 、 瑞 は ダメ ー ジ を 
受け な が ら 大 量 の 回 復 弾 
を 発射 し 、 マ イン ド バ パル ス 
合 を 押し 戻し て くる 。 

















十字 の 形 で 形成 され た 集合 弾 。1 番 前 か 1 番 下 の 芝 渡 に 横 一 列 に 5 発 以上 の 念 波 が つら な っ た 集合 弾 。1 番 前 の ボー リン グ の ピン の 置き 方 に 似 た 集合 弾 。 2 列 目 の 1 番 下 側 
マイ ンド パル ス を 当て る と 、 六 波 を 連鎖 で 打ち 返し や す 受 波 に マイ ンド パル ス を 当て て 、 ボタ ン を 押さ すず に いる の 念 波 に マイ ンド バル ス を 当て る と 連鎖 が 効き や すい が 、※ 


い の で 、 容易 に 全 弾 返せ る 


終 め 弾 ワー プ 弾 





と 連鎖 で すべ て 打ち 返せ る 





ボタ ン に よる 戻し も 併用 し な いと 何 発 か は 沿 び て し まつ 


垂直 分 裂 弾 





左上 か ら 右 下 に 斜め に つ ら な っ た 集合 弾 。 1 番 下 の 受 流 画面 中 央 、 ある い は こち ら の 直前 に 突然 念 波 が 現われ 人 迫っ て く 1 発 の 念 波 が 画面 中 央 で 垂直 に 5 発 以上 つら な っ た 形 に 
に 当て る と 連鎖 が 効き や すい が 、 〇 X ボ タン に よる 位置 る 。 いつ くる の か わか り に くい の で ※ ボ タン に よる 戻し で 消し 分 裂 す る 集合 弾 。 分 裂 し こし まっ た ら 、 1 番 下 の 念 濾 に マ 


の 修正 を し な いと 何 発 か は 浴び て し まう 


な が ら 、 マイ ンド バル ス を 上 自分 の 直前 で 上 下さ せ て 打ち 返す 。 


イン ド バ ル ス を 当て て 連 侍 を 狙う つと いい 
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他 キ ャ ラク ター と の や り と り が 要 

「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 は アド ベン チャ ー ゲ ー ム と し て の 色合い が 
強く 、 数 多く の キャ ラク ター と 会 話 を 交わ し 、 真実 を 読み 取り な 
が ら 、 次 に すべ き 行 動 を 推理 し て スト ー リ ー を 進行 させ て いく 。 
た だ 「EM に 侵さ れ 、 己 の 妄想 に 心 を 支配 され て いる 火星 の 住 
人 た ち 」 と いう 設定 上 、 真実 は お ろか 、 下手 を する と 言っ て いる 
意味 さえ 理解 で き な い 場 合 が 多々 ある 。 だ が な か に は ライ カ に 
好意 を 持ち 真実 を 伝え よう と する 人 物 も 存在 する の で 、 相手 の 
セリ フ か ら 信 用 する に 定 る 人 物 と 判断 で きた な ら 、 行動 の 指針 
は お の すず と 得 ら れる こと だ ろう 。 

会 話 中 に 登場 する 選択 肢 に は 2 種類 ある 。 ひと つ 目 は 2 択 、3 
択 の な か か ら 正 解 を 選ば な いと スト ー リ ー が 進行 し な いも の 。 
ふた つ 目 は スト ー リ ー 攻 略 上 の ヒン ト を サー ビス する 意味 合い 
で 、 商 問 を 3 択 か ら 選 ば せる も の 。 前 者 の 対処 方 法 は た と え 誤 
っ た 選択 を 行なっ て も 、 ライ カ が 正解 を 選ぶ まで 相手 は 何 度 も 
同じ 貸 問 を 繰り 返し て くる の で 、 選択 肢 を ひと つ ず つつ ぶし て い 
く と いい だ ろ っ 。 後者 の 場合 は どれ を 選ん で も スト ー リ ー の 進 
行 に 影 絡 は な い の で 、 興味 が ある も の を 選べ ば いい 。 


アイ テム の 存在 

劇 中 に 多数 登場 する アイ テム の な か で 、 進行 上 絶対 に 入手 せ 
ね ば な ら な いも の が 存在 する 。 こう し た 必須 アイ テム は シナ リオ 
進行 に 伴い 強制 的 に ゲッ ト で きる も の が ほとん ど だ が 、「 白 い 石 」 
| 緑 の 石 ] の ふた つの み 、 プレ イヤ ー が スト ー リ ー か ら ヒ ント を 
得 て 行 動 し 、 入手 せ ね ば な ら な い 。 また 一 部 の アイ テム は アガ 
タ に 鑑定 し て も ら う こと で 、 アイ テム の 本 来 の 持ち 主 の 過去 の 断 
片 を 知る こと が で きる 。 鑑定 か ら 得 た 情報 は いわ ば プレ イヤ ー 
な り の ゲー ム 世 界 の イメ ー ジ を 広げ る た め に ある も の で 、 シ ナ 
リオ の 進行 と は 一 切 関 作 な い 。 すべ て の アイ テム の 効用 は 65 
ベ ペー ジ の アイ テム リス ト を 参照 し こと ほし い 。 また 、 アイ テム と は 
一 線 を 画す が 、 シナ リオ 進 行 に 伴い 自動 的 に 得 ら れる 「 エ レミ 
ヤ の 五 つ の 預言 ] も エン ディ ング 到達 に は 欠か せな いも の だ 。 


ゲー ム オ ー バ ー の 危険 性 

3 人 格 の EM の うち 、 いずれ か ひと つ を 100 バ パー セン ト た め て 
し まつ と 、 その 悪 に 対応 し た キャ ラク ター が 暴走 し て し まい 、 ゲ 
ー ム オー バー に な る 。 マイ ンド スコ ー プ の 点 減 は 暴走 直前 と で 
も いう べき 危 了 な 兆候 。 そう な っ た ら 即 アイ テム を 用 い 、 暴走 

直前 の 人 格 の EM を 減ら すこ と 。 また 前 述 し た よう に 戦闘 で 敵 
の 攻撃 を 受け 、 EM が 0 に な っ た 場合 も ゲー ム オ ー バ ー。 スト ー 
リー 上 避け られ な い 戦 闘 も ちる が 、 それ 以外 の 忘却 の 海 な ど に 
登場 する フェ イス と の 戦闘 で ゲー ム オ ー バ ー に な る 可能 性 も あ 
る の で 、 無 意味 な 戦闘 は 避け た 方 が いい 。 フィ ー ル ド 上 で フェ イ 
ス に 出会っ た ら 、 た だ ち に 来 た 道 を 逆戻り し て 画面 を 切り 替え て 
か ら 、 再び 進 び むように する 。 これ を 何 回 が 繰り 返し て いる うち に 
フェ イス が 出 て こ な く な り 、 戦闘 を 回 避 す る こと が で きる 。 
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ライ カ に 好意 を 寄せ て いる アガ タ は シナ 
リオ 進行 に 役立つ 情報 を 教え て くれ る こ 
と が 多い 。 





つ 存 在 す る 石 の うち ふた つ は 、 シ ナリ オ 
の 進行 か らい っ た ん 離れ て 、 行動 し な い 
と 入手 で き な い 。 





画面 切り 替え の 操作 に より 、 戦闘 を 回 避 
で きる フェ イス は 、 あえ て 危険 を お か し 戦 
つう まで も な い 相 手 。 


け ま 上 * 
で ん 


会 話 上 の 選択 肢 は 進行 と は 直接 関係 の な 
いも の が 大 半 な の で 、 好き な も の を 選ん 
で 大 丈夫 だ 。 


タオ コー ルド を 手 に 大 れ た 。 





輝き を 放つ 、 岩 に 埋め 込ま れ た アイ テム 
は 腕力 に た けた アー ネス ト で な けれ ば 入 
手 す る こと は で き な い 。 





特定 の EM の 蓄積 量 が 高く な る と マイ ンド 
スコ ー プ が 点滅 する 。 蓄積 量 が 100 パ ー 
セン ト に 達する と ゲー ム オ ー バ ー。 





計 。 各 Chapter の タイ トル 

プレ イ 中 に 確認 する こと は で き な い が 、 制 作者 の シナ リオ で は 
「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 は 14 章 で 形成 され て いる 。 な か に は パル ス 
バト ル の み の 章 も ある た め 、 本 書 で は シナ リオ の 展開 を 分 析 し 
た 上 で シナ リオ を 1 ら の 章 に わけ 、 それ ぞ れ の チャ プター の イメ 
ー ジ に 合わ せ た タ イト ル を 命名 し た 。 


タ 。 本 文 テ キス ト 

左 ベ ペー ジ の テキ スト で は シナ リオ 進行 に 沿い 、 ライ ター の 主観 
を 交え ず 、 あく まで 客観 的 視点 か ら 、 火星 で の 出来 事 を 目撃 す 
る 体裁 で つづ っ て ある 。 特に キャ ラク ター の 心理 写 や ライ カ 
の 歩ん で きた 歴史 を クロ ー ズ アッ プ す る と 感じ られ た セリ フ は 、 
ほぼ 原文 通り に 掲載 し た 。 


る 。 フ ロー チャ ー ト ペー ジ 冒 頭 文 

右 ペ ー ジ フロ ー チ ャ ー ト の 冒頭 に 配置 し て ある 文 に は 、 各 章 の 
簡単 な あら すじ を 記し た 。 また 、 シ ナリ オ を 進行 させ る の に と ら 
ね ば な ら な い 特 定 の 行動 が ある 場合 は 、 そ れ を 強調 し た 。 


エン ディ ング 到達 まで の 最短 ルー ト を 記し た フロ ー チ ャ ー ト 、。 大 

本 的 に は フロ ー チ ャ ー ト に 表示 され て いる 場所 に 行き 、 そこ に 

いる キャ ラク ター と 会 話 を する こと に な る 。 つま り セ リフ か ら と 
べき 行動 の 指針 を 得る 


Chapter X 





罪 に 人 え る 良心 


] ロ ニー に 戻っ た ライ カカ を 粗野 な ふた り 組 、 イー スト 、 ウェ ス ぷ 
ト が 出迎え た 。 主 で ある リト ル ( の 次 を 見 失 な っ た あせ り と 不安 「 い け な い 。 ヘロデ が 目 を 覚まし た の 。 悪夢 の 世界 で 眠く な る 
か ら か が 、 クル クル と 全身 を 機 に 回 転 せる 。 た だ し 、 ライ カ へ と 大 変 。 こっ ち に 戻れ な く な る の 。 彼 は 悪夢 の 住人 な の 」 
の 捨て ぜ り 点 は 忘れ な か っ た ひと り に な っ た ライ カカ は これ まで 気配 すら な か っ た 、 も う ひ 
「 見 つけ た ら 教 えろ 、 犬 請 」 と つの 顔 を 見 せ た 。 それ を 目 撃 し た の は ロッ ジ の 主 ・ ホ ワイ ト 
コロ ニー に 戻っ た ライ カ は 、 新た な 真実 を 頭 に 刻み 込ん だ イー グル の み で ある 。 ホワ イト イー グル に と っ て 、 それ は 薩 き 
FM ング た ち が は “審判 "を 恐れ それ か ら 透 れ で は な か っ た よう だ 。 フェ ニッ クス と 名 の る も う ひ と り の ライ カ 
る た め に 人 金星 に 頼っ て いる こと 。 リャ ン ハ ウス の フェ イ の 施す は ホワ イト イー グル が ら シ ー ク レッ トバ ワー を 受け 取る 。 己 の 
ASnreeoneded な 2 の は o し か し 、 心 の 可 を 他人 に 注ぎ 込み 、 自分 自身 を 浄化 する 力 だ 。 そし て 、 
それ は 彼ら の 思い 込み か も し れ な い 、。 欲 、 知 、 力 。 彼ら は 自分 ガリ ル も 同じ 力 を ユニ バー サル マン か ら 血 っ て いた 
の 悪 を 正当 化 さ せる 、 いい わけ ば か が り 作 っ て いる よう だ 神 へ の 階段 を 上 る た め シ ー ク レッ トバ ワー が 必要 だ っ た と い 
ライ カ は 自分 が 本 乗 、 一 番 に や ら な けれ ば いけ な いこ と を 思 う 。 ガリ ル の 支配 飲 を 防ぐ た め に は 、“ 五 つの 預 革 を 得る し か 
い 出 す で れ は 壮 寺 箱 で ベロ デ ト 会 うこ と 。 酸素 屋 で は 、 さっ な い 。 それ が フェ ニッ クス の 、 そし て ライ カ の 使命 だ っ た の だ 
さき の 赤 い 石 を 捨 う 。 そし て |! 9 の 典 で は う ? ガ タ が 待っ て いた その と き 、 フェ ニッ クス の 裏 借 で ライ カ は 悪夢 を 見 て いた の か 
「 記 憶 の 谷 は 、 々 が くし 人 た 地 が よみ が える 場所 と 言わ れ て いる も し れ な い 。 それ は 少年 時 代 、 継父 と 継 兄 に し いた げ ら れ た 忘 


わ 。 で も それ は 本 当 の 記憶 で は な い の 。 この 星 の 力 で 三 ん で れ た い 記 憶 だ っ た 。 当時 の ライ カ の よう に 、 今 、 茜 し み と 戦 っ 
し まっ た 財 の 思い 出 。 それ に 世 か れ て し まう と 、 元 の 状態 に \ る 少年 が コロ ニー に いる 。 彼 、 コ スマ ス は ダー クマ ン と い 
す の が 大 変 な の 。 エイ Me の よう な も の だ けが 友達 だ っ た 。 コス マス は 債 で 次 を 変え 


いい ん だ けど 。 彼女 の こと 、 前 か ら 知っ て いる よう な 気 が し リバ ー を 擦 し に 行け と ライ カ に 告げ た 。 由 つ き の 多 い 、 火 


本 当 は そん な こと な い の に 、 変 ね 是 に あっ て 、 こ の 美少年 は 信頼 で きる 相手 の よう に ライ カカ は 感 
ライ カカ は アガ タ に つき あい 、 供 過 に よっ て 、 心 の 較 に いる じ て い た 
人 物 が 表 に 出さ れる の を 目撃 する 。 出 て きた の は ヴェ ロニ カ リト ル の 心 の 裏 の 顔 ・ リ バー。 彼 は ライ カカ が 内 包 す る 人格 


フェ イ の 章 側 の 人 物 だ 。 アガ タ と ヴェ ロニ カ が 会 話す る の うち 、 同じ 信仰 を 持つ と 感じ た スペ ー サ ー の み を 歓迎 する よ 
「 フ ェ イ は 美 の 権化 に な り た いと 願っ て る ん じゃ な い ? 」 うに 地下 水道 に 誘う 。 そこ に は 彼 が 信仰 する 神様 、 ト ー ル ボー 
「 そ うだ よ 、 包 の 精 に 自分 の 体 を 差し 出す の 。 それ で 、 すっ と き イ が いた 。 だ が その 実体 は イー の ぅ た 。 リト ル に 


れい Sv ぅ っ れる と 考え て の よ 。 鏡 の 精 ・ ア マン ダ よ 。 フェ イ は は 完 = 全 な る ノ 間 の 誕生 を 企 て 、 伝説 に な らい 多く の 双子 に 手 
フェ イス の 仕事 を 始め て か ら 、 アマ ンダ の 声 が 聞こ を か ト け た 因 が ある 。 リト ル に 残 - わす の 罪 に 居 え る 
える よう うに な っ た ん だ よ 」 が リバ ー だ っ た の だ 。 トー ルポ ボーイ に よっ て リト ル の な か の 
: ゲ マジ ダ は フェ イ に な ん て いう の か し ら 」 リバ ー は 完全 に 消失 し た 。 それ は ガリ ル の 妄想 が 膨れ 上 が っ て 
「 新 し い 鍵 を 作れ 、 世界 の すべ て を 照ら し 出す 負 だ よ 。 そし た いる 証 に ほか な ら な か っ た 。 トー ルポ ボー イ も 、 ま た ライ カカ が Am 
ら あ っ ちこ っ ち で 悪 が 生ま れる ん だ よ 。 みん な 悪 に 飲ま れ て 消 ね ば な ら な い 敵 に す でない 勝利 し た スペ ー サ ー は こ ダ 
える ん だ よ 。 番 判 の 鏡 だ っ て 」 し ゝ 依頼 を 受け る 。「 コス マス を 敷 っ て ほし い 」 と 。 そ 
「 守 判 の 鏡 。 ほか に は ? 、 ユ ニ バ ー サ ルマン か が か ら ひ と つつ 目 の 預 言 を 得 た 。 コス マス 
「 番 判 の 鈴 が 心 の 題 を みん な 照ら すん だ 。 それ で 黒い 崎 士 が 完 が リバ ー を 捜せ と いっ た 理由 は 預言 を 得 ら れる こと を 知っ て い 
全 に な っ て 、 庁 跡 が 起こ る 。 新しい 世界 が 生ま れる ん だ っ て た か ら で あ る 。 スペ ー サ ー 否 、 ラ eS 決 開 を 


「 フ ブ ェ イ は 美 の 権化 に な っ て 残る の ね 」 する 。 それ が ライ カ 自 身 の た めで ある と 確信 と が て 


ヴァ ニテ ィ フ ェ イ ス を あと に する 占 た り 。 突然 、 ア ガタ が 中 


Panet LaiKa Pa # 


チャ ー ト BOX 属性 一 覧 


人 格 チ ェ ン ジ 


プレ イヤ ー が 自分 の 意思 で 鏡 の 前 に 立ち 、 人 格 チ ェ ン ジ を 行なう 場合 。 











記さ れ た 場所 の な か に ある 特定 の 場所 に 行か な けれ ば な ら な い 場 合 。 
戯 闘 ( パ ルス バト ル )・ サ イド イベ ント ・ ア イ テ ム 


シナ リオ 進行 上 、 強制 的 に 行なわ れ 勝利 し な けれ ば な ら な い 戦 闘 。 





特定 の 行動 を と る こと で プレ イ で きる サイ ドイ ベン ト 。 シナ リオ と は 直接 は 関係 な く 、 
遊び の 要素 を 稿 ん で いる 。 


EE 
シナ リオ 進行 上 、 入手 し な けれ ば な ら な い 必 須 ア イ テ ム 。 何 も し な いで も 入手 で きる 
も の と 、 特定 の 行動 を と っ て 入手 し な けれ ば な ら な いも の が ある 。 


$。 フ ロー チャ ー ト に 対す る 注釈 

フロ ー チ ャ ー ト に 対す る 注釈 を 番号 で 対応 させ 、 特定 の 場所 で 
次 の 行動 の 指針 を 得る べく 動か ね ば な ら な い 場 合 や 、 強制 的 に 
イベ ント が 発生 する 場合 を 詳し く 解 説 し た 。 


Chanter X flow chart 
火星 に 存在 する 3 タイ プ の 看 サイ コ 系 に は 金星 の 力 に 頼る サイ コ 
ハウ ス の スタ ッ プ と 祈 裕 を 行 『 の イン デア ン が いる こと を ライ カ 
は 知っ た 。 また 表面 化し た リ と つの 望 ・ リ バー が 、 過去 の 俳 の 
翌 悔 の た め に 巨大 な イー ブル こ 出現 し た 顔 を 、 神 と し て 信仰 する 
場面 に 遭遇 する 。 

に ーー ィ て に ご つう 
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注 : こ の 見 開き ペー ジ は フロ ー チ ャ ー ト の BOX 属性 を 解説 する た め に 作ら れ た も の で 、Chapter X は 本 書 に も ゲー ム 中 に も 登場 し ませ ん 。 Planet Laika page 25 / SiocYHFIow Chan 





泥 池 の な か が に 真 に 主体 的 な 者 が 現われ る で あろ うっ 。 
目 ら の 魂 を 浄化 し て 、 宗 り 、 お ご り 、 さ げす みな ど 
l の 諸 力 か ら 開 放さ ざれ た 人 存在 こし て 、 光 の な か に 





Chapter0 


怪物 は 心 の な か に いる 


も し あな た が 、 あな た の 知ら な いあ い だ に 、 
別 の 人 間 と し て 振る 婦 つ て いた ら 、 どう し ます か ? 


別 の 人 間 で いる あい だ の 記憶 は 、 も ちろ ん な い 。 

あな た の な か の 他人 は 、 いっ た い 何 を し で か す や ら 。 

そ て ん な こと が 、 本 当 に あな た の 身の上 に 起き た ら 、 

ご ど つ し ます か ? 

この お 話 の 主人 公 は 、 心 の な か に 別人 格 を 住ま わせ て いま す 。 
それ も 3 人 も 。 

どう し て そん な こと に な っ た の か 。 

目 分 じゃ な い 目 分 が 3 人 も いて 、 平気 な ん で し ょ うか ? 


お 話 の 舞台 と な る 火星 に は 、 

あら ぬ 妄 想 を か さき 立て る 力 が 潜ん で いる と いう で は 
あり ませ ん か が 。 

お 一 ほ 、 惹 ろ し い 。 

や つが か いな こと に な ら な けれ ば いい の で す が ね 。 

お ほぼ ほほ ほほ は ほ 。 


sm の 昔 が か すか に 響く 、 ク リス マス の 朝 。 ツリ ー の 下 に 開か 
れ た 包装 紙 と プレ ゼン ト の 箱 。 そし て その 箱 の 上 に は 、 梱包 か 
ら 解 か れ た 大 き な ロ ケッ ト が 乗せ られ て いる 。 これ は いつ 見 た 
重 票 な の だ ろう 。 ロケ ッ ト の 持ち 主 だ っ た 男 は 、 今 、 漆黒 の 闇 
を 突き 抜け 、 火星 に 向かっ て いる 。 本 当 の ロケ ッ ト に 乗っ て 。 


「 自 動 着 陸 装置 、 確認 」 

[装置 、 オ ン ! 目標 、 シ ドニ アエリア ,。 顔 の そば ! 」 

|「 ザ ・ フ ェ イ ス ……。 何 が フェ イス だ ……。 ちく し ょ う 火 星人 め 」 
| ヌー ン 、 よし て よ 。 火星 人 な ん て も う 減 ん だ の よ 。 人 間 の 顔 を 
手 に 入れ て 、 それ で 火星 人 は 減 ん だ 。 何 か 、 妙 な 感じ ね 」 

「 人 間 の 顔 が 、 彼ら に 災い を も た らし た 。 今 で は 、 そう 考え られ 
て いる 」 

[火星 人 の や つら 、 ハ ダ に あわ な か っ た ん だ よ 、 人 間 の 顔 が 」 
[地球 か ら バ ク テ リ ア を 持ち 帰っ て こし まっ た 、 そん な 説 も ある 」 
「 け っ 、 大 き な お 世話 っ て 感じ だ な 」 

地球 で は 最新 型 た と され る ロケ ッ ト ・ フ ェ ニ ックス 1 号 。 クル ー 
た ちの 過 惑 を 無視 する か の よう に 、 すでに 火星 の 軌道 に 入っ て 
いる 。 冷静 で いら れる 者 は 少な い 。 
| 見 ろ 、 あの 狂おしい 輝き を ! あれ が 火星 だ ! 災い の 星 、 闘 
い の 象 徴 …… ま や か し の 星 だ 」 

タ ト ラ ー 有 般 長 、 メ ー ン 、 エイ プリ ル 。 3 人 の クル ー が 課せ られ 
た 仕 務 へ の 不安 を 、 遠回し に 口 に する 。 し か し ひと り 、 会 話 に 
加わ ら な か っ た 男 が いる 。 その 男 に 地球 か ら 無 線 が 入っ た 。 
| ライ カ 君 だ ね ……。 私 は オク トー バー、、 今 回 の 任務 の 司令 官 
を 務め る 。 君 の 働き に は 期待 し こい る か ら ね 。 さて 、 君たち が 
向かう 火星 だ が 、 様子 が お か し いん だ 。 顔 の 形 の 怪物 が 現 わ 
れ た だ の 、 世界 の 破滅 が 近い だ の 妙 な 噂 が 飛び 交 っ て いる 。 君 
た ちの 働 務 は 噂 の 真相 を 突き 止め る こと な ん だ ]」 

無線 テレ ビ の 画像 が 、 ひ と り の 男 を 映し だ し た 。 


「 こ の 男 を 知っ て いる か ね 。 ガリ ル 大 佐 。 先遣 隊 の リー ダー だ 」 
ライ カカ と 呼ば れ た 若い 宇宙 飛行 士 は 、 重要 な 使 命 を 担っ て 火 
星 へ 送ら れ た の だ ろう か 。 ライ カ と いう 名 前 の 犬 が 、 重要 な 使 
員 を 担い 、 宇宙 に 飛び 立っ た 歴史 は 過去 の 地球 に あっ た 。 痛 後 
か ら タ トラ ー 船 長 が 話し か ける 。 
[先遣 了 が 火星 に 送ら れ た の は 1 0 年 前 の こと だ 。 地球 化 計 画 
の 再開 で 、 調査 の た め に や っ て きた 。 ガリ ル 大 佐 は その と き の 
リー ダー だ っ た 。 神 は 死ん だ 、 光 の 私 …… 計 の メッ セー ジ を 最 
後に 連絡 は 信 切 れ た 。 火星 に 妙 な 噂 が は び こ る よう に な っ た の 
は それ か ら だ 。 我々 は 噂 の 出所 を さぐっ て 、 火星 は な ん で も な 
い 平 和 で 友好 的 だ と 報告 し な けれ ば な ら な い 。 それ が 働 務 だ 」 
着陸 準備 に か か ろう と し た ライ カ の 傍ら で 、 無線 テレ ビ が 意 
味 不明 の も の を 映し だ し て いた 。 
「 ひ ょ ひよ ょ 、 お 前 を 感じ る ぞ 。 ひと きわ 強く 、 ひ よっ 」 
その 異 界 の も の の 次 を 再 確 認 する 間 は 、 誰 に も な か っ た 。 
| で も な ん で ガリ ル っ て 野郎 は 容 を くら ませ た ん だ 」 
| ガリ ル 大 佐 は 、 火星 の 秘め て いる よこ し まな 力 に 着 か れ た の 
だ 。 よほど 強い 意志 の 持ち 主 で な いか ぎり 、 あら ぬ 妄 想 に 取り 
か れ て し まう っ 。 上 自分 を 見 失 な っ て し まつ 」 
「 へ っ 、 どん な 妄想 な ん だ 。 まさ か 減 ん だ 火星 を よみ が えら そ 
うっ て 計画 じゃ な い だ ろ う 。 クリ スマ ス だ っ て いう の に 妄想 野 
郎 の お 相手 か 。 こん な と ころ で 、 ちく し ょ う 」 
[オクトーバー 司令 官 に よる と 火星 の 土 が いけ な いん だ っ て 。 
土 が 人 の 心 に 悪い 影響 を 与え る 。 だ か ら 私 が 呼ば れ た の 。 サ 


ンプ ル を 持ち 帰っ て 調べ る の よ 。 地質 学 的 な 問題 だ そう よ 」 
[地質 学 的 問題 ? も の は いい よう だ な 。 土 だ と …… バ り ふい 氷 い 、 
星 全 体 が 悪意 を 秘め て る ん だ 。 ガリ ル は その 悪意 に 触 れ た に 
違い な い 、。 神 は 死ん だ 、 光 の 私 ? 」 

ライ カカ を 除い た 、 3 人 の クル ー は 何 か に 涯 か が かれ た よう に 、 個 
性 を むき だ し に 、 思い 思い の こと を 口 走 る が 、 その あい だ も ロ 口 
ケッ ト は 確実 に 火星 に 近づい て いく 。 

火星 の 地表 に 巨大 な 顔 が 見 えて きた 。 火星 人 が 残し た と さ 
れる 人 面 の 形 の 遺跡 、 ザ ・ フ ェ イ ス だ 。 突然 、 ザ ・ フ ェ イ ス が ま 
が ま が し し 気配 を 発し た 。 紫色 の 霧 が ロケ ッ ト 内 部 に 侵入 する 。 
そし て 、 クル ー た ち に 異変 が 起き た 。 
「 マ マ …… マ マ な の 、 僕 が 悪かっ た の …… あ ああ 、 違う ! ママ 
じゃ な い 、 つ うそ だ ! 」 
[ああ あ ? 君 は …… ま さか ! 生き て いた の か ……。 いや 、 そ 
ん な は ず は な い ぞ ! 」 
「 こ こ は 、 私 の …… ど うし て ? も うな く な っ た は ず な の に 」 

クル ー た ち は 幻 覚 に 惑わ され て いた の だ っ た 。 火星 が 放つ 
邪悪 な 力 に よっ て 。 し か し 、 それ は 本 当 に 幻覚 な の だ ろう か 。 
それ ぞ れ が 過去 に 負っ た 、 忘れ た い 何 か な の で は な い の か ? 
そし て 、 た だ ひと り 幻 覚 を 見 な か っ た 人 物 が いた 。 ライ カ で あ 
る 。 火星 は 何事 も な か っ た よう に 、 濁 い た 赤 茶 色 の 地表 を さら 
し て いる 。 その と き 、 誰か の 心 の な か に 、 ある ひと つの 言葉 が 
響い て きた 。 
[怪物 は 心 の な か に いる 」 
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イー ブル マイ ンド 


あま り に も は る か が な 昔 の こと 。 

人 類 は 火星 人 と ひと つの 契約 を 交わ し た 。 

それ は 「 顔 の 契約 」 と 呼ば れ て いる 。 

顔 を 持た な い 火 星人 に 、 人 類 の 顔 を 与え る こと で 、 平 和 こ と 友好 
を 固く 約束 し た の で ある 。 

し か し 、 人 類 の 顔 を 手 に 入れ た 火星 人 は ほど な く 減 亡 。 

や が て 火星 は 、 流刑 者 や 密航 者 に よっ て 荒ん で いく 。 

そし て 星 そ の も の が まる で 意志 を 持つ か の よう に 、 よこ し まな 
エネ ルギー を 放ち は じ め た 。 

心 の 悪 を 育て る 力 、 イー ブル マイ ンド で ある 。 


火星 の 大 地 を 踏ん だ 4 人 を 、 激しい 砂 あ らし が 襲っ た 。 初 体 
験 の ライ カカ に は 上 厳し い 洗 礼 だ 。 
[は ぐれ る ん じゃ な い ぞ 。 イ ー ブ ル マイ ンド に は 気 を つけ る ん だ 。 
火星 の 邪気 だ 。 紫色 を し て いる ぞ 。 近づく な 。 イー ブル マイ ン 
ド は 妄想 を か き 立 て る ぞ 。 あら ぬこ と を 考え て し まう ぞ 」 

タ ト ラ ー 有 船長 が クル ー た ち に 指示 を 出し な が ら 、 先 を 進む 。 
し か し 、 砂 市 は 激 し さ を 増す ば か り だ 。 
「 ヌー ン 、 どこ か に 待避 場所 は な い の か ? 」 
[近く に 避難 小屋 が ある は ず よ 。 ね え 、 ヌー ン 」 
「 ラ イカ 何 を し て いる 。 は ぐれ て し まう ぞ 」」 

足取り の 重い ライ カ を 、 イー ブル マイ ンド が 襲う 。 ライ カ に と 
っ て 、 忘れ た いふ た り の 男 が 頭 に 浮か 点 。 意識 を な くし た ライ 
力 の 心 の な か か ら 3 人 の 人 物 が 現われ た 。 彼ら は 勝手 に 会 話 
を 始め る 。 
今 の 聞い た 。 ウラ ジミ ー ル と セル ゲイ の 声 よ 」 
「 へ ん 、 俺 に は 見 えて た ぜ 。 ぴか っ と 光る お 宝 。 俺 の お 宝 だ 」 
[着陸 地点 に 何 か あ っ た な 。 お 宝 か どう か は わか ら な い が 岩 に 
埋もれ て いた 。 アー ネス ト 、 あれ に は 君 の パワ ー か が 必要 だ 」 

3 人 に は 名 前 が あっ た 。 アー ネス ト 、 ヨ ラン ダ 、 スペ ー サ ー。 
自分 た ち が 火 星 に いる 理由 も わか っ て いた 。 彼ら は 間違い な 
く ラ イカ が 内 包 す る 、 目 分 以外 の 人 格 で ある 。 その と き 、 3 人 


の 方 に 誰か が 近づい て きた 。 彼ら は ライ カ の 内 に 戻る 。 
「 ひ ょ ひよ ょ 、 お 前 は ひと り で は な いな 。 お 前 は 複雑 だ 。 この 星 に 
は 悪 が は び こ っ て いる 。 その 影響 を 受け て 、 お 前 は 変わ る ぞ 。 
人 格 変貌 する ぞ 、 ひ ょ ひよ ょ ひよ 」 

近づい て きた 男 は スピ リッ トマ ン と いっ た 。 彼 は どう いう 理 
由 か ら か 、 ライ カ に 興味 を 持ち 、 彼 に 力 を 貸し て くれ る よう だ 。 
スピ リッ トマ ン が 消え る と 、 ラ イカ は 意識 を 取り 戻す 。 その と き 、 
砂 ぼ こり の な か か ら 少 年 が 次 を 現 わ し た 。 
「 こ の 星 は ひど いよ 。 いろ いろ と 悪さ を し か け て くる よ 。 嫌 な 
思い 出 が よみ が えっ た り 。 心 が 弱 いと だ め さ 。 あん た は 、 読め 
な いな 。 さっ き の ひ と は 読め た よ 。 弱い ん だ ね 」 

少年 と 入れ 代わ り に 、 弱い と 言わ れ た 男 が ライ カ を 捜し に き 
た 。 ヌー ン で ある 。 確か に 様子 は お か し い 。 それ は 避難 小屋 に 
いた タ ト ラ ー 有 船長 も 同様 の よう だ 。 ヌー ン は え な が ら 、 母親 
に 助け を 求め る 。 タ ト ラ ー 有 船長 も か つて 妹 の よう に 愛し た 女性 
の 名 前 を 繰り 返し た 。 クロ エ 、 クロ エ と ……。 彼女 は すでに 事 
故 死 し て いる こと は みん な が 知っ て いた 。 ふた り は イー ブル マ 
イン ド に 侵食 され 始め て いた の だ 。 そし て ライ カ は 信じ られ な 
いも の に 遭遇 する 。 突如 、 道 に 浮か び 上 が っ た 扉 を 入る と 、 そ 
こ は 見 知ら ぬ 部 屋 で ご エイプリル を 呼 点 女性 の 声 が 聞こ える 。 わ 
け も わか ら な いま ま 、3 人 と は ぐれ て し まっ た ライ カ の 前 に は 、 
ダミ アヌ ス の 姿 が あっ た 。 彼 は な ぜ ラ イカ に 接近 する の か ? 
[あの ふた り 、 どこ に いっ た か が 知り た いか い ? 僕 が 誘導 し た ん 
だ 、 あの ふたり は ね 、 こ の 星 に 呼ば れ た っ て こと 。 心 た り と も 肥 
いん だ ね 。 女の子 だ け 、 帰納 の 丘 に 誘導 し た よ 。 それ に し て も 
不思議 だ な 。 あん た だ け は 誘導 で き な か っ た よ 。 最大 の 謎 だ 
ね 」 

帰納 の 丘 に 向かう と ダミ アヌ ス の 言う 通り 、 エイ プリ ル は 疲 
れ 果 て た 様子 で 、 そ こ に た た ずん で いた 。 クリ スマ スイ ブ に 症 
じ ら れ た 炊 星 で の 任務 。 誰 も が 気 乗り し な いこ の 任務 を エイ プ 
リル が 引き 受け た の は クル ー に ライ カ が いた か ら だ っ た 。 そう 
話す エイ プリ ル の 表情 か ら 少 し だ け 安 増 の 色 が 見 えた 。 
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いき な り 火 星 に や っ て きた ライ カ の 心 細 さ は 、 ユー ザー の 心理 と 合わ せ 銭 。 
その 不安 を 払拭 させ よう と 、 クル ーー 仲 間 、 謎 の キャ ラク ター・ ス ピリ ッ ト マ ン 、 
砂 の 子 ・ ダ ミア ヌス ら が 火星 で の 過ごし 方 を レク チャ ー し て くれ る 。 と りあ 
えす ず 、 よ と みや 砂 ぼ こり な ど 、 見 た こと も な いも の に は 接 豚 し て 入手 する よ 


うに 勤め な いと 、 火星 の 真実 は 一 向 に 見 えて こない は すず た だ 。 





ブ 、 
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ロケ ッ ト の 右側 の 震 に キラ っ と 光る 部 分 が ある 。 ここ に 
は 必須 アイ テム の い 石 が 隠さ れ て いる の で 、 の ち に アー 
ネス ト に チェ ンジ し て 入手 し に こ な け れ ば な ら な い 
(62 63 ペ ー ジ 参照 )。 


砂 届 の な か 、 意識 を 失 な うつ ラ イカ 。 する と 彼 が 内 包 す 
る 3 人 格 が 同時 に 出現 し 、 対談 を 始め る 。 彼ら が ライ カ の 
内 部 に 消失 する と スピ リッ トマ ン が 登場 、 イー ヴ ル マイ ン 
ド シ ス テム に つい て 一 部 解説 し こく れる 。 ライ カ が 意識 を 
取り 戻す と 、 傍ら に 砂 ぼ こり が 起こ る 。 接近 し て 拾う と ダ 


ミア ヌス が 現われ 、 ラ イカ に 話し か ける が 、 浴 を 消し て し 
まう 。 その あと 、 砂 ぼ こ り を 追い 右 に 直進 し 、 さ ら に 砂 漢 
C、T 字 路 、 砂 漠 E の 3 力 所 で 砂 ぼ こり を 拾っ て 、 T 字 路 へ 
と 戻る 。 


T 字 路 で は ヌー ン が 待つ っ て いる 。 役 の あと を 追っ て 避 
難 小 屋 へ 移動 。 途中 、 メ ヌーン の 様子 が お か し く な る の で 、 
話し か け な が ら 避 難 小屋 まで 進む 。 


扉 か ら 出 て T 字 路 を 右 に 進む と エイ ブリ ル が いる 。 








ここ か ら 避 難 小屋 の 奥 の 部 屋 に 入れ る よう に な っ て い 
る 。 入る と ライ カカ は トラ ウマ に 襲わ れる 。 


避難 小屋 か ら 出 る と エイ プリ ル が いな く な っ て いる 。 
砂 漢 E ま で 行く と 砂 ぼ こり が ライ カ に 接近 し て き て 、 その 
な か ら ダ ミア ヌス が 現われ る 。 ここ で ダミ アヌ ス か ら 「 砂 
の シン バシ ー」 を 入手 する こと が で きる 。 


エイ プリ ル が いる 。 酸素 屋 の リト ル に 会 えと の 彼女 の 
指示 に 従い コロ ニー へ と 向かう 。 
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「 ま だ だ め な の ね 。 私 に は 見 えな い 。 サイ コ ち ゃ ん に は 簡単 な 
こと な の に 。 あら 、 あな た は …… ふ 点 、 新 顔 ね 」 

コロ ニー へ と 続く ブリ ッ ク ロ ー ド で ライ カ が 初め て 会 っ た 人 
物 は 、 オ カマ 言葉 を 使う 大 柄 な ブル ー カ ラー の 男 だ っ た 。 
[あな た は 、 どの タイ プ な の ? サイ コ ち ゃ ん な の ? だ っ た ら 
扉 の 前 に ある で っ か いい 目玉 が 見 える は ず よ 。 どう ? 見 えな い 
の ね 。 だ っ た ら ア ニ マ ル ち ゃ ん か が か しら? それ に し ちゃ 弱 そ う 
ね 。 まさ か ビジ ュ ア ル ち ゃ ん じゃ な いわ よね 、 犬 顔 だ も の ね 。 
地球 か ら 、 で し ょ 。 変 な こと に 巻き 込ま れ な いよ うに 」 

画 と の 会 話 の あと 、 ライ カ の 心 が 赤く 染まる 。 火星 の 住人 が 
心 に 秘め る 悪 が 伝播 し た の だ 。 それ を 実証 すべ く 現 われ た の 
は スピ リッ トマ ン だ っ た 。 彼 に 命じ られ る まま 、 鏡 の 前 に 立っ た 
ライ カ は 変貌 を と げ 、 己 が 内 包 す る 人 格 の 内 、 力 悪 の 化身 で あ 
る アー ネス ト が 表 出 し た 。 そし て 火星 人 の 顔 へ の 盲信 が 実体 化 
し た モン スタ ー と の バト ル を 体験 する 。 それ は この 先 、 幾度 と 
な く 繰 り 広 げ ら れる 邪心 と の 激闘 の 、 ほん の 序 草 で し か な か っ 
た 。 バト ル 後 、 ラ イカ は 変身 を 解い た 。 

独り ぼっ ち で 、 よう や く コ ロニ ー に 到着 し た ライ カ は 酸素 屋 
の 主 ・ ヘ ロ デ を 捜し て 、 路 人 た ちの 言葉 を 探る 。 路 人 た ち は 見 
事 な ま で に 、 欲 、 力 、 知 と いう 3 種類 の 悪 を 心 に 秘め て いる 。 
な か で も ビジ ュ ア ル 系 と 呼ば れる 飲 悪 を 持つ 者 は 、 リャ ン ハ ウ 
ス と いう いか が わし い 場 所 で 、 犬 の 顔 を 捨て 人 間 の 顔 を 得る 
整形 を 受け て いた 。 地球 で は 考え られ な いこ と で ある 。 

処刑 所 に 近づい た と き 、 酸素 屋 で 働く リト ル に 遭遇 し た 。 そ 
れ が 幸い し て か 、 よう や く 酸 素 屋 に 入る こと が で きた ライ カ だ 
が 、 店 頭 に 現われ た 用 心 棒 の イー スト 、 ウエ スト は 、 ヘロデ に 
会 いた けれ ば 赤い 石 を 持っ て くる よう に 命じ て くる 。 頭 が よ け 
れ ば 目玉 が 見 える 。 そこ に 石 が ある 。 意味 不明 と も 取れ る 、 ふ 
た り の 言葉 。 冷静 に 判断 し た ライ カ に で きる こと は 、 知 悪 の 化 
身 ・ ス ペー サー に 変身 し て 、 思 管 の 目 の 前 に 立つ こと だ っ た 。 

よう や く 赤 い 石 を 持ち 帰り D、 イー スト ・ ウ エス ト に 渡し た ライ 
力 の 前 に 醒 悪 な 男 が 現われ た 。 彼 こ そ が ヘロデ だ っ た 。 
|「 ふん 、 お 前 か 、 調査 隊 っ て いう の は 。 また 地球 化 計 画 と や ら の 


話 が 持ち 上 が っ た の か 。 これ だ け は 忘れ る ん じゃ な い 。 私 は お 
前 た ち が 見 捨て た この 星 を 立て 直 そ うと 、 身 を 粉 に し て 働い た 。 
その 甲斐 あっ て コロ ニー は よみ が えっ た 。 も う 流 刑 地 な ど と は 
呼ば せな い 。 不満 の 冬 が 終わ り 、 輝く 夏 に 変わ っ た の だ 」 

も し 、 ヘロデ の 言う こと が 真実 な ら 、 ライ カ た ち は 火 星 の 住 
人 に と っ て 侵略 者 と も いえ よう 。 そん な 感情 を 態度 に 出す よう 
に 、 ヘロデ は 元 は 定 屋 だ っ た 宿屋 ・13 号 監 房 に ライ カ を 幽閉 し 
た 。 だ が 、 ヘロデ が 日 常 を 重視 し た こと で 生じ た 隙 に 、 ライ カ 
は 目 由 の 身 と な る 。 路 人 か ら エ イプ リル に 関す る 情報 を 入手 し 
た ラ ザ カ は 、 コロ ニー 陰 一 の バー、 ナイ トド プラ ネッ ド に 向かう 。 
そこ で 彼 は ちょ っ と し た 歓迎 を 受け る 。 し か し 、 下品 で 粗野 な 
歓迎 は 感謝 すべ き 産 物 を 生む お 。 エイ プリ ル と の 再会 。 そ し て 、 
ガリ ル た ち 先 違 隊 の 情報 だ っ た 。 

「 人 捜し な ら メ ディ スン マン の や つら に で も 聞い て みな 。 お 前 
ら と 同じ 、 地球 か ら 来 た や つら だ 。 や つら は ロッ ジ だ 」 

ナイ ト プ ラ ネッ ト を 飛び 出す ふた り 。 そこ に は ひと り の 美少年 
が いた 。 彼 は 自分 を コス マス と 名 乗る 。 コス マス は 、 ライ カ に 
と っ て 耳寄り な 情報 を 教え て くれ る 、 コロ ニー で は 数 少な い 親 
切な 存在 だ 。 彼 の 話 を 信じ て 、 ふた り は マウ ン テ ン を 訪ね る 。 
金星 に 帰 偽 す る サイ コバ ハウス の 住人 を 。 し か し 、 マ ウン テン が 
知っ て いた の は ロッ ジ の 暗証 番号 だ け だ っ た 。 

入室 可能 に な っ た ロッ ジ に お ける 、 長老 ・- ホ ワイ トイ ー グ ル と 
の 調 見 は 、 ふた り に と っ て 貴重 な 情報 を も た らし た 。 イー ブル ・ 
マイ ンド は 星 の 邪 筐 で ある こと 。 ガリ ル は 最後 の ビー ス で ある 
こと 。 5 つの 預言 を 得る 必要 が ある こと 。 そし て …-。 

「 人 と いう の は 必ず 心 の スミ に 悪 を は び こ ら せ て お る の じゃ 。 
忘れ る で な い 。 完全 な 善 な ど あ りえ ん 。 善 と 悪 、 そ れ で バラ ン 
ス が 保 た れ て お る 」 

この 言葉 の 意味 を 理解 し た と き に 、 何 か が 起こ る の か 。 ホワ 
イト イー グル そし て 酸素 屋 の 催眠 術 師 ・ ア ガタ の アド バイ ス で 、 
ふた り は 記憶 の 谷 へ と 向かう 。 タ ト ラ ー と ヌー ン の 心 に 善 が 残 
っ て いる 可能 性 を 信じ て 。 
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フェ イス と の 戦闘 *1 ライ カ に チェ ンジ 
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ライ カ に チェ ンジ | 


曰 い 石 入手 


6 ら -63 ペ ー ジ 参照 
ErA グ グ AWp ア 4: 


処刑 所 








火星 に 住む 人 々 は 鏡 を 深 れ 、 決し て 近 つ か な い 。 し か し 、 ライ カ は た び た 
び 、 自分 の 意思 で 鏡 に 向かう 。 人 と 話す こと で 、 心 に 悪 を た め 、 それ ぞ れ 
の 悪 に 対応 し た 人 格 に 変身 し な けれ ば 解決 で き な い 問題 が 起こ る か ら だ 。 
た だ し 、 人 格 チ ェ ン ジ し た と き に は 、 邪気 の 化身 と の 戦闘 ・ サ イコ バト ル が 
待ち 受け て いる こと も ある 。 バト ル で の 敗北 は 死 を 意味 する 。 
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時 。 ブ リッ クロ ー ド に 入る と 右側 か ら サ ミー が 話し か け て き 。 ス モー キー に 話し か ける が 、 けん か 腰 で か ら ま れ て し 生計 。 ロッ ジ 内 に 入る 。 メデ ィ ス ンマ ン の 長老 ・ ホ ワイ トイ 
くる 。 サミ ー が 去っ た あと 、 スピ リッ トマ ン が 現われ 、 鏡 まう っ 。 一 触 即 発 と いう 状況 で エイ ブリ ル が 登場 。 彼女 の ー グ ル に 記憶 の 谷 に 行く よう に 言わ れる 。 


の 間 に 誘 つて くる 。 仲 革 に より こと な き を 得る 。 


和 き 多 。 19 号 監 房 を 出る と アガ タ が いる 。 記憶 の 谷 に 行く 


る 。 先回り し て いた スピ リッ トマ ン が 、 マイ ンド コア で 敵 の ⑨。 ナ イト プラ ネッ ト を 出る と 、 レッ ド の 家 の 前 で コス マス よう に 言わ れる 。 


受 波 を 弾き 返す 火星 で の 戦闘 ・ パ ルス バト ル シ ス テム を と の 会 話 。 
解説 し 、 フ ェ イ ス を 登場 させ る 。 


』⑥。 通路 に いる マウ ン テ ン に ロッ ジ 有 入り口 を 開け る 暗証 


3 う .・ イー スト ・ ウ エス ト が 現われ 、 思 菅 の 目 の 扉 の 奥 に 行 番号 を 聞く 。 
っ て 赤い 石 を 入手 する よう に 命令 し て くる 。 


83。 ス ペー サー に チエ ンジ 後 、 思念 の 目 の 前 に 行く と 、 思 
令 の 目 が 反応 し て 扉 か ら な か に 入れ る よう に な る 。 


ち . 戦闘 で の 勝利 後 、 通 路 を 調べ る と 右 片 すみ に | 赤い 石 」 
が ころ が っ て いる の で 、 必ず 拾う こと 。 


も 。 イ ー ス ト ・ ウ エス ト に 赤い 石 を 渡す と 、 ヘロデ が 現 わ 
れる 。 へ ヘロデ と の 会 話 後 、 強制 的 に 18 号 監 房 へ 連行 さ 
れ て し まっ 。 


プ ・ イー スト ・ ウ エス ト か が 出入 り 口 を 塞い で お り 監 房 か ら 
出 ら れ な い 。 仕方 な く 消 灯 し 、 し ば らく 待つ と ふた りか が 出 
入り 口 か ら 離 れる 内 容 の 会 話 が 聞こ えて くる 。 これ 以降 
は 外 に 出る こと が で きる 。 





フェ イス と の 戦闘 * 1 

フェ イス の EM は 0、 アー ネス ト の EM は 100 で バト ル 開 始 。 敵 の 攻撃 は ベー シッ ク 
な 細か い 小 一 中 型 の 念 波 を 、 ラ ンダ ム で 撃ち 込ん で くる の み 。 攻撃 スピ ー ド は 遅く 、 念 波 
は すべ て 単発 な の で 、 マイ ンド コア の 操作 練習 の つも り で 望 も う 。 


フェ イス と の 戦闘 *2 
フェ イス の EM は 60、 スペ ー サ ー の EM は 100 で バト ル 開 始 。 フ ェ イ ス の 攻撃 パタ ー 
ン は 前 回 、 アーネスト で 戦っ た と き と 、 基本 的 に は まっ た く 変 わら な い 。 念 波 の 攻撃 スピ 


アード は 遅く 敵 の EM も 低い の で 、 マイ ンド コア を 撃ち 返し て いる うち に 勝利 は 転がり 込む 。 


Plamet Laika page うぅ 3 / StoryY7Flowy Chart 間 





ママ と ヌー ン 


[ここ が 記憶 の 谷 ね 。 酸素 石 は ここ で 掘 わ の だ し て いた の よ 。 な 
ん だ か 吸い 込ま れ て し まい そう な 雰囲気 ね 」 

ふた り は 歩 を 進め る 。 あたり に は 乳白 色 の 霧 が 漂っ て いた 。 
その と き 、 ふた り の 前 に 美しい 少女 が 現われ た 。 
「 ま さか 、 あな た は …… ク ロ エ ……。 そう よね …… 船 長 が 言っ 
て た ……。 ね えど うし て …… ラ イカ 、 ライ カ ? 」 

次 の 瞬間 、 エイ プリ ル の 顔 が 引き つる 。 さっ きま で 間違い な 
く ラ イカ だ っ た 人 物 が 、 明らか に 別人 に な っ て いた か ら だ 。 
| アタ シ は ヨ 、 ラ 、 ン 、。 ヨ ラ ンダ よ 」 

戸惑い な が ら も 、 現 在 の 状況 に 納得 する し か な い エ イブ リル 。 
そん な 彼女 の 当 惑 な ど お か まい な し に 、 クロ エ に 質問 を 投げ 
か ける ヨ ラ ンタ ダ 。 満足 な 解 合 を 出さ な いま ま 、 クロ エ は 青空 に 
溶け て いっ た 。 
[ さ 、 船長 さん 連れ 戻し て 、 帰る の よ 」 
「 わ か っ た わ 、 ヨ ラン ダ 、 私 は エイ プリ ル 」 

風変わり な 自己 紹介 の あと 、 ふた り は 記憶 の 谷内 部 に 入っ て 
いく 。 驚く べき こと に 、 ヌ ー ン は 記憶 の 谷 で 町 長 に な っ て いた 。 
ふた り が 目指 す の は 、 町 の 一 番 奥 、 町 長屋 敷 で ある 。 し か し 、 
この 町 は で き そ こ な い の 町 に し か 見 えな い 。 建物 が カキ ワリ 
な の だ 。 住人 は 同じ 服装 の 酸素 抗 夫 の み だ っ た 。 難儀 し な が ら 
た どり 着い た 町 長屋 敷 。 そこ に ヌー ン の 姿 は な い 。 
「 ね え 、 ヨ ラン ダ 。 あな た な ら ヌ ー ン を どん な ふう に し か る ? 
そう 、 お 母さん みた い に 。 ヌー ン は ちょ っ と マザコン で 、 すぐ に 
ホー ムシ ッ ク に か か っ ちゃ う 人 な の 」 
「 ヌ ー ン 隠れ て いな いで 。 いる の は わか っ て いる の よ 。 ママ の 
こと 嫌い に な っ た の ! パン ケー キ 焼 いた の よ 。 いつ まで も 隠 
れ て いる と 、 ママ お な か 空 か し て 死ん じゃ うか も 」 
[ママ は そん な こと じゃ 死な な いよ 」 
「 ヌ ー ン 」 
「 エ イプ リル じゃ な いか 。 それ に ライ カ 君 も 。 ふた りお そろ いと 
いう わけ か 。 こん な 夜更け に 、 私 の 屋敷 に 何 の 用 か な ? 」 

ヌー ン は 明らか に 変調 を き し て いた 。 妄想 世界 の 住人 と な 
っ て いた の だ 。 突如 泣き 月 れる その 行動 の 根本 に 母親 へ の 芝 
怖 と 思 甘 が 見 え 隠れ する 。 
「 う うう 、 ガリ ル さ ん に も ら っ た ん だ 。 これ で ママ と 一 緒 に な れ 
る 。 ママ が 呼ん で る 。 僕 悪 く な いよ 。 し か ら な いで 」 
「 ガ リル が いる の よ 。 すぐ 近く に 」 

火星 で 暮らす 人 々 が 、 幻覚 に 悩ま され る よう に な っ た の は 、 
ガリ ル が 姿 を くら まし て か ら の こと で ある 。 これ は 、 火星 史 に 
残す べき 一 行 だ 。 会 話 に な ら な い ヌ ー ン に 見 切り を つけ て 、 タ 
トラ ー の 居所 を 捜す ふた り 。 な ぜ な の だ ろう か 、 どん な 姿 で あ 
っ て も 、 ラ イカ と エイ プリ ル が 長 時 間 一 緒 に いる こと を 、 こ の 


星 は 許さ な い 。 そ し て 不思議 な 力 に より 、 ヨ ラン ダ は その 体 を 
本 来 の 持ち 主 に 返す こと に な る 。 

ライ カカ と エイ プリ ル は 、 アイ スレ イク と 呼ば れる 場所 で 再会 
し た 。 火星 に 来 て か ら 、 明らか に エイ プリ ル も お か し く な っ て 
いる 。 誰か が 呼ん で いる と 度々 ロロ に する 。 そし て ライ カ と エイ 
プリ ル と し て は 初め て 足 を 運ん だ 町 長屋 敷 で 、 再び エイ プリ ル 
は 消 記 を 絶つ 。 エイ プリ ル が 消え た 場所 、 そ こ で ライ カ は ヌー 
ン の 過去 を 見 た の だ っ た 。 ヌー ン の 母親 が 父親 を 殺害 する 場 
面 を 。 母 を 愛し 、 母 に こび 、 母 を 恐れ る 、 ヌ ー ン の トラ ウマ だ っ 
た 。 ライ カ の 目 に は 、 自分 の 手 が そ の と き の ヌ メーン の 母親 の よ 
うに 赤く 染まっ て 見 えた 。 

次 の 瞬間 、 町 長屋 敷 が 燃え 上 が る 。 カキ ワリ の 町 は ちょ っ と 
し た 惨事 に な っ て いた 。 無線 テレ ビ は アラ ー ト の 文字 を 示す 。 
これ を 解除 で きる の は 、 ライ カ し か いな か っ た 。 アイ スレ イク 
に は 現在 も 使わ れ て いる 地下 志 道 が あり 、 そこ に は ひと り 取 り 
残さ れ 心 細い 思い を し て いた 酸素 志 夫 が いた 。 彼 は ゲー ト を 
開け な いと 大 変 な こと に な る と 言う 。 水 づ け に な っ て いる 、 何 
か が 起き て し まう と 。 し か し 、 ゲー ト は 閉ざさ ざさ れ た まま ビク と 
も し な い 。 アー ネス ト の 力 か 必要 な と き が きた 。 

「 開 か ね ぇ のか ? そこ どき な ! さあ 、 開 いた ぜ 」 

[「 礼 だ 、 シ ー。 これ も 返し て や る 。 さっ き ひ ろ っ た ん だ 。 お 前 か 、 
あの 女 が 沙 と し た も の だ 」 

[何だ こり ゃ ? 銀 の カプ セル …… ま あい い 、 もらって お く ぜ 。 
それ より も どう つ な っ ちまっ た ん だ ここ は ?」 

| ヌー ン 町 長 が 町 を 作っ た 、 その 町 が 火事 に な っ て 燃え て る 」 

| 火事 、 あの 凍っ た 野郎 は 誰 だ ?」 

「 ア イス マン だ 。 ユニ バー サル マン の 分 身 、 死 の 動機 に 源 か れ 
て る 。 シー シー」 

ゲー ト の 外 に は うつろ た える タタ トラ ー の 容 が あっ た 。 

[| お お お お ! ライ カ 君 、 ち ょ うど よかっ た 、 助け て くれ ! 」 
[何だ よ 、 お っ さん 。 俺 は アー ネス ト だ せ ぜ 」 
「 誰 で も いい 、 と に か く 女 い で くれ 、 クロ エ ち ゃ ん が 、 クロ エ ち 


大 き な 火 の 塊 の な か に ふた つの 影 が 見 える 。 ひ と り は クロ エ 、 
も うつ 一 方 は ロボ ッ ト の よう だ 。 災 か ら 巨 大 な 顔 の 怪物 が 現われ 
た 。 その 顔 は ヌー ン の 母親 の よう に も 見 えた 。 アー ネス ト が 怪 
物 を 滅する と 、 タ ト ラ ー が 無邪気 に 駆け 寄っ つて くる 。 
「 ラ イカ 君 、 よ く や っ た 。 クロ エ ち ゃ ん は 無事 だ 。 礼 を 言う ぞ 。 
さあ 、 任務 に 戻り た まえ 。 目指 す は コロ ニー だ 。 私 は クロ エ ち 
ゃ ん の 手当 て を し て か ら 、 すぐ に 合流 する ぞ 」 

釈然 と し な いま ま 、 記憶 の 谷 を あと に する アー ネス ト 。 その 
と き 、 彼 は 上 空 に 真っ 黒い 騎士 が 体 を 翻す 様 を 見 た 。 





CInajpter る Slowvy clnart を 


ライ カ は 「 記 憶 の 谷 」 と 呼ば れる 場所 に 初め て 足 を 踏み いれ る 。 目指 す の 
は 、 か つて の クル ー 仲 間 ヌ メーン が 妄想 で 構築 し た 町 長屋 敷 だ が 、 町 に 住む 
酸素 抗 夫 た ちの ライ カ に 対す る 警戒 心 を 解 か な いと 、 町 長屋 敷 に た どり 
着く こと は で き な い 。 さら に 記憶 の 谷 で は 、 タ ト ラ ー 船 長 の 実体 化し た トラ 


ウマ で ある "クロ エ ” の 姿 も 初め て 目撃 する こと に な る 。 
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フリ ッ ク ロ ー ド 人 り 日 / 記 憶 の 合 扉 


ヨ ラ ンダ に チェ ンジ (強制 ) 


酸素 志 夫 4 号 宅 右側 


酸素 志 夫 4 号 宅 扉 








ライ カ に チェ ンジ (強制 ) 


酸素 刀 夫 3 号 宅 無線 テ レビ 


生 。 三 択 で 「 お お 、 ば ら よ ! お 前 は 病 ん で いる ! 」 を 選択 
し て 、 記憶 の 谷内 部 に 入る と 、 クロ エ が 登場 し て 話し か け 
< る 。 


多 。4 号 宅 の 扉 ご し に 4 号 に 話し か ける が 、 警戒 され て 会 
話 に な ら な い 。 


。 エイ プリ ル と の 会 話 後 、 再び 4 号 宅 の 扉 ご し に 4 号 に 
話し か ける と 、 扉 を 開け て くれ る 。 扉 を 通っ て 、 右 に 直進 
する と 町 長屋 敷 に 行く こと が で きる 。 以後 、 屋敷 に 出向 く 
に は この 家 の 扉 を 通り 抜け て 行く こと 。 


3。 町長 屋敷 で ヌー ン を 叱っ た あと 、 酸素 志 夫 宅 側 に 移 
動 す る と 無線 テレ ビ に 通信 が 入っ て くる 。 こ れ を 見 た あと 、 
いっ た ん 町 長屋 敷 に 行っ て か ら 酸 素 撤 夫 側 に 戻っ て くる 


4 アン ラク 4 リア 多 さ の ) ル 


アイ ズレ イク 


アイ スレ イク ング 鏡 の 前 





酸素 志 夫 ど 号 宅 


アイ スレ イク 前 本 の 床 ファ イア フェ イス と の 戦 半 


アイ スレ イク 前 木 の 床 


酸素 志 天 3 号 モ 無線 テレ ビ 


NN 
9 1 
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6. それ まで 木 の 床 に あっ た 家 が 地震 に より 沈没 し 、 穴 が 
開い て いる 。 町 を 出 て いこ うと する と 穴 の な か か ら 声 が 
聞こ え 、 アラート を 解除 し て ほし いと 頼ま れる 。 

7. 無線 テレ ビ を 操作 し て 、 ア ラー ト を 解除 する 。 


人 き 。 穴 に 近づき 、 落ち る こと に より 記憶 の 谷地 下 に ある ア 
イズ レイ ク へ 。 


$.・ ア イス レイ ク で 酸素 抗 夫 1 号 と 会 話し た の ち 、 エレ ベ 











ー タ ー を 使っ て 上 昇 する 。 


まき @。 ア イス レイ ク か ら 記 憶 の 谷 へ と 続く 扉 を 開け る 自動 
イベ ント 。 扉 を 開け た お 礼 に と 、 酸素 玉 夫 1 号 か ら 銀 の カ 
プ セ ル を 手渡 され る 。 


言語 。 秋 に 包ま れる 町 。 酸素 撤 夫 2 号 の 家 の 前 に 行く と 、 
タ ト ラ ー が 家 の な か に いる クロ エ を 助け る よう 命令 し て 
くる 。 


ファ イヤ フェ イス と の 戦闘 
ファ イヤ フェ イス の EM は 100、 アー ネス ト の EM も 100 で バト ル 開 始 。 ファ イア フェ 


と エイ ブリ ル が 次 を 消し て いる 。 イス は スピ ー ド の 遅い 小 一 中 の 念 流 を ラン ダム で 撃つ 攻撃 を 基本 に 、 垂直 分 裂 弾 、 小型 
十字 弾 、 直列 弾 、 衝 め 連鎖 弾 な どの 集合 弾 を 織り 交ぜ て くる 。 いずれ の 飼 波 も スピ ー ド は 


遅い の で 反撃 し や すい 。 





5。 アイ スレ イク の 階段 下 に 行く と 、 エイ プリ ル が いる 。 
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第 二 の 預 言 


完全 な る 善 を 見 よ 。 完全 な る 悪 を 見 よ 。 
この ふた つが 最後 の 出会い を 果たす と き 、 
弄 は 再生 の 時 を 得る で あろ つ 。 





じ hapter 4 





非 に 伝 える 良心 


コロ ニー に 戻 つ た ライ カ を 粗野 な ふた り 組 、 イー スト 、 ウェ ス 
ト が 出迎え た 。 主 で ある リト ル の 姿 を 見 失 な っ た あせ り と 不安 
か ら か 、 ふた り は クル クル と 全身 を 横 に 回 転 さ せる 。 た だ し 、 
ライ カカ へ の 捨て ぜ り ふ は 忘れ な か っ た 。 
[見 つけ た ら 教 えろ 、 犬 顔 」 

コロ ニー に 戻っ つた ライ カ は 、 新た な 真実 を 頭 に 刻み 込ん だ 。 
サイ コハル ハウ ス の ヤン グ た ち は 審判 "を 恐れ 、 そ れ か ら 逃 れる た 
め に 金星 に 頼っ て いる こと 。 リャ セン ハウ ス の フェ イ の 施す 整形 
は 、 心 の 悪 を 消失 させ る 目的 の も の で ある こと 。 し か し 、 それ 
は それ ぞ れ の 思い 込み か も し れ な い 。 コロ ニー の 住人 た ち は 
自分 の 悪 を 正当 化 ベ せる 、 いい わけ ば か り 作 っ て いる よう だ 。 

ライ カ は 自分 が や ら な けれ ば いけ な いこ と を 思い 出す 。 それ 
は 酸素 屋 で ヘロデ に 会 うこ と 。 酸素 屋 に 赴 い た ライ カカ は 、 さっ 
さ の 赤い 石 を 拾う 。 そし て 店 の 奥 で は アガ タ が 待っ て いた 。 
[記憶 の 谷 は 、 な くし た 記憶 が よみ が える 場所 と 言わ れ て いる 
わ 。 で も それ は 本 当 の 記憶 で は な い の 。 この 星 の 力 で 歪ん で 
し まっ た 嘘 の 思い 出 。 それ に 混 か れ て し まう と 、 元 の 状態 に 戻 
す の が 大 変 な の 。 エイ プリ ル が 変 な 記憶 に と ら わ れ な けれ ば 
いい ん だ けど 。 彼女 の こと 、 前 か ら 知 っ て いる よう な 気 が し て 。 
本 当 は そん な こと な い の に 、 変 ね 」 

ライ カ は アガ タ に つき あい 、 催眠 術 に よっ て 、 心 の 裏 に いる 
人 物 が 表 に 出さ れる の を 目撃 する 。 出 て きた の は ヴェ ロニ カ 。 
フェ イ の 裏側 の 人 物 だ 。 アガ タ と ヴェ ロニ カ か 会 話す る 。 
| フェ イ は 美 の 権化 に な り た いと 願っ て る ん じゃ な い ?」 
| そう だ よ 、 鏡 の 精 に 自分 の 体 を 差し 出す の 。 それ で 、 ずっ と き 
れい で いら れる と 考え て る の よ 。 鏡 の 精 ・ ア マン ダ よ 。 フェ イ 
は リャ ン ハ ウス の 仕事 を 始め て か ら 、 アマ ンダ の 声 が 聞こ える 
よう に な っ た ん だ よ 」 
[アマ ンダ は フェ イ に な ん て 言う の か し ら 」 
[新しい 鏡 を 作れ 、 世界 の すべ て を 照ら し 出す 鏡 だ よ 。 そし た 
ら あ っ ちこ っ ち で 悪 が 生ま れる ん だ よ 。 みん な 悪 に 飲ま れ て 消 
える ん だ よ 。 和 判 の 鏡 だ っ て 」 
[審判 の 鏡 。 ほか に は ?」 
[審判 の 鏡 が 心 の 悪 を みん な 照ら すん だ 。 それ で 黒い 騎士 が 完 
人生 に な っ て 、 奇跡 が 起こ る 。 新しい 世界 が 生ま れる ん だ っ て 」 
| フェ イ は 美 の 権化 に な っ て 残る の ね 」 

リャ ン ハ ルウ ス を あと に する 上 ふたり 。 その と き 突 然 、 ア ガタ が 
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何 か を 察知 し て 叫ん だ 。 
[いけない 。 ヘロデ が 目 を 覚まし た の 。 悪夢 の 世界 で 眠く な る 
と 大 変 。 こっ ち に 戻れ な く な る の 。 彼 は 悪夢 の 住人 な の 」 

ひと り に な っ た ライ カ は これ まで 気配 すら な か っ た 、 も う ひ 
と つの 顔 を 見 せ た 。 それ を 目撃 し た の は ロッ ジ の 主 ・ ホ ワイ ト 
イー グル の み で ある 。 ホワ イト イー グル に と っ て 、 それ は 驚き 
で は な か っ た よう だ 。 フェ ニッ クス と 名 の る も う ひ と り の ライ カ 
は ホワ イト イー グル か ら シ ー ク レッ ト パ ワ ー を 受け 取る 。 己 の 
心 の 悪 を 他人 に 注ぎ 込み 、 自分 自身 を 浄化 する 力 だ 。 そし て 、 
ガリ ル も 同じ 力 を ユニ バー サル マン か ら 奪 っ て いた 。 

神 へ の 随 段 を 昇る た め ガ リル は シー クレ ッ ト パ ワー が 必要 だ 
っ た と いう つう 。 ガリ ル の 支配 飲 を 防ぐ た め に は 、 命 を か け て ” 五 
つの 預言 ' を 得る し か な い 。 それ が フェ ニッ クス の 、 そし て ライ 
力 の 使命 だ っ た の だ 。 その と き 、 フェ ニッ クス の 裏側 で ライ カ 
は 悪夢 を 見 て いた の か も し れ な い 。 それ は 少年 時 代 、 継父 と 
継 兄 に し いた げ ら れ た 忘れ た い 記憶 だ っ た 。 当時 の ライ カ の よ 
うに 、 今 、 苦 し み と 戦っ て いる 少年 が コロ ニー に いる 。 彼 、 コス 
マス は ダー クマ ン と いう 自ら が 作り 出し た 幻 の よう な も の だ け 
が 友達 だ っ た 。 コス マス は 鏡 で 次 を 変え て 、 リバ ー を 捜し に 行 
け と ライ カ に 告げ た 。 嘘つき の 多い 火星 に あっ て 、 この 美少年 
は 信頼 で きる 相手 の よう に ライ カ は 感じ て いた 。 

よう や く 捜 し だ し た リバ ー は リト ル の 心 の 裏 の 顔 だ っ た 。 彼 は 
ライ カ が 内 包 す る 3 人 格 の 内 、 同じ 信仰 を 持つ と 感じ た スペ ー 
サー の み を 歓迎 する よう に 地下 水道 に 誘う 。 そこ に は 彼 が 信仰 
する 神様 、 ト ー ル ボー イ が いた 。 だ が その 実体 は イー ブル マイ 
ンド だ っ た 。 リト ル に は 完全 な る 人 間 の 誕生 を 企 て 、 伝説 に な ら 
い 多 く の 双 子 に 手 を か けた 罪 が ある 。 リト ル に 残っ た わずか な 
良心 、 罪 に 居 え る 心 が リ バー だ っ た の だ 。 トー ル ボ ー イ に よっ て 
リト ル の な か の リバ ー は 完全 に 消失 し た 。 それ は ガリ ル の 妄想 
が 膨れ 上 が っ て いる 証 に ほか な ら な か っ た 。 トー ル ボ ー イ も 、 ま 
た ライ カ が 倒さ ね ば な ら な い 敵 だ っ た 。 

戦い に 勝利 し 、 地下 水道 に 戻っ た スペ ー サ ー は ここ で ダミ ア 
ヌス か ら 依 頼 を 受け る 。「 コ スマ ス を 救っ て ほし い 」 と 。 そし て 、 
ユニ バー サル マン か ら ひ と つづ 目 の 預言 を 得 た 。 コス マス が リバ 
ー を 捜せ と いっ た 理由 は 預言 を 得 ら れる こと を 知っ て いた か ら 
で ある 。 スペ ー サ ー、 否 ラ イカ は コス マス を 救う 決意 を する 。 
それ が ライ カ 自 身 の た めで ある と 確信 し た か ら だ 。 
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火星 に 存在 する 3 さ タ イプ の 悪 の うち 、 金星 の 力 に 頼る サイ コ ハ ウ ス の スタ 
ッ フ と 祈 裕 を 行なう ロッ ジ の メデ ィ ス ンマ ン が サイ コ 系 で ある こと を ライ カ 
は 知っ た 。 また 表面 化し た リト ル の も う ひ と つの 顔 ・ リ バー が 、 過去 の 罪 の 
儀 悔 の た め に 、 奇妙 な も の を 神 と し て 信仰 する 場面 に 章 遇 する 。 その 正体 


は 巨大 な イー ブル マイ ンド ・ ト ー ル ボー イ だ っ つた 。 
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| ライ カ に チェ ンジ 





リャ ヤン ハル ハ ウ ス 


タレ < し が 中 アム ア 


村上 放り 室 





続 の 間 


ヨ ラ ンダ に チェ ンジ 





ラコ [az は 中 アム ア / 


ゲド 


くにこ ha に 中 アア 


酸素 屋 前 赤い 石 入手 地下 水道 





サイ コハル ワウ スズ ス アル デバッグ 





メイ ンス トリ ー ト ノ 換気 塔 前 


ロッ ジ 前 プレ ッ ド の 家 の 窓 


コロ ニー ゲー ト 


トー ル ボ ー イ と の 戦闘 


地下 水道 プ 競 B 


地下 水道 B 


サイ ドイ ベン ト 
ー ネ ス ト 暴 走 
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語 。 酸素 屋 に 入り 、 落ち て いる 赤い 石 を 入手 する 。 さら に 
奥 に 進み 、 ア ガタ と 会 話 を する 。 フェ イ の 別人 格 に 会 っ て 
みな いか 、 と いう アガ タ の 申し 出 を 受け る と 、 リ ャ ン ハ バウ 
ス に 移動 する 。 


る 。 サイ コ ハ ウ ス の 通路 右 に ある 扉 に 入り 、 無線 テレ ビ で 
司令 官 の 通信 を 受け る 。 


る 。 窓 に 近づく と 、 コス マス が ダー クマ ン と 話し て いる 場 
面 を 目撃 する 。 さら に 人 格 チ ェ ン ジ を し て 、 リ バー を 捜し 
に 行く よ つ に 言わ れる 。 


4。 コロニー ゲー ト で ブー マー に 呼び 止め られ 、 広場 に 
連れ て いか れる 。 広場 で は スモ ー キ ー に 殴ら れる 。 
多 。 3 人格 い ずれ か に チェ ンジ 後 、T 字 路 に 行く と スピ リ 
ッ ト マ ン が 現われ 、 それぞれ の 人 格 に よっ て 、 どこ に 行け 
ば リバ ー を 発見 で きる か の ヒン ト を 与え て くれ る 。 


6。 リ バー と 会 話す る 。 スペ ー サ ー の 場合 は 地下 水道 に 





Go to Chapter S 


来る よう に 促し 、 アー ネス ト 、 ヨ ラン ダ の 場合 は スペ ー サ 
ー に 人 格 チ ェ ン ジ し て 地下 水道 に 来る よう に 促し て くる 。 


ヲ 。 リ トル に 指示 され 、 赤い 石 を トー ル ボ ー イ に 渡す こと に 
な る 。 する と トー ル ボ ー イ が 実体 を 現 わ し 、 戦闘 に 突入 する 。 


。3 つ の 人 格 が 会 話 を 始め る イベ ント 。 終了 後 、 ダ ミア 
ヌス が 現われ 、 話 しかけ て くる 。 ダミ アヌ ス が いな く な っ 
た あと 、 再び 鏡 の 間 に 行 き 、 地下 水道 通路 に 戻る と ら 回 
目 の 3 人 格 に よる 会 話 イ ベン ト が 始ま る 。 


9. ベッ ド に 近づく と 、 スペ ー サ ー は 眠り に 入る 。 





赤い 石 入手 


第 一 の 預言 を 得る 


詩 O。 目覚 め た の ち に 、 グラ ン バ へ 向かう と リバ ー よ り 赤 
い 石 を 手渡 され る 。 


放 話 。 ダ ム の 底 に 巡 に され て いた ユニ バー サル マン より 
第 一 の 預言 を 得る 。 


言 多 。 動き 出し た ユニ バー サル マン を 追っ て 、 岩 壁 の トン 
ネル の 前 に 行く 。 


トー ル ボ ー イ と の 戦闘 

トー ル ボ ー イ の EM は 1 20、 スペ ー サ ー の EM も 1 20 で バト ル 開 始 。 スピ ー ド に 緩急 
較 の ある 小 一 中 単発 の 攻撃 で 激しく 攻め て くる 。 また ボー リン グ 弾 、 垂 直 分 裂 弾 、 直列 弾 、 
肪 時 間 差 舎 め 弾 、 中 盤 ワ ー プ 弾 な ど 、 集合 弾 の バリ エー ショ ン も 多い 。 
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約束 の 場所 


トン ネル は ロッ ジ の 祈 補 所 に 繋が っ つて いた 。 女 が 姿 を 見 せる 。 
フェ イ 、 いや 彼女 の 心 の 裏側 の 顔 ・ ヴ ェ ロ ニカ だ 。 
「 アタ シ 決 め た の 。 吸収 する の よ 、 あの 女 を 。 アタ シ の 見 つけ 
た や り 方 で 」 

スベ ペー サー は 過 っ た 。 人 格 統 合 。 自分 は 消え る の か 。 そん な 
文 り 寺 ち を 見 透 か す よう に スピ リッ トマ ン が 現われ る 。 
| ひよ ひよ ょ ひ ょ 、 そもそも お 前 た ち は 存 在 し て いる の か ?」 

本 来 の 次 に 戻っ た ライ カ の 前 に 、 悪意 で 心 を 満た し た クロ ウ 
が 現われ た 。 
「 人 ハウ ス の 実験 は 失敗 だ 。 も うつ き あ っ て られ ね え 。 別に 賢く 
な る 方 法 が ある ん だ 。 金星 人 な ん て あて に な る か 」 

事実 、 サ イコ ハウ ス で は 大 変 な こと に な っ て いた 。 ヤン グ と 
マウ ン テ ン は 金星 か ら の 大 量 の 電波 を 受け 、 ケ イレ ン し て いる 。 
し か し 、 ラ イカ に は 成す 術 は な い 。 それ より も 、 彼 に は や ら ね 
ば な ら な いこ と が あっ た 。 コス マス に 会 うこ と だ 。 コス マス は 
ダー クマ ン と 戯れ て いた 。 そこ で 思わ ぬこ と が 起こ る 。 コス マ 
ス の 左手 か ら 離 れ た ダー クマ ン が ライ カ の 全身 を 包ん だ の だ 。 
ダー クマ ン と な っ た ライ カ は コス マス の 顔 を 元 に 戻す た め 、 リ 
ャ ン ハ ウス に 連れ て いっ た 。 リャ セン ハ ウス で は 一 枚 の 布 が 明 減 
し 始め る 。 コス マス が 話し か けた 。 
[神様 な の …… み ん な が 騒い で いる …… 審 判 の 神様 な の ……」 
[我々 は 神 で は な い 。 存在 な の だ 。 存在 に 形 を 与え て 、 顔 と な 
っ た 。 存在 は 善 で も 悪 で も な い 、。 顔 を 戻す の は た や すい 。」 

布 は コス マス の 顔 に 貼り つい た 。 そし て 、 は が れ た と き 、 コ 
スマ ス の 顔 は 犬 顔 に な っ て いた 。 それ は 、 あの ダミ アヌ ス と ま 


っ た く 同 じ 顔 だ っ た 。 これ で コス マス は 災い か ら 逃 れ ら れる の 
か も し れ な い 。 し か し 、 その 事実 は レッ ド を 怒り 狂わ せ た 。 コ 
スマ ス の 顔 は 自分 の 作品 で あり 、 一 部 で ある 。 レッ ド に は 信念 
が あっ た 。 怒り は や が て 恐怖 に 変わ る 。 レッ ド の 恐怖 の 対象 。 
それ は 本 人 し か 知ら な い “ 泡 の お じ さ ん "で あっ た 。 彼 が レッ ド 
に 近づい て 来る 。 

その 頃 、 酸素 屋 で は 消失 し た と 思っ た 人 物 が 現われ た 。 リバ 
ー で ある 。 リバ ー は ライ カ に 言っ た 。 
| あー 邪魔 を し な いで 。 ね ぇ 、 早く 。 切 い で 。 で な きゃ 手遅れ に 
な つ ち ゃ つよ 。 用 済み に すら な れ な いよ う 。 行か な きゃ な ら な 
いん だ 。 約束 の 場所 に 。 苦し み の 底 に ある ん だ 」 
| 約束 の 場所 ? 誰 と 約束 し た の 、 ガ リル と な の ?」 

「 こ の 星 と だ よ 。 僕 の 心 は この 星 の 深 いと ころ に つなが っ て る 
ん だ 。 約束 の 場所 に 行け ば 僕 は 用 済み に な れる ん だ 。 や っ と 
ね 、 ちゃ ん と ね 」 

や が て リバ ー は リト ル に 戻っ た 。 し か し 、 約束 の 場所 に 行く 
意思 は 残し て いた 。 リバ ー で な い リ トル に は 約束 の 場所 が わか 
ら な い 。 約束 の 場所 に 彼 を 連れ て 行け る の は 、 ライ カ た だ ひと 
り だ け だ っ た 。 

リト ル と わか れ た ライ カ は サイ コ ハ ウ ス で 、 謎 の 通信 を 受け 
る 。 通信 し て きた 相手 を ライ カ は 知ら な か っ た 。 
| 調子 は どう か ね 、 ヌ ケガ ラ 君 。 君 は 、 いや 君たち は 実に 哀れ 
だ 。 も うつ すぐ 君 に 会 える だ ろう 。 楽し み に 待 っ て いる よ 」 

て の と さき 、 ライ カ は 約束 の 場所 に 向かう 意思 を 固め て いた 。 
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Chapter S Star て 


伯 和 所 


ウイ ガ カ に チエ ンジ 


サイ コ ハ バハ ウス 


ナイ ト プ ラ ネッ ト 前 





レッ ド の 家 / コ スマ ス の 部 屋 





リャ ン ハ ウス 


本 迄 
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メイ ンズ ス トリー トノ 所 気 塔 前 





三 軒 並び 





処刑 所 











計 。 サイ コ ハ ウ ス の 実験 失敗 の た め 、 コ ロニ ー の 外 に は 
出 ら れ な い 。 通路 右 扉 を 入り 、 マウ ン テ ン に 話し か ける 。 


タタ 。 レ ッ ド の 家 の コ スマ ス の 部 屋 に 入る 。 コス マス と 会 話 
を する と ライ カ が ダー クマ ン に な る 。 


る 。 ラ イカ の 姿 に 戻っ た あと 、 コス マス と 一 緒 に リャ ン ハ ウ 
ス に 入る と 、 整形 に 使用 する 布 が コス マス の 顔 に 貼り つき 、 
彼 の 顔 が 犬 顔 に な る 。 この イベ ント 後 13 号 監 房 で 睡眠 を 
と る と 、 夢 の な か に コス マス が 現われ 、 緑 の 石 を 渡し て くる 。 


4。 レ ッ ド に 捕まり 、 家 に 入れ られ る 。 会 話 の あと 解放 さ 


氷 の 石 入手 





Clnajppter S Slowvy clnar を 
コロ ニー の 美少年 ・ コ スマ ス は 整形 され た 自分 の 顔 に 苦悩 し て いた 。 ライ 


カ は 彼 を リャ ン ハ ウス に 連れ で て いき 、 彼 の 顔 を 元 に 戻す し か し 、 その 事実 
は コス マス を 詞 愛 する レッ ド の 逆鱗 に 触れ た 。 レッ ド か ら 逃 れ た ライ カ は 、 
火星 の 異常 の 原因 が イー ブル マイ ンド で は な く 、 火星 自身 の 意志 で ある ご 
と 知る 。 火星 の 意志 を 確か め る た め に 、 ライ カ は 約束 の 場所 へ 向う 。 
に に で 


メイ ンス トリ ー ト 


メイ ンス トリ ー ト 


Po。 全 是 すん (yr プ 4 


リャ ン ハ ウス 


Go to Chapter 6 も 





スペ ー サ ー ル ー ト 
ググ 岐 逆 件 は 注釈 :. を 参照 


くに sz 応 中 アア 


サイ コ ハ ウ スン ノ 思 菅 の 目 


メイ ンス トリ ー ト 








コス マス 隠れ 家 


緑 の 石 入手 
6 ら C-63 ペ ー ジ 参照 





ライ 力 に チェ ンジ 


れ 、 コ ロニ ー の 外 に も 出 ら れる よう に な る 。 


ち .。 サ イコ ハウ ス 興 で リト ル と の 会 話 後 、 無線 テレ ビ で 正 
体 不明 の 男 か ら の 通信 を 受け る 。 


Go to Chapter 6 も 








スペ ー サ ー ル ー ト 


計 。 負 刑 所 で の ゴル ドー と の 会 話 後 、 知 悪 が 心 に 満ち て 
いる 場合 、 リャ ン ハ ウス で 整形 に 使用 する 布 の 前 に 立つ 
と スペ ー サ ー に 変身 で きる 。 力 悪 、 谷 悪 が 満ち て いる 場 
合 は 、 リ ャ ヤン ハウ ス の 入り 口 を リン ダ が ふさ ぎ 、 中 に は 入 
れ な い 。 


る 。 通路 右 扉 を 入り 、 マ ウン テン と 会 話 。 マウ ン テ ン の 感 
電 が 終了 する と 、 思念 の 目 に 吸い 込ま れ 、 コス マス と 会 
話 。 会 話 終了 後 、 無線 テレ ビ で 正体 不明 の 男 か ら の 通信 
を 受け る 。 
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Chapter6 


要 の な か の 鏡 


[さあ 、 行こ う 。 俺 の 気 が 変 わら な いう ち に な 。 さあ どこ だ 、 俺 
の 行く 場所 は ? ああ ? 何だ あり ゃ ?」 

妨 ぐ リト ル を 遮る よう に 、 鏡 の 間 の 入り 口 に レッ ド は いた 。 
[くそ っ た れ 、 あの 女 は 誰 な ん だ 、 あう あう あう ……。 いき な り 
目 の 前 か ら 消 え や が っ た 。 地球 か ら 来 た 女 だ ろ 。 変 な 扉 だ 。 そ 
の な か に 消え や が っ た 。 ああ め ああ 、 そう だ お じ さ ん に 違い な い ! 」 
[ 変 な 扉 ? お じ さ ん っ て 誰 だ ? 俺 は 知ら な い ぞ 」 
| お じ さ ん が 来る 、 恐い よ 、 お じ さ ん が 来る ん だ 、 や っ ぱり だ 、 
包 の お じ さ ん 、 音 が 聞こ える じゃ な いか ! 」 

レッ ド は 悪夢 の な か に いた 。 泡 の お じ さ ん が 近づい て くる 。 
彼 は 幼少 の 頃 、 泡 の お じ さ ん に 愛玩 され て いた の か も し れ な 
い 。 お じ さ ん の 体 が な ぜ 泡 な の か は 、 レッ ド に し か わか ら な い 
こと だ っ た 。 そし て お じ さ ん と 重なり 、 レッ ド 自 身 も 泡 に な っ て 
いま う 。 

[ 嫌 な も の を 見 た な 。 俺 は ああ な り た く な い 。 女 ご う 」 

は や る リト ル の 気持 ちと 裏腹 に 、 ライ カ は エイ プリ ル の こと 
を 考え て いた 。 忘却 の 海 に 彼女 は いる 。 リト ル と わか れ て ライ 
力 は エイ プリ ル の いる は ず の 扉 に 向かっ た 。 扉 の な か で は 声 
だ けが 響い た 。 エイ プリ ル の 母親 の 声 な の か 。 

「 あな た が いう こと を 聞い て くれ て 、 ママ は 嬉し いわ 。 エイ プリ 
ル 。 ずっ と そば に いて ね 。 いい 子 だ か ら 」 

扉 か ら 出 た ライ カ は 、 よう や く エ イプ リル と 再会 し た 。 彼女 
は ヌー ン の 思い 出 に 引き ずり 込ま れ た らし い 。 ライ カ の 姿 は 見 
えて も 体 は 動か ず 、 夢 の な か か ら 出 られ な い 。 その 夢 も 別 の 世 
界 に 繋が っ て いる よう だ と いう っ う 。 信じ 難い 話 で ある 。 

ライ カ と エイ プリ ル は コロ ニー に 戻っ た 。 エイ プリ ル は アガ 
タ に 見 て も らい た いも の が ある と いう 。 それ は 彼女 が 夢 の な 


か で 拾っ た 鏡 の 破片 だ っ た 。 エイ プリ ル と アガ タ 、 ふ た り の 女 
性 は 、 な ぜ か 強く 魅 か れ あ っ て いる 気配 が あっ た 。 アガ タ の 鑑 
定 の 結果 、 鏡 の 破片 は エイ プリ ル の も の で は な か が っ た よう だ 。 
次 に ふた り が や る べき こと は 約束 の 場所 に 行く こと だ っ た 。 リ 
トル を 追い 、 地下 水道 に 入っ つた ライ カ と エイ プリ ル 。 鏡 の 前 に 
立つ ふた り 。 ライ カ は 映る が 、 エイ プリ ル は 映ら な い 。 その と 
さ 、 ラ イカ に 異変 が 起こ る 。 

「 ラ イカ ! どう し た の ?」 

ライ カ の 内 包 す る 人 格 の 内 ふた り が ライ カ を 離れ た の だ 。 遠 
の いて いく ライ カ の 意識 。 そし て ふた り が ライ カカ に 戻っ た と き 、 
ライ カ も 意識 を 取り 戻し た 。 し か し 、 その と き ラ イカ は 再び ひ 
と り ぼ ぽ ぼっ ち だ っ た 。 ひと り に な っ た ライ カ は 、 うっ すら と だ が 、 
次 に 行く 場所 の ヒン ト を つか ん で いた 。 思念 の 目 の 扉 。 スペ ー 
サー に 人 格 変 容 し な けれ ば な ら な い 。 鏡 の 間 を 出る と 、 ノー ブ 
ル ロ ッ ク が 慌て て や っ て 来る 。 クル ー の ひと り 、 ヌ ー ン が 完全 
な 善人 に な っ た と いう 。 悪 に 着 か れ な いよ うに 、 メデ ィ ス ンマ 
ン の 呪術 で メー ン を びん づめ に する こと に な っ た らし い 。 

思念 の 目 の 扉 に 入る と 、 悪夢 に 戻れ な い ヘ へ ヘロデ が 現われ 、 了 邪 
魔 を する 苦し み の 権 化 を 取り 除い て ほし いと 訴え て くる 。 彼 の 
訴え を 承諾 する と 、 ま る で 代償 の よう に ヘロデ は 第 二 の 預 言 を 
与え て きた 。 

「 ヘ へ ヘロデ が 預言 を 。 彼 は 死 の 世界 に いる の か 」 

次 の 瞬間 、 スペ パー サー は バス ルー ム に いた 。 バス タブ に 近 づ 
く と 、 手 首 を 切っ た 女性 が 見 える 。 それ は 誰か の トラ ウマ 。 い 
つ し か 、 スペ ー サ ー は トラ ウマ の 持ち 主 に 容 を 変え て いた 。 彼 
女 ・ ヨ ラン ダ は 、 苫 し み の 権 化 ・ ダ ー ク マン を 減 す る し か な か っ 
た 。 苦痛 か ら 開 放さ れる た め に 。 
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リト ル は リバ ー に な っ て いた と き の 記 憶 が 釈然 と し な いた め 、 ライ カ に 自分 
を 約束 の 場所 に 連れ て いか せる 。 達 中 、 気泡 化す る レッ ド を 目撃 する 。 彼 
の 残し た 言葉 を 頼り に 、 帰納 の 丘 へ 向かう と エイ プリ ル と 再会 。 そし て 約 
束 の 場 所 へ 。 そこ で は コス マス が これ まで 抱い て いた 苦し み が 、 彼 の 体 を 
郊 れ 実 体 を 持ち 、 ライ カ に バト ル を 挑ん で きた 。 










リト ル と 歩い て いる と 、 レッ ド に 出会う 。 近づく と 、 レ 
ッ ド は 泡 に な り 、 消滅 し こし まつ 。 


ら 択 の 選択 肢 が 出る の で 、「 ち ょ っ と 行っ て みる 」 を 選 
び 、 帰納 の 丘 に 向かう 。 


T 字 路 に 扉 が 現われ て いる の で 、 な か へ と 入る 。 


エイ ブリ ル と 再会 し て 、 一 緒 に ブリ ッ ク ロ ー ド に 戻る 。 


レッ ド の 泡 の 近く に 来る と 、 エイ プリ ル が アガ タタ に 話 
し た いこ と が ある と 言う の で 、 こ こ で 彼女 と わか れる 。 





思 令 の 目 扉 の 通路 奥 に は 悪夢 に と ら わ れ た へ ヘロデ テ が 
さま よっ て いる 。 彼女 か ら 第 二 の 預 言 を 得る 。 


バス タブ に 接近 する と トラ ウマ に 襲わ れ 、 ヨ ラン ダ に 
強制 的 に チェ ンジ し て し まっ 。 


ダー クマ ン の EM は 150、 ヨ ラン ダ の EM は 140 で バト ル 開 始 。 攻撃 の 核 と し て 、 大 型 
十字 弾 、 小型 十字 弾 、 垂直 分 裂 弾 、 直列 弾 な ど シ ン ボ リッ ク な 集合 弾 を 多発 し て くる 。 単 
発 の 攻撃 念 波 は 気 に し な いで 、 集合 弾 を 撃ち 返す こと に 重点 を 置い て 戦う と いい だ ろう 。 
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HIEIU(H 半 / 





怪し い 工 作 


激闘 を 制 し た ヨ ラ ンダ が 足 を 踏み 入れ た 場所 は 、 先 の 見 え 
な い 廊 下 の よ うだ っ た 。 そこ ヘリ バー が 現われ 、 彼女 の トラ ウ 
マ に 上 ぶれ る 。 激しく 反発 する ヨ ラ ンダ 。 
| ウラジミール な ん て ろく で な し よ ! タニ ア は いじ め ぬ か れ 
た の よ 。 すっ か り 性 格 が 変わ っ て 、 すぐ に ふさ ぎ 込 むように な 
っ て 。 そし て 限界 を 超え ちゃ っ た の よ 」 
自殺 し た ん だ ね 、 バス ルー ム で 。 見 た ん で し ょ 。 あん た が 表 に 
出 た の は その と き が 初め て な ん だ ね 。 タニ ア は ライ カ の ママ 
だ よね 。 どう 思っ て た の ?」 

[私 に は 友達 な の よ 。 あの 日 、 妙 に 胸騒ぎ を 覚え て 学校 を 抜け 
出し た の よ 。 バス ルー ム か ら 水 の 音 が 聞こ えて 。 も う 見 る まで 
も な か っ た 。 アタ シ は 何 も し て あげ られ な か っ た の よ 」 

| アー ネス ト は ? 彼 は な ぜ 存 在 す る の ? 」 

| 守る た め よ 。 生ま れ て くる は ず だ っ た 妹 を 。 ウラ ジミ ー ル と 
セル ゲイ の 暴力 か ら 、 妹 を 守る た め よ 」 

[生ま れ た と き に は 死ん で た ん だ よね 。 ミー シャ っ て 名 前 まで 
用 意 し て た の に 」 

| ミー シャ は 殺さ れ た の よ 。 ウラ ジミ ー ル が は か っ た の 。 も う 
子供 は 欲し く な か っ た の よ 」 

「 ス ペー サー は どう な の ?」 

| 彼 は 司令 培 よ 。 私 た ちの 監視 役 。 ライ カ が 宇宙 飛行 士 に な れ 
た の も スペ ー サ ー が いた か ら よ 」 

扉 の 向 こ つ に は ロケ ッ ト の 残骸 が 溢れ て いた 。 お も ちゃ の ロ 
ケッ ト 。 壊し た の は ライ カ な の か ? ヨ ラ ンダ は それ を 否定 し 





2 Plamet Lailka page 44 / StorY プ Flow Cihar て 


た 。 役 は 番 で も 悪 で も な い 、 無 ど と 。 ヨ ラ ンダ が ロケ ッ ト に 入 
る と バス ルー ム が あっ た 。 それ は 過去 の 記憶 。 死 の 動機 が 頭 
を よぎる 。 そし て 、 つい に あの 男 が 姿 を 現 わ し た 。 

| 君たち は 思い 出 を 呼び 起こ す の が 得意 な よう だ ね 。 私 に と っ 
て 、 それ は 怪し い 工 作 に ほか な ら な い )」 

オレ ンジ 色 の 炎 に 包ま れ た 男 。 ガリ ル だ っ た 。 ガリ ル は 3 人 
格 に 葵 式 す ぎる 言葉 を 、 や さ し く 投げ か ける 。 
| アー ネス ト 、 馬 屋 に 火 を 放っ た の は 君 だ 。 君 は セル ゲイ に 濡 
れ 衣 を 着せ た ん だ 。 そう だ ろ 、 アー ネス ト 」 

「 ス ペー サー、 君 だ ね 、 セル ゲイ を 強盗 殺人 の 犯人 に 仕立 て 上 
げた の は 。 手 を 下 し た の は 彼 の 仲間 だ 。 犯行 の あと 、 君 は 現場 
に 忍び 込ん だ 。 そし て 血まみれ の 火 か き 棒 を 持ち 去っ た 。 な ぜ 
か 火 か き 棒 は セル ゲイ の シャ ツ と 一 緒 に 捨て られ て いた 。 君 
が セル ゲイ を は め た ん だ よ 」 

1 ヨ ラ ンダ 、 ウラ ジミ ー ル は どう し て 病気 に な っ た の か な ? ウ 
ラジ ミー ル は 酒飲み だ 。 それ を いい こと に 、 や つ に 質 の 悪い 酒 
を 飲ま せ た の は 君 だ 。 彼 は 見 る 間 に 体調 が 悪く な っ た 」 

真 実に 打ち ひし が れ た 3 人 に 代わ り 、 ラ イカ が 現われ た 。 ガ 
リル は 嬉し そう つ に 、 ライ カ を ほめ た た え 、 世界 の 再生 へ の 立ち 
会 い に 誘う 。 それ を 防い だ の は 、 リバ ー だ っ た 。 激 史 す る ガリ 
ル は リバ ー を 撃つ 。 リト ル に な っ た リバ ー は 、 深い 穴 へ と 落ち 
て いく 。 まる で か つて 手 を 下 し た 双子 た ちの よう に 。 リバ ー が 
いた 場所 に は 、 彼 が 残し た 良心 の 結晶 、 青い 石 が ば つん と 残さ 
れ て いる だ け だ っ た 。 











CInajpter 7 Slowy CInar て を 


ライ カ が 内 包 す る 3 人 格 ・ ヨ ラン タダ 、 アー ネス ト 、 スペ ー サ ー の 前 に 、 1 0 年 
前 に 火星 で 消息 を 絶っ た ガリ ル 大 佐 が 現われ る 。 カリ ル は 3 人 の トラ ウマ 
に 触れ 、 苦し む 心 を 利用 し よう と 画策 、 そ れ を 救っ た の は リバ ー だ っ た 。 
ガリ ル の 放つ 強大 な カカ で トラ ウマ の 世界 に 落と され 、 完全 に 姿 を 消し た リ 
バー だ が 、 ライ カ に 青い 石 を 残し た 。 





Chapter 7 St を ar て 


ター ジル ウズ 脚 





の ノル ウル ア 4 


ダー クハ ウス 扉 





ロケ ッ ト の 暴 場 


大 ルム 





フナ ルフ ンス 





ライ カ に チェ ンジ (強制 ) 





ダー クハ ウス 扉 


約束 の 場所 青い 石 入手 


Go to Chapter S 















生 。 ダ ー ク マン に 勝利 し た あと 、 画面 前 方 に 進む と ダー る 。 ロ ケッ ト の ガラ クタ に 近づく と リバ ー が 現われ る 。 リ ぶ . 3 人 格 の 傘 で 立つ て いる と 、 ガリ ル が 現われ る 。 
クハ ウス に 入れ る 。 そこ に リバ ー が 現われ る , バー と の 会 話 後 、 ロ ケッ ト の な か に 入る こと が で きる 。 
も 。 リト ル が 消失 し た あと 、 彼 が 残し た 青い 石 を 入手 する 
多 。 リ バー が 次 を 消す と 扉 が 現われ る の で 、 な か に 入る 。 83。 バ スタ ブ に 近づき 、 調べ る と 再び ライ カ の トラ ウマ が 
する と 再び リバ ー と の 会 話 が 始ま り 、 これ を コ d 回 繰り 返す 弘 ら れ て いく 。 
こと に より 、 ラ イカ の トラ ウマ が ら れ て いく 。 
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第 三 の 預 


非 を 育 負 つう 子 羊 た ち が 暗 間 に 骨 き 放 た れ 、 

時 の な か で つなが る 双子 を 目覚 めぐ させ る だ ろう っ 。 
マコ ト の 双子 が 初め の 一 歩 を 記し 、 光 の 夢 に 中 る 。 
新た な る 人 間 と し て 歩み 始め る だ ろ つ 。 





HU(H 島 





ライ カ の 瞳 に 飛び 込ん で きた の は 少女 趣味 の メル ヘン チッ 
ク な 空間 だ っ た 。 それ が 変貌 を と げた か つて の 記憶 の 谷 で あ 
る らし いこ と は 、 か ろう じ て 理 解 で きる 。 巨大 な タ ト ラ ー の 首 
が 話し か け て きた 。 
| どこ か で 見 た よう な お 前 だ な 。 クロ エ ち ゃ ん に 体 を あげ に き 
た の か ? そう な の か ? クロ エ ち ゃ ん は きのこ の お 家 に 住 
ん で る ん だ 。 用 済み の 体 を わけ て あげ る ん だ 」 

用 済み 。 確か に そう いわ れ た 男 は いた 。 リバ ー、 リ トル ……。 

と りあ え ず クロ エ の 姿 を 捜す ライ カ 。 今や れる こと を 処理 する 。 
それ が この 辺境 の 地 で ライ カ が 選択 で きる 、 唯 一 ひこ と だ っ た 。 
クロ エ に 出会え な いま ま 、 ブリ ッ ク ロ ー ド へ の 入り 口 ま で ライ 
力 は 歩く 。 そこ に は サイ コ 野 郎 ク ロウ の 姿 が 。 
[| えら いこ と に な っ た 。 フェ イ だ 。 あい つが 、 メデ ィ ス ンマ ン の 
ドー ム か ら 和 気味 の 悪い 人 形 を 人 盗 も うと し た ん だ 。 そし た ら 人 形 
か ら 変 な 光 が 出 て よう 。 そこ へ 溶け た 水 み た いな や つが や っ て 
さて 、 壁 に 理 ま っ た や つと 合体 し や が っ た 。 で も な 、 恐く な い 。 
光る 石 が 守っ て くれ る か ら な 」 

町 に 戻る と 首 だ け の クロ エ が 浮か ん で いる 。 

[| ここ は タ ト ラ ー の 好き な メル ヘン 村 よ 。 あと は 私 が 体 を も ら 
うだ け 。 どれ か ひと つ 選 ん で よ 」 

ライ カ は 言わ れる まま に 、 用 済み に な っ た 男 の 内 ひと り の 名 
前 を 選ん だ 。 礼 を 述べ る クロ エ 。 彼女 は ライ カ に 話し か ける 。 
それ は ライ カ の 脳 に 直接 響い て きた 。 

「 今 、 あな た は 暗闇 に いる 。 光 に 導 か れ て 、 あな た は 今 現われ 
る 。 すべ て に 実際 の 形 と 色 が ある 。 自分 の 目 で 確か め て 」 
その 言葉 を 聞い た 有 瞬間 、 ラ イカ は フェ ニッ クス に な っ て いた 。 
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それ は 隠さ れ て いた 新た な 人 格 な の か 、 それ と も …… バ 。 
| 体 が 手 に 入っ て 、 僕 は どう する 。 死ん だ ママ の こと を 思っ て 泣 
き 続 ける の か 」 
| そん な ふう に 言わ な いで よ 。 あな た が 喜 点 と 思っ て し た まで 
よ 。 あな た 、 甘い 香り が する わ 。 アー モン ド の 香り よ 」 
「 アー モン ド の 香り 。 そう いえ ば ママ も 同じ こと を 。 ふん 、 で も 
も う 終 わり さ 。 生き て いて 楽し いこ と な ん て 少な いよ 」 
| じゃ あ 、 あな た の その 力 は ? シー クレ ッ ト パ ワー、 心 の 悪 を 
され い に す る 力 よ 。 あな た の 心 に 秘め た 悪 が 相手 に 影響 を 与 
える の 。 あな た と 話し て お か し く な っ て し まう 人 も いる 」 

クロ エ の 言う 通り だ っ た 。 フェ ニッ クス と 話 を し た トミ ー は 
ラミ ー へ と 変貌 し た 。 ラミ ー は の た の た と フェ ニッ クス に つい 
て くる 。 無線 テレ ビ を 使っ て 閉ざさ れ た ゲー ト を 解除 する 目的 
で 。 無 線 テ レビ を 操作 する ラミ ー は 苦し みな が ら 会 話し て いた 。 
相手 は 彼 の 先生 だ っ た 人 物 ら し い 。 ラミ ー が か つて ある 少女 
に 行なっ た 行為 に つい て の 問答 が 終わ っ た と き 、 ゲー ト の ロッ 
ク は 解 際 され た 。 その と き 、 ライ カ へ 司令 官 か ら 無線 が 入る 。 
不思議 な こと に 司令 官 は フェ ニッ クス を 見 て も 、 ライ カ と し か 
点 わ な か が っ た 。 

ゲー ト は アイ スレ イク に あっ た 。 な か に は 様子 が お か し く な 
っ た クロ ウ が 何 か を 叫ん で いた 。 
[兄さん 、 ひ ら め い た ん だ 。 あい つら を 悪夢 の な か に 閉じ 込め 
て や る よ 。 え へ へ へ 、 すご い だ ろ 。 黄色 い 石 の パワ ー だ 。 夢 の 
な か じゃ 俺 が 一 番 さ 。 も し か し た ら 兄 さん より も 上 か も な 」 

上 昇 す る クロ ウ 。 坊 道 に 突き 出 た 巨大 な 岩 に 触れ た 瞬間 、 フ 
ェ ニ ックス は 自分 の 憎しみ の 原点 を 見 た よう な 気 が し た 。 


CInapter S slovy clnart を 


ライ カ の ワー プ し た 先 は 、 タ ト ラ ー 有 船長 の 趣味 が 実体 化し た 奇怪 な 記憶 の 
谷 、 メル ヘン 村 だ っ た 。 クロ エ と 出会っ た ライ カ は 自分 の も う ひ と つの 姿 で 
ある フェ ニッ クス に 初め て 変身 する 。 フェ ニッ クス に は 話し か けた 相手 の 人 
格 を 変貌 させ る 能力 が あっ た 。 人 格 変貌 し た ラミ ー の 購 罪 に より 、 フェ ニッ 
クス は メル ヘン 村 か ら コ ロニ ー へ の 脱出 に 成功 する 。 








Chapter S Star て 





メル ヘン 村 / 適 し る べ 


メル ヘン 村 出 入り 口 


ざさ の こ ハ ウ ス 


ウム 中 mA ソル クル ア 4 az 店 中 アム ア 4 人 4 


ゲイ スレ イク 扉 前 





鹸 系 軸 大 3 王 モ / 無線 テレ ビ 横 





蘭 線 テレ ビ 


1 スソ レイ フグ の よ レッ パー タテ 





デス ロッ クツ 





Go to Chapter 9 








還 。 出 入り 口 で クロ ウ と 会 話し た あと 、 メル ヘン 村 に 戻 る と 言い だ し 、 無線 テレ ビ の ある 、 酸素 抗 夫 3 号 宅 ま で フ 人 ぶ 。 も つう 一 度 酸素 塊 夫 6 号 に 話し か ける と 、 ラミ ー が 無線 
る 。 ェ ニ ックス に つい で くる 。 テレ ビ で アイ スレ イク の シャ ッ タ ー の ロッ ク を 解除 する 。 


多 。 ク ロ エ と の 会 話 。 彼女 に どの 体 を 与え る か 選択 する 4. 無線 テレ ビ 横 に いる 酸素 需 夫 3 号 と 会 話 を する と 、 別 も 。 ク ロウ と 会 話す る 。 エレ ベー タ で 下 へ お り 、 右側 の 道 
こと に な る 。 いずれ を 選択 し て も 可 。 人 格 の 酸素 琉 夫 6 号 に 変身 。 彼 が 無線 テレ ビ の スイ ッ チ に 進む 。 

を つけ て くれ る の で 、 こ こ て で 司令 官 か ら の 通信 を 受け 、5 
る 。 ト ミー と 会 話 を する と 、 彼 は 別人 格 で ある ラミ ー に 変 つの 光る 石 を 集め る よう 指示 され る 。 
身 。 ラ ミー は アイ スレ イク の シャ ッ タ ー の ロッ ク を 解除 す 


プ 7. デス ロッ ク に 触れ る と 、 ト ラウ マ に 襲わ れ 、 コロ ニー 
内 の 酸素 倉庫 へ と 飛ば され る 。 
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シー クレ ッ ト バ ワー 


アイ スレ イク か ら フ ェ ニ ックス は デス ロッ ク を 通り 抜け て 、 コ 
ロニ ー の 酸素 屋 倉 庫 に 到着 し た 。 禄 庫 を 出 た フェ ニッ クス を 待 
っ て いた の は フェ イ の 裏 の 顔 ・ ヴ ェ ロ ニカ だ っ た 。 し か し 、 会 話 
の 最 中 に フェ イ が 表 に 出 て くる 。 ふた り は ひと つの 肉体 を 奪い 
合い 、 不安 定 な 状態 に な っ て いた 。 

「 も うす ぐ よ 、 完 成 は 近い わ 。 真実 の 兆 で まや か し は 消え 去る 
の 。 私 の 勝利 よ 。 私 は 美 の 権化 に な る の 」 
[絶対 に や ら な いか ら 、 アタ シ の 時 間 な ん だ か ら 。 さっ き の 人 よ 
り 、 今 の 私 の 方 が いい の よね 。 わか る 1 わ 。 強い 力 を 感じ る も の 。 
ふ 上 ふ 、 試し こみ れ ば 。 ここ の 連中 、 すご く 敏 感 に な っ て る の 。 過 
い 通 り だ よ 。 何で も で きる わ 」 

去っ て いく ヴェ ロニ カ 。 フェ ニッ クス は 考え て いた 。 

「 シ ー ク レッ ト パ ワ ー。 人格 を 変え る 力 。 僕 は そん な 力 を 手 に 
入れ た の か 。 僕 は も う 影 で は な い の か 。 そん な は ず は な い 」 
そん な 彼 の 思惑 を あざ 笑う つか の よう に 、 シー クレ ッ ト バ ワー 
は すさ まじ い 効 果 を 発揮 する 。 サイ コ ハ ウ ス の 前 で は マウ ン テ 
ン が スパ ー キ ー に 、 酸素 屋 の 前 で は マラ ケシ ュ が ブル に 、 換気 
塔 の 模 で は リン ダ が トー マス に 、 ロッ ジ の 前 で は ゴー ルド が コ ゴ 
ー ル ド マ ン に と 、 フェ ニッ クス と 会 話 を 交わ し た だ け で 人 格 変 
貌 し て し まう 。 鏡 の 間 で は ブー マー が ウィ リア ム に 変貌 し た 。 

いつ し か フェ ニッ クス は 帰納 の 丘 に いた 。 エイ プリ ル に 会 え 
る 予感 が めった の だ ろう か 。 そ し て 確か に エイ プリ ル を 見 た 。 
し か し 、 それ は 幻 の よう に 消え て いく 。 

「 エ イプ リル 。 君 は いっ た い 誰 な ん だ ? 答え て くれ ! 」 
フェ ニッ クス の シー クレ ッ ト パ ワー は 立ち ふさ が る フェ イス 
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すら 減 し て こし まう 。 フェ ニッ クス も それ に は が く ぜ ん と し た 。 そ 
ん な 彼 の 前 に 立ち ふさ が っ た の は 、 ホワ イト イー グル だ っ た 。 
「 尿 ほ 、 と うと う ひ と り 歩 き を は じ め た の じゃ な 。 は か り 知 れ な 
い の う 。 お 前 の 心 は どこ まで も 深い の う 。 そう じゃ 、 預言 じゃ 。 
ユニ バー サル マン は 己 の 分 身 を まね き 寄 せ て 、 失 な われ た 預 
言 を 取り 戻 そ うと し て お る 。 分 映 は 彼 に と っ て 、 死 の 世界 へ の 
入り 口 な の じゃ 」 
「 聞 いた よ 。 それ っ て エレ ミヤ と 一 体 に な る っ て こと な の ? 」 
「 こ の 星 は 死 の 動機 を 秘め て お る 。 火星 人 た ち は 自 ら の 死 を も 
っ て 、 その 善意 と 悪意 を わけ た の じゃ 。 善意 は 光る 石 と な り 、 
悪意 は イー ブル マイ ンド と な っ た 。 流刑 者 エレ ミヤ は この 星 の 
精神 に 触れ 、 死 は 終わ り で は な く 始 まり 、 死に 対し て 心 を 開く 
と き 救 われ る と 説い た の じゃ 。 そし て 五 つ の 予言 を 得 た 。 エレ 
ミヤ に 近づく に は 、 死に 向き あう し か な い の じ ゃ 」 

ホワ イト イー グル の 体 が 発光 し 、 フェ ニッ クス に も 伝 播 し た 。 
ふた り は ロッ ジ に テレ ポー ト し て いた 。 ロッ ジ の 祈 科 所 。 つい 
に ユニ バー サル マン は 分 身 と の 合体 を 果たす 。 そし て フェ ニッ 
クス は 第 三 の 預 言 を 得 た 。 預言 の 一 節 ・ マ コト の 双子 ……'。 そ 
れ は フェ ニッ クス と ライ カ の こと な の か も し れ な い 。 フェニ ッ 
クス の 意識 は 遠のい て いく 。 気がつく と 役 は ライ カ に 戻っ て い 
た 。 酸素 屋 で は アガ タ が あせ っ て いる 。 ヘロデ が 悪夢 以外 の 
場所 に は まり 込ん だ らし い 。 この 星 の エ ネル ギー が 限り な く あ 
ら ゆ る 場所 で 猛威 を 発揮 し 始め て いた 。 ライ カ が 飼 す べき こと 
は ヘロデ の 気配 を 感じ る 場所 に 行く こと だ 。 へ ヘロデ は 思 党 の 
目 の 扉 の な か に いる に 違い な か っ た 。 
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コロ ニー に 戻っ た フェ ニッ クス は 、 住人 た ちか ら 怪 主 な 族 を され る 。 その 理 
由 は 変貌 し た 姿 以上 に アー モン ド の 失い の せい だ っ た 。 フェ ニッ クス は 住 
人 た ちの 人 格 を 変貌 させ 、 エイ プリ ル の 幻影 を 見 た あと 、 死 を 目前 に し た 
ユニ バー サル マン か ら 第 三 の 預 言 を 得る 。 預言 が 示す マコ ト の 双子 と は ラ 


イカ と フェ ニッ クス の こと な の だ ろう か が , 
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計 。 酸 素 倉庫 を 出る と ヴェ ロニ カ が 話し か け て くる 。 フェ 
ニッ クス 人 格 に な っ て いる あい だ は 、 コ ロニ ー に いる 人 
物 に 話し か ける と 、 相手 は 別人 格 と 入れ 替わる の で 、 全 
員 と 会 話し て お く こ と 。 


朋 。 コロ ニー 内 の 全員 と 話 を し て いな いと 、 ブー マー が 帰 
納 の 丘 へ の 道 を 塞い で いる が 、 全員 と 会 話 を し た あと で 
は ブー マー は 鏡 の 間 の 前 に いる の で 、 彼 に 話し か ける こ 
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条 裕 所 第 三 の 預 言 を 得る 


と に より 先 に 進む こと が で きる 。 


。 エイ プリ ル の 幻覚 を 見 る 。 な お 、 フェ ニッ クス 人 格 の 
場合 、 フ ェ イ ス と の 戦闘 で は 手 を 触れ る だ け で 、 敵 は 消失 
する 。 


3。 ホ ワイ トイ ー グ ル と 出会う 。 彼 か ら ユ ニ バ ー サ ルマン 
の 話 を 聞く 。 その あと 、 ブリ ッ ク ロ ー ド まで 戻る と 、 ロッ 
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ジ 内 に 瞬間 移動 ご せら れ て し まう 。 


号 。 ユニ バー サル マン と 出会い 、 第 三 の 預 言 を 得る が 、 
意識 を 失 な う 。 


も 。 アガ タ と 会 話 を し て 、 コロ ニー を 出る 。 





Chapter10. 


マコ ト の 双 子 


思念 の 目 の 扉 が 開け っ ぱな し に な っ て いる 。 ウィ リア ム も 預 

言 を 得 た い の か 、 ライ カ の あと を つい て くる 。 預言 を 得 た か の 
よう に 見 えた ウィ リア ム は 火 に 包ま れ 、 フェ ー ド アウ ト す る 。 そ 
し て ヘロデ の 姿 が 見 えた 。 彼 は 暗 闇 の な か を さま よっ て いる 。 
彼 は 光 を 見 つけ 、 その 先 の 部 屋 へ と 入っ て いく 。 悪夢 か ら 脱 出 
を 望 お へ ヘロデ は 、 光 を 求め た 。 コロ ニー に 戻 ろ うと し た ライ カ 
の 前 に ノー ブル ロッ ク が 現われ る 。 ライ カ を 呼び に 来 た の だ 。 
な か よし 広場 と 名 づけ られ た 忌まわしい スペ ー ス に 、 ユニ バー 
サル マン が 人 死 の 世界 で 再生 し た ネオ ユニ バー サル マン と な っ 
て 出現 し た 。 さしも の ホワ イト イー グル も それ を 目撃 し て 驚嘆 
の 声 を 漏らす 。 長老 は ライ カカ に 目 を や り 驚 憎 し た 。 
「 お 前 は さっ き の お 前 で は な いな 。 マコ ト の 双子 と は お 前 た ち 
の こと じゃ っ た か 。 ひと り は 心 と し て 、 ひと り は 体 と し て 存在 し 
て お る 。 合わ さる と は 、 心 と 体 を ひと つ に する こと な の じゃ な 。 
深い 謎 が 解け た の つう 」 

ネオ ・ ユ ニ バ ー サ ルマン が ライ カ に 言葉 を 投げ か ける 。 
[言葉 を 伝え る 人 間 を 捜せ 。 私 は そこ へ 現われ る 」 

その 言葉 の 意味 は 、 預言 を 理解 で きる 人 間 の 体 を 霊媒 の よ 
うに 利用 し ろ と いう こと だ っ た 。 サイ コ 系 の 誰か を 。 そし て 、 ラ 
イカ は 第 四 の 預言 を 得 た 。 ホワ イト イー グル は 言う 。 
| 最後 の 預言 は エレ ミア の ミイ ラ と と も に 眠っ て お る 。 悪夢 の 
2 し じゃ 。 嘘 偽り の な い 死 の 世界 じゃ 。 最後 の 試練 じゃ 。 それ を 
乗り 越え て お 前 た ち は 、 き っ と 奇跡 を 起こ せる は ず じ ゃ 」 

悪夢 の 先 と は どこ か 。 アガ タ が ヒン ト を 知っ て いる 。 悪夢 に 
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出入 り し て いる 彼女 か ら 重 要 な 話 を ライ カ は 聞い た 。 
[大 変 な の 。 エイ プリ ル も 悪夢 に 捕まっ て る の 。 ヘロデ の 姿 も 
見 える けど 、 彼 は ひど く え て いる 。 ここ か ら じ ゃ 無理 ね 。 お 願 
いい 入り口 を 見 つけ て 。 悪夢 の 先 に 道 が 開け る 。 その 道 は 奇 下 
に 続く 道 。 この 星 は 強い 意志 を 持ち 、 新しい 歴史 を 書き 記 そ う 
と し て いる の 。 星 に は 逆らえ な い の 。 野心 や 飲 で は 、 星 の 望 み 
を か な える こと は で き な い わ 。 な の に 、 こ の 星 は あな た を 待っ 
て る わ 。 使者 と な っ た あな た を 」 

ライ カ は 思 管 の 目 の 扉 に 走っ た 。 傍 中 、 何 か が 跳ね る よう な 
弟 が 聞こ えた 。 し か し 、 何 も 見 えな い 。 扉 の 向こう に へ ヘロデ を 
確認 し た 。 何 か 生 首 の よう な も の に え 、 逃げ 去っ つて いく へ ロ 
テ 。 入り 口 は に こ で は な い 。 ライ カ は 思い 出し た 。 エイ プリ ル 。 
間違い な か っ た 。 悪夢 の 先 へ の 入り 口 。 それ は エイ プリ ル の 部 
屋 。 忘却 の 海 の 扉 に ほか な ら な か っ た 。 扉 の 向こう に ホワ イト 
イー グル の 姿 が 見 える 。 
| 悪夢 じゃ 。 悪夢 に 続く ぞ 」 

そし て エイ プリ ル の 母親 の 声 を 聞い た 。 
| エイ プリ ル 、 あな た は 汚れ を 知ら な い の よ 。 あな た は 鏡 か ら 
生ま れ た の よ 」 

その と き 、 ライ カ に は 懐か し い 場 面 が 見 えて いた 。 つい さっ 
さあ っ た こと な の に 、 も は や 懐か が しく 思え る 火星 に 到 意 し た ば 
か り の 場面 が 。 し か し 、 どこ か が 様子 が お か し い 。 ヌー ン と タ ト ラ 
ー が 妄想 で 頭 を いっ ぱい に し て いる こと が 、 今 の ライ カ に は 手 
に 取る よう に わか っ た 。 そし て 悪夢 へ 進む こと も 。 


悪夢 世界 に 埋没 し た ヘロデ と の 接 朋 を 試み る ライ カ 。 その 頃 コ ロニ ー に は 
真 の 姿 を 得 た ユニ バー サル マン が 出現 し て いた 。 サイ コ 系 の 人 物 を 拠り 人 
に し て 第 四 の 預言 を 得 た あと 、 アカ ガタ の 頼み を 聞き 、 ヘロデ が 現実 世界 と 
藤 い で し まっ た 悪夢 世界 に 、 ライ カ は 侵入 し な けれ ば な ら な い 。 火星 に 選 


ば れ た 使者 と し て 、 番 判 を 受け る た め に 。 























通常 、 そ こ に 浮か ん で いる は ず の 思念 の 目 を 見 る こと 
が で き な く な っ て いる 。 ウイ リア ム と 話し 、 開い て いる 扉 
の な か に 入る と ヘロデ が 現われ る 。 彼 と の 会 話 後 、 思 愛 
の 目 扉 か ら 外 に 出る と 、 ノー ブル ロッ ク が や っ て き て 、 コ 
ロニ ー に 戻る よう に 言っ て くる 


広場 に は ネオ ユニ バー サル マン が お り 、 彼 は 預言 を 
解読 で きる サイ コ 系 の キャ ラク ター を 捜せ と 言う 


サイ コ 系 の キャ ラク ター と 会 話 を する と 第 四 の 預言 
を 得る こと が で きる の で 、 ナイ トブ プラ ネッ ト 前 に いる トー 
マス か サイ コ ハ ウ ス 前 に いる ラミ ー と 会 話 を する こと 


ここ まで に 赤い 石 、 曰 い 石 、 緑 の 石 、 青い 石 を 入手 し 
て いる と 、 扉 が 出現 し こおり 、 な か に 入る こと が で きる 。 
扉 の 奥 は エイ ブリル の 部 屋 。 奥 に 進 び と 、 モノ クロ ー ム 
の 悪夢 世界 へ と 入り 込む こと と な る 
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お 前 の 上 に 来る 。 
私 は 守 り を 送り 、 お 前 の 行ない に し た が っ て 裁き 、 選 ま わし いす べ て の こと を お 前 に 報い る 。 
終わ り が 来る 、 終わ り が 来る 、 終わ り の 時 が お 前 の た め に 塾 す 
ラテ や 見 よ 、 この 時 が 来る 。 








悪 妥 


到達 し た 悪夢 の モノ クロ ー ム の 風景 の な か 、 無線 テレ ビ の モ 
ニタ ー だ けが 鮮やか な 色調 を 映す 。 アガ タ か ら の 通信 だ っ た 。 
彼女 は ライ カ の 過去 を 読も うと し て いる 。 それ が 火星 に 起き て 
いる 問題 を 解決 する 鍵 に な る と いう 。 悪夢 の 世界 は 現実 と は 
左右 対称 で 、 そこ に は 色 を な くし た 空間 に 埋め 込ま れ て 紛れ 込 
ん で いる コロ ニー の 住人 が いた 。 住人 た ち は そ れ ぞ れ 別 の 
イブ の 悪 を 心 に 宿 し こおり 、 彼ら と 会 話 を 交わ すこ と で 、 ライ カ 
が 内 包 す る 人 格 は 新鮮 に 覚醒 する 。 

ライ カ の よう な 来訪 者 が 夢 を 見 る た め の 場 所 、 13 号 監 房 で 

ライ カ は 不思議 な 映像 を 見 た 。 司令 官 か ら の 通信 だ っ た 。 
「 君 は 宿命 の 子 な の か ね ? これ は 君 の 自分 捜し の 旅 な の か ? 
君 は 幼い 頃 に お 父さん を 亡くし て いる 。 君 の お 母さん は ウラ ジ 
ミー ル と 再婚 し た 。 ウラ ジミ ー ル も 奥さん に 先立た れ 、 一 人 息 
子 の セル ゲイ を 養っ て いた 。 これ で 役者 は そろ っ た わけ だ 。 新 
し い 暮 らし は 苦し み の 連 続 だ 。 だ が 希望 は あっ た 。 君 に 妹 が で 
さる こと に な っ た 。 これ で うま くい く 。 お 母さん は そう 思っ た ん 
だ 。…… 人 に は も う ひ と 働き し て も ら う と いい 。 君 の 見 る も 
の 、 聞い た こと が 真実 の 芽 に な る の だ よ 」 

ライ カ は 人 格 変 貌 し てい た 。 悪夢 世界 を くま な く 歩 く と 、 ク 
ロウ に 会 つ 。 この 世界 で 帝王 気分 を 味わっ て いる クロ ウ に と っ 
て 、 ラ イカ は と ん だ 邪魔 者 だ っ た 。 彼 は 首 の 怪物 を ライ カ に け 
し が か ける が 、 闘い に 慣れ て きた ライ カ の 敵 で は な い 。 怪物 が 消 
える と 、 飼 度 は クロ ウ と エイ プリ ル が 見 えた が 、 すぐ に 消え て 
いく 。 あと に は 黄色 い 石 が 光る の み 。 ライ カ は 思い 出し 始め て 
いた 。 セル ゲイ を 殺人 者 に 仕立 て た の は 、 ミー シャ を 殺さ れ 希 
財 を 失 な っ た 、 彼 の 母親 だ っ た こと を 。 

そし て 負 刑 所 で は 悪夢 の 住人 だ っ た ヘロデ が 双子 た ち に 吸 
収 さ れ 、 ど この 世界 の 住人 で も な く な っ て し まっ た 。 瞬間 、 ラ 
イカ は ロケ ッ ト の コク ピッ ト に いた 。 変わ り 果 て た 姿 の タ ト ラ ー 
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と メー ン も 。 無線 テレ ビ の 通信 を 受け る と 今度 は フェ ニッ クス 
が 表 出 し 、 彼 が 第 五 の 預言 を 得る その 瞬間 、 ライ カ と の 関係 が 
明らか に な る 。 
[先生 、 この 子 は 助かる の で すか ?」 
| わか らん 。 と に か く 手 術 室 へ 。 脳 の 側 に 何 か あ る ん だ 、 幻覚 
は その 影響 だ 」 
[先生 、 オ クト ー バ ー 先 生 ! お 願い し ます 、 この 子 を 」 
| ああ ダメ だ 、 深 す ぎる 。 無理 を すれ ば 脳 を 傷つけ る 。 手術 は 
あさ ざら め る し か な い 。 今 は 小さ い が 、 と も に 成長 し た と き ……」 
3 人 格 が 何 か を の ぞ き 込ん で いる 。 
| ライ カ じ ゃ ね え 。 こい つ は 誰 な ん だ ?」 
[シュ ヨウ だ 、 脳 に で きた シュ ヨウ ? 」 
「 デ キモ ノ っ て こと な の ……。 ひど いわ 、 そん な 」 
| シュ ヨウ は 、 双子 と し て 生ま れ て くる は ず の 一 部 が 取り 込ま れ 
た も の だ 。 シュ ヨウ の な か に は 兄弟 に な る は ず だ っ た 人 間 の 明 
の 毛 が つ まっ て た り も する 」 
| じゃあ 、 こ いつ は 何だ ? まさ か 髪の毛 じゃ な い だ ろ う 」 
フェ ニッ クス は 眠っ て いた の か 、 目 を 開け る と 鏡 が あっ た 。 
て の な が か に フェ イ と エイ プリ ル が いる 。 審判 の 鏡 だ っ た 。 体 を 
得 た アマ ンダ は 、 美 に 対す る 偶 欲 な 妄信 か ら エ イプ リル の 心 を 
次 に 望ん だ 。 妄信 に 取り 漂 か れ た アマ ンダ を 討つ べく フェ ニッ 
ンス は 戦い 、 そ し て 苦闘 の 未 、 勝利 を 得る 。 消え ゆく アマ ンダ 
の 人 次 に エイ プリ ル の 母親 の 声 が 重なり 狼 く 。 
| あな た は 私 な の よ 、 エイ プリ ル 。 私 その も の な の よ 」 
エイ ブリ ル は 否定 する よう に 叫 点 。 星 が 自 分 た ち を だ まそ う 
と し て いる と 。 星 の ま や か し が エイ プリ ル と フェ ニッ クス を 藤 
つう 。 記 か ら 放 た れる 斑 い 光 と な っ て 。 
| 僕 に は 何 も な いん だ 。 僕 は た だ の 影 な ん だ 」 
光 を 浴び な が ら フ ェ ニ ックス は つぶ や いた ……。 
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左右 逆転 し た モノ クロ ー ム の 悪夢 世界 に 戸 誤 い な が ら 、 コロ ニー を さま よ 
い 歩 く ラ イカ 。 意外 な トリ ッ ク は 13 号 監 房 に あっ た 。 鏡 と 化し た バズ ス ルー 
ム の 話 を 使い 、 ライ カ は 人 格 変 貌 に 成功 。 悪夢 を 引き 起こ し た 張本人 と の 
バト ル に 挑む 。 よう や く 、 悪夢 世界 を 鎮静 化 さ せ た ラ イカ を 待ち 受け て い 
た の は 、 鏡 の 世界 に 身 を 委ね た 怪物 だ っ た 。 
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酸素 屋 プ ヘロデ の 寝室 
6 w ゆ サイ ドイ ベン ト 
タイ ム ト ラ ベル ここ か ら 発 生 
酸素 屋内 5 の ら --63 ペ ー ジ 参照 


サイ コ ハ ウ スン 興 の 部 屋 





け リャ ン ル バル ウス 





1 号 監 房 


人 格 チ ェ ン ジ 
(3 人 格 の 誰 で も よい ) 











な が よし 広場 


ニレ Am と スス クル 更 色 い 石 入手 






酸素 屋 プ ヘロデ の 寝室 


如 刑 所 


ロケ ッ ト プ 操縦 記 第 五 の 預言 を 得る 


フェ イ と の 戦闘 
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評 。 ラ イカ は 左右 が 逆転 し て いる 悪夢 世界 の コロ ニー に 店 。 無線 テ レビ で アガ タ に アク セス する と 、 ア ガタ は ライ ヲ 。 コ ク ピ ッ ト の 無線 テレ ビ で ユニ バー サル マン と アク セ 
移動 させ られ て いる 。 アガ タ と の 無線 テレ ビ で の 会 話 後 、 力 の 過去 を 語る 。 ス す る こと に より 、 第 五 の 預言 を 得る こと が で きる 。 
部 屋 か ら 外 に 出る こと が で きる 。 
6。 ヘロデ が 溶解 する の を 目撃 する 。 

る 。 酸素 屋内 に 半身 が 埋まっ た トミ ー が いる の で 、 会 話す 
る 。 な お 、 続け て 悪夢 世界 の コロ ニー 内 に いる ヤン グ 、 マ 
ラ ケ シ ュ と も 会 話 を し な いと 、 ス トー リー を 進行 させ る こ 
と は で き な い 。 
ヨ カ ナ ー ン と の 戦闘 
MP ヨ カ ナ ー ン の EM は 180、 ラ イカ 側 も 人 格 変貌 し た の が 誰 で も EM は 180 で バト ル 開 

| 始 。 小型 十字 弾 、 垂 直 分 裂 弾 、 直 列 弾 、 ボ ー リ ング 弾 、 時 間 差 斜め 弾 、 中 盤 ワ ー プ 弾 と い 
騙っ た 多彩 な 集合 弾 が 攻撃 の 基本 。 マイ ンド コア の 戻し の タイ ミン グ が 、 攻略 の 要 に な る 。 


る 。 扉 が 開い て いる の で な か に 入る 。 点灯 し て いる スズ イッ 
チ を 押す と 、 ラ イカ の トラ ウマ に 関す る ムー ビー が 流れ る 。 
ムー ビー 終了 後 、 一 度 13 号 監 房 を 出 て 、 再度 な か に 入る 
と 、 バス ルー ム の 扉 が 鏡 に な っ て いて 、 人 格 チ ェ ン ジ を す 
る こと が で きる 。 悪夢 世界 の コロ ニー 内 に お いて は ここ 
が 唯一 の 人 格 チ ェ ン ジ の 場 。 





引 。 ク ロウ が 填 声 を 浴び せ て きた あと 、 ヨ カナ ー ン と の 戦 
韻 が 始ま る 。 


フェ イ と の 戦闘 

フェ イ の EM は 200、 フェ ニッ クス の EM は 220 で バト ル 開 始 。 小型 十字 弾 、 垂直 分 裂 
剛 半 、 直 列 弾 な どの 集合 弾 を 連続 し 撃つ うえ に 、 中 盤 、 直前 へ の ワー ブ 弾 を 織り 交ぜ て く 
る 。 念 波 の 大 き さ は 中 型 が メイ ン に な る 。 
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Chapter12. 


ホワ イト クリ スマ ス 


フェ ニッ クス の 目前 に 、 この 星 の 元 凶 で ある ガリ ル が つい に 
次 を 見 せ た 。 ガリ ル の すべ て の 意識 は 、 フェ ニッ クス に 注 が れ 
て いる 。 
| 君 は 死 の 動機 に つき 動か され て ここ に 来 た 。 君 こ そ が 最後 の 
ビ ピース だ 」 

今や 私 は 完全 な 善 の 存在 と な っ た の だ 。 頓 言 な ど 意 味 を 成 さ 
な い 」 

ここ で 初め て ガリ ル は ライ カ を 意識 し た 言葉 を 吐い た 。 
| さあ 、 見 せ て くれ 、 お 前 の 暗い 憎しみ を 。 お 前 の な か に つ ず ま 
く 怒 り を 。 お まえ の 心 の 闇 が 再生 の 奇跡 を も た ら す 」 

ガリ ル は まる で 、 ライ カ の 正体 を 見 知っ て いる か の よう な 口 
ぶり で 、 すぐ に フェ ニッ クス に 話し か け 直 し た 。 
| 私 に は 見 える ぞ 、 君 の 奥 に 黒々 と うず 巻く 悪意 が 。 天 に 舞う 
騎士 は 、 君 に よっ て 満た され る 」 
| ふふふ 、 あはは は は 、 僕 が どう し た と いう の だ ! 僕 は 影 だ 。 
氷 | に は 和 も 悪 も な い 」 
| それ は どう か な 。 君 は ライ カ に すべ て を 押し つけ た 。 君 は 手 
を 汚さ すず 笑っ て 見 て いる だ け で よかっ た 。 双子 と し て 生ま れ て 
くる は ず だ っ た の に 。 都合 の いい と きだ け 入 れ 替 わっ た 。 肉 の 
塊 が ライ カ の 心 と 体 を 奪っ た の だ 」 
| そう だ よ 、 僕 は 愛 だ けが 欲し か っ た の さ ! 」 

母 ・ タ ニア が 愛 を 与え た の は 、 入れ 替わっ た フェ ニッ クス で 
あり 、 ライ カ こ そ が 影 だ つた の だ 。 そこ へ オレ ンジ 色 の 光 に 包 
まれ た エイ プリ ル が 現われ る 。 ガリ ル の も くろ み は 有 崩れ る 。 五 
つの 聞 言 を 得 た 、 ライ カ と エイ プリ ル が 飼 、 奇跡 を 起こ そう と 





Planet Laika page SS / 


し て いた 。 
| 聞 の 諸 力 か ら 解 放さ れ た 存在 と し て 、 タマ シイ は 再生 の 時 を 
得る で あろ う 。 マコ ト の 双子 が 初め の 一 歩 を 記し 、 いま わし い 
すべ て の こと を お 前 に 報い る 。 ここ に 新しき 天 と 、 新しき 地 を 
見 た り 」 

ライ カカ は 、 次 の 瞬間 巨大 化し た クリ スマ ス 部 屋 に いた 。 そこ 
に は と も に 火星 に 来 た 、G 人 の 仲間 た ちがい た 。 し か し 3 人 は 
すぐ に 次 を 消し て し まい 、 彼ら の いた 場所 に は 悪意 の よど み が 
残さ れる 。 それ を 拾っ た ライ カ の 前 に 再び 容 を 見 せ た ガ リル 。 
し か し 、 その 姿 は 醒 く 、 オ レン ジ 色 の 光 を 受け 、 顔 が は が れ て 
いる の が わか る 。 ライ カ が 、 いや ヨ ラ ンダ 、 アー ネス ト 、 スペ ー 
サー が 最後 の 重要 な 使命 を 果たす 瞬間 が きた 。 ガリ ル を 減 す 
る こと で ある 。 
[この 光 は 私 の 光 で は な い ! 火星 人 …… 死 を 越え て よみ が え 
っ た の か 。 火星 人 の 善意 が 残さ れ て いた の か ? この 光 が そ 
うだ と いつ うつ の か 。 する と 私 は 、 私 の 光 は どこ だ ! 」 

激闘 に 骸 れ た ガリ ル は 黒い 煙 と な り 、 黒い 騎士 に 吸い 込ま 
れる 。 一 方 、 ラ イカ は 火星 か ら の 光 を 全身 に 浴び て いた 。 分 身 
は 合わ さり 、 人 格 は 統合 され 、 宿命 の 子 は 神 に 触れ る 。 ライ カ 
は 新しい 人 類 に な っ た の だ ろう か 。 
ライ カ の 身 を 案じ た 、 エイ プリ ル が 話し か ける 。 
[大 丈夫 ? よかっ た 。 ライ カ こ れ か ら 始 まる の よ .」 
| 僕 に 何 が で きる ん だ ろう ……-」 

ふた り の 体 に 火星 の 曰 い 雪が 静か に 降り 積もる 。 ホワ イト ク 
り 炊 マス だ つた 。 





フェ ニッ クス の 正体 が 明確 に な っ た 今 、 カリ ル は いよ いよ 完全 な る 番 人 に 
な る た め に 、 ライ カ を 叩き 潰 そ うと する 。 悪意 の よど み を 吸収 し 、 自分 の 
過去 を 受け 止め た 3 人 格 は 、 ガリ ル の 野望 を 阻止 する こと が 、 自分 た ちの 
運命 で ある と 自覚 する 。 新しい 人 類 へ の 道 を か けた 、 最後 の バト ル が 火 ぶ 
た を 切っ た 。 ライ カ の 旅 も 今 ご こ に 終わ り を 迎え る 。 
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ま 。 











クリ スマ ス 部 屋 で タ ト ラ ー 艦 長 、 メ ー ン 、 エイ プリ ル 
が 立っ て いた 3 つの 場所 に 移動 し こ に 、 そ れ ぞ れ の 場所 に 
ある よど み を 取る 。 その 後 、 再 び ク リス マス 部 屋 中 央 に 
戻る と 、 ガリ ル と の 戦闘 が 始ま る 。 

ガリ ル の EM は 150、 ヨ ラン ダ の EM は 300 で バト ル 開 始 。 縦 、 対 め に クロス し た 特殊 
十字 弾 を 多発 する ほか 、 中 盤 へ の ワー プ 弾 、 直前 へ の 大 型 の ワー プ 弾 を 織り 交ぜ て 、 攻 
撃 し て くる 。 攻撃 の 前 に は 、 必ず 手 を 振り か ざす の が 特徴 。 


ガリ ル の EM は 200、 アー ネス ト の EM は 人 間 形 態 戦 終了 時 の ヨ ラ ンダ の 状態 を 引き 
継い で バト ル 開 始 。 ボー リン グ 弾 、 小型 十字 弾 、 大 型 十字 弾 、 三 連 絆 め 弾 、 時 間 差 竹 め 弾 、 
中 盤 ワ ー プ 弾 、 直前 ワー プ 弾 な ど 、 全 フ ェ イ ス 中 も っ と も 多彩 な 攻撃 を し て くる 。 


ガリ ル の EM は 300、 スペ ー サ ー の EM は 昆虫 形態 戦 終 了 時 の アー ネス ト の 状態 を 引 
さき 継 いで バト ル 開 始 。 大 型 十字 弾 、 三 連 終 め 弾 、 時 間 差 科 め 弾 、 中 衣 ワ ー プ 弾 、 直前 ワー 
プ 弾 な ど 、 連鎖 で すべ て を 打ち 返す こと が 難し い 集 合 弾 を 多発 する 。 
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し き 大 と 、 新しき 地 と を 見 た り . 
これ まで の 大 と これ まで の 地 と は 過ぎ 去り 、 海 も また 消え う せ 、 
ララ より の ち 、 甘 し み も 叫び も 苦し み も な く 、 
倫 井 の 歌 に た た えら れ た 永遠 が 続く で あろ う 。 





28 こ 59 ペ ー ジ の フロ ー チ ャ ー ト に 沿っ て 、 シナ リオ を 進行 
させ れ ば 最短 で エン ディ ング に た どり 着け る が 、 従来 の スト ー 
リー か ら 外 れ た 行動 を と る こと で 入手 せ ね ば な ら な い ア イ テ ム 
に 「 白 い 石 」 と 「 縁 の 石 ]」 が ある 。 どちら の アイ テム も キャ ラク タ 
ー の セリ フ か ら 、 入手 する た め に し な けれ ば な ら な い 人 行動 や 時 





(Gaintne ③⑤ を ar を 


期 の ヒン ト は 得 ち られ る も の の 、 は っ きり し た 指示 が ある わけ で 
は な い の で わか り に くい 。 また 、 シナ リオ か ら ま っ た く 外 れ た 行 
動 を と ら な けれ ば 発生 し な い 、 サイ ドイ ベン ト も 存在 する 。 ここ 
で は 攻略 の まとめ と し て 、 スト ー リ ー の 表面 か ら は 理解 し に くい 
ボイン ト を 網羅 し 、 解説 する 。 


Chapter 0 





Chap 


サイ ドイ ベン ト が 発生 する 草 の 範 囲 


ter 4 


ーーー 


Chanter 6 


Chanter 7 


Chanter 8 
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Chanter 10 
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Eindiigng 


'「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 複雑 な スト ー リ ー の 隠さ れ た 一 部 を の ぞ き 見 る こと が で きる の が 、 
さま ざま な サイ ドイ ベン ト で ある 。 ここ で は 各 サ イド イベ ント の 発生 抄 件 を 紹介 し よう 。 


クリ スマ スプ レ ゼ ント 
Ch3 の 最初 か ら Ch10 の 最 骸 月 
後 ま で の あい だ に 3 人 格 の いすず me ん な ty 
れ か に チェ ンジ し て 、 忘 却 の 海 生還 較 納 旨 暗 時 
に ある 避難 小屋 奥 の 扉 の な か 
に 入る と 発生 する 。 ライ カ が 以 
前 誰か か ら も ら っ た クリ スマ ス 


プレ ゼン ト が 現われ 、 家族 だ っ 
た 人 物 の 声 が 聞こ える 。 1 回 し アー ネト 、 ヨ ラ ンダ 、 ペー サー、 それ ぞ 

れ の 人 格 に よっ て 、 し ゃ べ る セリ フ に 違い 
か 発生 し な い 、。 が ある 。 誰 で 行く か 迷う と ころ だ 。 


アー ネス ト 暴 走 
Ch4 で スモ ー キ ー に 殴ら れ 
て か ら 、 Ch6 の 地下 水道 人 に 入 9 
る まで の あい だ に 発生 する 。 ラ な 、 
イカ の マイ ンド スコ ー プ を 力 悪 
で 充満 させ 、 アー ネス ト の 顔 が 
点滅 し た 状態 で 、 な か よし 広場 
か ナイ ト プ ラ ネッ ト 前 に 行く と 
デー ボ DC ト が ズー キー を 細 EPCR2Y2S-0SS5 
つ 。 1 回 し か 発生 し な い 。 走 を 促す 謎 の 声 が 聞こ える 。 
びん 入り ヌー ン 
厳密 に は サイ ドイ ベン ト で は 久 還 
な い が 、 Ch9 で T 字 路 で ホワ イ 議 計 
トイ ー グ ル に 出会っ て か ら 、 そ 
の まま フェ ニッ クス の 姿 で ロケ 
ッ ト の コク ピッ ト に 行く と 、 ビ ン 
詰め の に され た ヌー ン の 変わ り 果 
て た 姿 を 見 る こと が で きる 。 コ 
クビ ピッ ト に 入れ ば 何 度 で も 見 る 以前 に ノー ブル ロッ ク が 話し て いた 完全 


me な る 善人 の 正体 が ヌー ン だ と わか る 骨 
この か で きる 。 間 。 ヌー ン が この あと どう な る か は 不明 。 











ヨ ラ ンタ と オバ ケ 
Ch3 で 記憶 の 谷 を 出 て か ら 、 - 生 

Ch4 で 地下 水道 に 入る まで の 
あい だ に ヨ ラ ンダ に チェ ンジ し 
て 、 ブ リッ クロ ー ド の 鏡 の 間 で 
凍 の 前 に 立つ と 発生 する 。 通常 





: rp が ょ だ 
スピ リッ トマ ン が 登場 する 場 和 議 0 
だ が 、 鏡 か ら 笑 い 声 が 聞こ える 


こと が ある 。 何 回 で も 発生 させ 初回 に スピ リッ トマ ン が 登場 する こと も あ 
生得 る が 、 再び 鏡 の 前 に 立て ば 必ず 発生 する 。 
る こと が 可能 。 声 の 主 は 誰 な の だ ろう か 。 


ヨセミテ の 日 記 

Ch5 で スペ ー サ ー ル ー ト を 
選 ふ と 発生 。 サイ コバ ハ ウス クリ 
スマ フス 部屋 、 3 軒 並 び 、 ナイ ト プ 
ラ ネ ッ ト 横 に ある ブル ー の よど 
み を ひこ つ ず つ 取 る と 、 ヨ セミ コッ = た モメ き > : な を そそ トス: に ド 
テ と いう 人 物 が 残し た 3 種類 の kikaigkkeeed 
日 記 を 読む こと が で きる 。 それ 
で れ の 日 記 は ] 度 ず つ し か が 読む ヨセミテ は 元 メ ディ スン マン の 一 員 。 日 


記 に は ユニ バー サル マン の 秘密 な ど が 書 
こ ど は で な し 1。 か れ て いる 。 





タイ ム ト ラ ベル 

CB で ズ スペーサ ザー ルー ト を 
選ば な か っ た 場合 、Ch10 で ノ 
ー ブ ル ロッ ク に 会 っ た あと 、 ス 
ペー サー に チェ ンジ し て メル へ ヘ へ 
ン 村 で タ ト ラ ー の 首 と 会 話 を す 
る と 発生 。 Ch5 時 の サイ コ ハ ウ 
ス の 一 室 に タイ ム ス リ ッ プ 。 コ 9 詳 議 
スマ ス た ちと 会 話 後 、 緑 の 石 を タイ ム ト ラ ベル イベ ント の 最 中 は 、 サイ コ 


ハウ ス の 内 部 か ら ほ か の 場所 へ 移動 する 
入手 する 。 こと は 、 一 切 で き な い 、。 


- 得 1 
系 た 、 で こ に 所 大 有人 3 しい いで 。 





シナ リオ の キー アイ テム で ある 「 白 い 石 」 と 「 縁 の 石 」 の 入手 方 法 と 時 期 を 紹介 する 。 


どちら も 一 度 入 手 す れ ば 失 な うこ と は な い 。 


白い 石 

Ch ら で フ ェ イ ス と の 最初 の 戦 
闘 に 勝利 し て が か が ら 、Ch10 で T 
子 路 の 扉 に 入る まで の あい だ 
に ナー ネス ド に チョ ンジ し て 
忘却 の 海 の ロ ケッ ト 間 陸 地点 に 
ある 岩 の 光 る 部 分 か ら 入 手 す 
る 。 意 陸 地点 に 到達 する まで の 
砂漠 で 、 フェ イス に 出くわす こ い \ 馬 を 入手 し た と き ぎ 、 アー ネス ト は 喜び 


6 、、- の セリ フ を 発する 。 入手 後 、 同 じ 場所 か ら 
と は 避け られ な い の で 妥 注 意 。 は 何 も ァ イィ テ /、 は 出 て こない 。 





縁 の 石 

の 石 の 入手 方 法 は 以下 の 3 
種類 。 Chn5 で コス マス と わか 
れ て か ら 、 Ch10 で T† 字 路 の 扉 
に 入る まで の あい だ に 、19 号 
監 房 の 光る スイ ッ チ を 押し て 有 眠 
る か が 、Ch5 で スペ パー サー ルー ト 
を 選 和 が か 、Ch10 で サイ ドイ ベ 
ント の タイ ム ト ラ ベル を 実行 す すでに 13 号 監 房 で 入手 し て いる と 、 スペ 


和 ー サ ー ル ー ト 、 タイ ム ト ラ ベル で コス マス 
る と コズマ ズ が 決し ん くる 。 に は 会 える が 、 当然 石 は ちら え な い 。 
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| プラ ネッ トラ イカ 」 に は 右 に 記し た 5 
種類 の アイ テム が 存在 する 。 これ ら の ア 
イ テ ム を 使用 する こと に より 、 具体 的 に 
効能 が 得 ら れ た り ま た は 物語 に 奥行 き を 
持た せる こと が で きた り と 、 使い みち は 
実に さま ざま だ 。 サイ コ ド ラ マ RHPG と い 
う 、 心 の 内 面 を 見 つめ 、 旅 す る 本 作 で あ 
る が ゆえ の さながら 一 筋 縄 で は いか な 
い ア イ テ ム 群 と いっ た と ころ か 。 

いずれ の アイ テム も 物語 を 楽し む お に は 
必要 不可 欠 な 存在 で ある こと に は 違い な 
い の で 、 64ー65 ペ ー ジ に 、 必須 アイ テ 
ム を 除く 4 種類 の アイ テム に つい て 詳細 
を 記 9 こ と に し た 。 


種類 の EM で ある 知 悪 、 飲 悪 、 力 悪 の 値 を 変化 させ る アイ テ 
ム 。 いずれ か の 値 を 増やす も の だ け で な く 、 すべ て の 値 を 0 に す 
る も の も ある 。 アー ネス ト に チェ ンジ し て フィ ー ル ド 上 に ある 岩 
の 光る 部 分 を 叩く か 、 Ch4 で ロッ ジ か ら 出 て 以降 3 人 格 の い ず 
れ か に し て ブリ ッ ク ロ ー ド に いる オリ ン ピ ア ら 号 に 話し か ける こと 
で 入手 で きる 。 火星 の 住人 と 会 話 を し て EM を 増やす 手間 が 面 
倒 な と き に 使用 する と 時 間 の 短縮 に な る 。 これ ら は ライ カ の 姿 と 
さ の み 有 効 で 、3 人 格 の 場合 に 使用 し て も 効果 は 得 ら れ な い の 
で 注意 する こと 。 また ゲー ム 中 、 EM 値 は 数 字 で 表示 され る わけ 
で は な い の で 、 革 柄 状態 は マイ ンド スコ ー プ を 見 て 確認 し よう 。 


戦闘 で 減少 し た EM 値 を 回 復 で きる アイ テム 。 3 人 格 い ずれ か 
の 次 の と きのみ 有効 で 、 バト ル 中 に は 使用 で き な い 。 ザコ で あ 
る フェ イス と の 戦闘 が 避け られ ず 、 EM 値 が 減少 し て し まい 、 そ 
の 先 に ポス キャ ラ と の 戦闘 が 待っ て いる 場合 に 、 ボ ス と の 戦闘 
前 に 使用 する と いい 。 アー ネス ト で 白い 石 を 取り に 行く と き に 
も 、 重 玉 する か も し れ な い 。 


砂 の シン バシ ー 

Ch 1 で 度目 に ダミ アヌ ス と 
会 っ た と き に 、 入手 する 。 忘却 
の 海 の 砂漠 (5 ペー ジ 参 照 ) で 
使用 する と 、 ダミ アヌ ス が 現 わ 
れ て 、 シナ リオ 進行 の ヒン ト を 


ダ ミア 居 s 
ララ えて くれ る 。 そ の 内 容 は EM 6 義人 また 2 
に つい て や 15 号 監 房 で の 眠り 


方 な ど に つい て の 解説 で 、 アド ダミ アヌ ス が 話す セリ フ の 内 容 は 7 つ 。 8 
。 ーー > 回 目 以降 は 同じ 内 容 に 戻る 。 
バイ ス に 近い も の だ 。 
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「 赤 い 石 」「 青 い 石 」「 黄 色 い 石 ] と 563 ページ で 入手 方 法 を 紹介 し た 「 白 い 石 」「 緑 の 石 」 
な ど 、 シ ナリ オ を 進行 させ る の に 必ず 入手 し な けれ ば な ら な いも の 。 


「 砂 の シン パシ ー」「 銀 の カプ セル 」 な ど 入 手 し な いと シナ リオ を 進行 させ る こと が で き 
な い 、 必須 アイ テム に 近い も の 。 


9 種類 の EM で ある 知 悪 、 飲 悪 、 力 悪 の 値 を 変化 させ 、 具体 的 に 効能 が 得 ら れる も の 。 


ライ カ の 夢 が つま っ た アイ テム 。 具体 的 な 効能 は 得 ら れず 、 アガ タ の サイ コメ トリ ー 
イベ ント で の み 使 用 可能 な も の 。 


路 人 た ちの 夢 が つま っ た アイ テム 。 具体 的 な 効能 は 得 ら れず 、 アガ タ の サイ コメ トリ ー 
イベ ント で の み 使 用 可能 な も の 。 


効用 

逢 悪 を 増やす 薬 

力 悪 を 増やす 薬 

欲 上 悪 を 増やす 薬 

逢 悪 を か な り 増 や す 

力 悪 を か な り 増 や す 

飲 悪 を か な り 増やす 

心 を ニュ ー ト ラル に する 

感応 中 の 悪 を 増やす 

3 悪い ずれ か を ラン ダム で 増やす 
少量 増加 中 量 増加 大 量 増 加 一 3 悪 す べ て の 値 を 0 に する 


効用 
スペ ー サ ー の EM 値 を 回 復 
アー ネス ト の EM 値 を 回 復 


ヨ ラ ンダ の EM 値 を 回 復 
3 人 格 全 員 の EM 値 を 回 復 
銀 の カプ セル 
ChG で アイ スズ スレ イク の 扉 を 


開け た あと 、 酸素 志 夫 1 号 か ら 
人 人手 す る 。 元々 、 エイ プリ ル の 
持ち 物 で あり 、 五 つ の 預言 を し 
まっ て お く 条 の 役目 を た し て 生生 
いる 。 使用 する と 、 そ れ ま で に 2053 
人 入手 し た 預言 を 読む こと が で き 
る 。 また 後述 する サイ コメ トリ 予言 の 内 容 を じっくり 考え て みた いと き 
に 、 使用 する と いい だ ろう 。 
ー イ ベン ト に も 使用 で きる 。 





酸素 屋 の アカ タ の 部 屋 に ある クリ スタ ル ボ ー ル の 前 で アイ テム を 選び 、 アガ タ に 鑑定 
し て も ら う と 、 アイ テム の 持ち 主 の 秘め られ た 過去 を 見 る こと が で きる 。 サイ コメ トリ ー 
イベ ント は シナ リオ の 進行 と は 一 切 関係 な い が 、 ライ カ や 火星 の 住人 た ちの 過去 の 一 


部 を 知る こと に より 、 スト ー リ ー に 奥行 き を 持た せ て くれ る 。 


ライ カ が 13 号 監 房 で 睡眠 を と っ た と き に 、 入手 で きる 《 ス リー ビン グ ア イ テム )》 を 鑑 
定 し て も ら う と 、 彼 自 身 の 過 去 を 。 酸素 廊 庫 、 処刑 所 、 サイ コ ハ ウ ス 奥 の 部 屋 で 入手 す 
る 《 路 人 アイ テム )》 を 鑑定 し て も ら う と 、 マラ ケシ ュ 、 ブー マー、 クロ ウ の 過去 の 一 部 を 知 
る こと が で きる 。 これ ら の サイ コメ トリ ー で きる アイ テム は 、 鑑定 後に 消失 し て し まう 。 

《 必 須 ア イ テ ム 》 《EM 値 変化 アイ テム 》 《 砂 の シン パシ ー)》 は 鑑定 し て も 消失 し な い が 、 





誰か の 過去 を 知る こと も な い 。《 銀 の カプ セル 》 だ け は 例外 的 な アイ テム で 、 鑑定 し て 


も ら う と エイ プリ ル の 過去 の 一 部 を 知る こと が で き 、 か つ 消 失 す る こと も な い 。 


* ス リー ビ ピング アイ テム は 以下 の 順に 入手 し 鑑定 し て も ら う こと が で きる 。 


ディ セン バー 

ティ セン バー、 春の よう な 12 月 よ 。1 台 の バス が 見 える わ 。 小さ な 男の子 の 手 を 引い た 
5 男の子 は あな た ね 、 あな た と お 母さん よ 、 た り が バス か ら 降 り て くる 。 ポー チ で 
む お か えて いる の は …… お 父さん …… ウラ ジミ ー ル よ 、 あな た の 新しい お 父さん 。 赤ら顔 
な の ね 。 離れ た 窓 に も う ひ と り … これ が セル ゲイ ね 。 じっと あな た た ち を うか が っ て る 
わ 。 彼 は と て も 暗い 目 を し て いる わ 」 


フェ ブラ リー 

「 フ ェ ブ ラリ ー、 凍え る 2 月 ね 。 地下 室 よ 、 あ な た は どう し て か し ら 、 ぴ びしょぬれ に な っ て 必 
る えて いる わ 。 階段 の 上 に 誰か が 立っ て いる 。 声 よ 、 声 が する わ 、 寒い だ ろ 、「 俺 が 暖め 
て や る ぜ 」 こ の 声 の 主 は セル ゲイ ね 。 煙 、 白い 煙 が 見 える …… 火 ? 違う わ 、 あ れ は 火 じ 
ゃ な い 、 真っ 赤 に な っ た 火 か き 棒 よ 。 ああ 、 恐ろし いこ と 、 セル ゲイ は あな た に その 火 か 
き 棒 を 押し 当て て いる の 。 あな た は 気 を 失 な っ て る …… な ん て こと な の ……」 


オー ガス ト 


「 オ ー ガ スト 、 寝付け な い 8 月 の 夜 よ 。 見 えて いる の は キッ チン ね …… フ ライ パン や な べ 


わき に し ゃ が み 込 ん で る 。 な ぐら れ た の ね 、 顔 に 青い あざ が で き て る わ 」 


ジュ ン 

「 ジ ュ ン 、 悲し み の 6 月 よ 。 また キッ チン ね ……: 今 度 は 夜 じ ゃ な いわ ね 、 タ ニア 母さん が 
ひと り …… な ん だ か 考え ご と の 最 中 みた いね …… 独 り 言 よ 、 何 か いっ て る わ …… 口 が 動 
いて る …… あ あ 、 こ れ 以 上 伝わっ て こない わ 」 


「 セ プ テ ン バー は 9 月 、 実り の 時 ね 。 今 ま で と は 違う 感じ ね …… う まく 見 えな いわ 。 ちょ っ 
と 待つ っ て ね …… 夜 の キッ チン ね 。 で も 今度 は 静か ね …… あ な た と タニ ア 母 さん が 見 える 
わ 、 何 か ひそ ひそ 話し 合っ て る …… 何 か 恐ろし いこ と が 起き そう よ 」 


マー チ 
「 マ ー チ は 3 月 、 芽 吹 く 春 ね 。 で も や っ ぱり 様子 が 変 よ 、 こ ん な 風 に な っ た こと は な か っ た 
Make ああ あ 、 真っ 赤 な 六 よ 、 夜 を 染め る 炎 …… バ 火事 み た いね 。 誰か が 叫ん で る …… あ れ 
は 、 ウ ラジ ミー ル ね 、 よほど あわ て て る みた い …… で も ご めん な さい 、 ここ まで し か わか 
ら な いわ 」 


ノ ベ ン バー 

[冷た い 邑 の 朝 、1 1 月 …… 制 服 を 着 た 男 が ふた り 、 ポー チ に いる わ 。 は げ し く ド ア を ノッ 
ク し て る …… 出 て きた の は セル ゲイ よ 。 左右 の 手 が 後 ろ に …… さ っ き の 制 服 の 男 は 警官 
だ っ た の ね 、 セル ゲイ が 連行 され て いく わ 。 そし て 肥 の カー テン が 降り る ……」 


ジャ ニュ アリ ー 
「 ジ ャ ニュ アリ ー、 始ま り の 1 月 よ 。 見 える の は …… あ ああ 、 な まな まし い 暴 力 の あと …… 


ひど いあ りさ まだ わ 、 強盗 が 入っ つた あと みた いね 、 恐ろし いわ 」 


クリ スタ ル ボ ー ル に アガ タ の 顔 が 映り 、 アイ テム の 持ち 主 
が 見 て きた 過去 を 読み あげ る 。 


メイ 

「 メ イ は 5 月 、 光 の 月 ね 。 見 えて いる の は …… さ っ き と 同 じ 、 な ん だ か 様子 が 変 ね 。 あ そ 
こ に いる の は …… た ぶん あな た と タニ ア 母 さん ね 。 と っ て も 遠い 感じ よ 。 部 屋 の な か み 
た いね …… ド クロ ゼット の 前 で あな た と お 母さん 、 誰 の …… あ あ 、 セル ゲイ よ 、 セル ゲイ の 


ジュ ライ 

「 風 が 心地 よい 朝 、 7 月 …… な の に 、 光 は な いわ 。 うっ すら と 人 の 影 、 あれ は ウラ ジミ ー ル 
ね 。 ウラ ジミ ー ル が キッ チン に いる わ 、 しゃがみ 込 ん で る 。 顔色 が さえ な いわ ね 、 土 気色 
よ 。 それ に な ん だ か 苦し そう よ 」 


マラ ケシ ュ フ ラ ワ ー 

「 あ ら 、 こ れ は …… マ ラ ケ シ ュ の アレ ね …… ち ょ っ と 待っ て …… 見 える わ 、 マ ラ ケ シ ュ よ 、 
誰か の あと を …… 見 つか ら な いよ うに し な が ら …… な に し て る の か し ら ね 。 リン ダ よ 、 マ 
ラ ケ シ ュ は リン ダ を さぐっ て る の よ …… 待 っ て …… リ ンダ が 鏡 の 部 屋 か ら 出 て き て 、 壁 の 
前 で な に か や っ て る わ 。 口 が 動い て る 、 壁 に 話し か け て る 、 何かと な えて いる の か し ら 」 


ブー マー スナ イト 

「 あ ら 、 ブー マー の アレ よね …… 少 し 見 えて きた わ …… 変 ね も 、 し ゃ っ くり で も し て る みた い 
に 、 体 が 小寺 ざ み に 動い て る 。 どう し た の か し ら ね 。 ブリ ッ ク ロ ー ド よ ……… 赤 い 家 の 前 に 
ブー マー が いる わ 。 な に や らし きり に 頭 を 動か し て る …… 体 は 相変わらず 小 き ざ み に 上 
下 し て いる わ 。 いつ も の ブー マー じゃ な いみ た いね 」 


クロ ウド リー ム 

[これ は …… ク ロウ の アレ だ わ 、 ずい ぶん と 古 そ う ね 。 さて 何 が 見 える か し ら …… 穴 の な 
か に 何 か あ る わ …… 折 つぼ いも の …… 穴 の 中 に 何 か あ る わ 、 白 つぼ いも の …… い や だ 、 
あれ は 小 猫 よ 、 死ん で る みた いね 。 生き 埋め に し た の ね 、 それ を 掘り 返し て る 。 あれ は ク 
ロウ よ 、 子 供 の 頃 の クロ ウ よ …… 地 下 室 み た いな と ころ よ 、 古び げた コン ロ が 見 える わ 、 上 
に ナベ が 乗っ て る 、 ああ 、 猫 よ 、 さ っ き の 姿 態 が ナベ の 中 に …… あ あ 、 コ ン ロ に 火 が つい 


銀 の カフ セル 

[見 えて きた わ …… 白 い 部 屋 よ …… 少 女 が 見 える わ …… か わい い 少 女 …… あ の 子 、 そう 
よ 、 あ の 子 は エイ プリ ル じ ゃ な い の 、 すご く 似 て いる 、 そっ くり よ 。 と て も 美しい わ 。 歪ん で 
見 える …… こ こ は ど こ か し ら …… 何 か が 光っ て る わ …… 氷 ね 、 ま わり に 氷 が いっ ぱい の と 
ころ に 埋まっ つて た の ね 。 人 が 動く 様子 も 見 える けど …… よ くわ か ら な いわ 。 氷 の な か よ 」 


* 特 殊 ア イ テ ム で ある 砂 の シン パシ ー 和 鑑定 時 の セリ フ も 以下 の も の に な る 。 


「 こ れ は …… あ り ふ れ た も の な の か し ら …… あ な た の 役 に は 立ち そう ね 。 夢 の な か で 何 
か を 手 に 入れ る こと も ある の よ 。 そう いっ た も の は 、 多く の こと を 教え て くれ る の よ 」 
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火星 の 住人 の 大 半 は 心 で 別 の 人 格 を 育て て いる が 、 何ら か の 理 
由 で 、 別 の 人 格 が 表 に 現われ キャ ラク ター を 支配 し て し まう こと 
が ある 。 別 の 人 物 と な っ て し まう と 内 包 す る EM 属 性 が 変化 する 


先生 、 僕 じ ゃ な いん で す 、 


ラプ ミー EM 属 性 : 知 悪 
変貌 前 の 人 格 : ト ミー EM 属 性 : 力 悪 


立派 な 教育 を 受け た と 思わ れる イン テリ だ が 、 ロリ コン 
で 少女 に いた ずら を し た 過去 を 持つ と 思わ れる 。 


変貌 前 の 人 格 : ト ミー 





| 俺 は ゴー ルド マン 、 誰 より も 強い ! 
俺 に 丸 向 か つなご 、 も っ て の ほか が だ 」 


EM 属 性 : 力 悪 


変貌 前 の 人 格 : ゴ ー ル ド  EM 属 性 : 力 悪 

商売 柄 、 客 に 頭 を 下げ な けれ ば な ら な い コ ゴー ルド の 
うっ せき し た 不満 が 生ん だ ヒー ロー キャ ラ ( ? )。 EM 
属性 の 変化 は な い 。 











| 何だ 、 お 前 は ? 

人 大 が 調子 こい て 話し て た の に 」 
EM 属 性 : 力 悪 

変貌 前 の 人 格 : 酸 素 琉 夫 号 

お し ゃ べり で 自分 の 勝手 な 話 ば か り 口 走っ 

て いる が 、 酸素 志 夫 仲間 か ら も 相手 に され 


て いる 気配 は な い 不 幸 な 男 。 人 格 変 容 に 
より 、 力 悪 を 持つ こと に な る 。 


| 俸 は あん た が きら い だ ……。 
初め て 会 うつ やつ な の に な …-」 


EM 属 性 : 力 悪 


変貌 前 の 人 格 : マラケシュ 属性 : 谷 悪 
ケン カ っ 早く 、 人 を 殴り た い 気 持ち を すぐ 
に 表す 傍 若 無人 な 男 だ が 、 似 あ お わな い 八 
ー ド ボイル ド を 気 取っ た り も する 。 
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僕 は 眠 つ て こい まし た 、 少 し も ウソ で は あり ませ ん 」 説い カキ 爪 で ひと 結 ぎ だ ] 


| ここ は サイ テー よ 、 
どい つも こい つも 、 つ そつ き ば っ か で 」 


EM 属 性 : 飲 悪 


EM 属 性 : 力 悪 
知識 へ の 憧れ を 、 膳 面 な く 口 に する 不細工 な オカ マ 。 トミ 
ー が 酔い つぶ れる と 表面 に 現われ る よう だ 。 


場合 が ある の で 、 EM 摂 取 の 際 に は 注意 せ ね ば な ら な い 。 ご こ で 
は 変貌 する キャ ラク ター を EM 属 性 と あわ せ て 全員 紹介 する の 
で 、 胃 キャ ラク ター デー タ と し て 役立て て ほし い 。 


| 死 の 世界 か ら 使 い が や っ て くる ん だ 。 








ワ プイ リア ム 、  EM 属 性: 知 悪 


変貌 前 の 人 格 : ブ ー マ ー  EM 属 性 : 力 悪 

意外 な 野心 家 で 、 五 つ の 預言 を 得る の は 目 
分 で ある と 密か に 確信 し て いる らし い が 、 そ 
れ は 上 自己 評価 の 甘 さ だ ろう っ 。 





| 何 よ ! 
また あの で し ゃ ば り 女 が し ゃ し ゃ り 出 て きた の ? 


プ ェ ロニ アカ EM 必 性. 知 加 


変貌 前 の 人 格 : フェ イ EM 属 性 : 飲 悪 
フェ イ の 体 を 奪う こと が 正当 な 行為 で ある と 信じ る 気 の 強い 
女性 。 フェ ィ イ の 野心 を 阻止 し た い 気 持ち が ある の か は 不明 。 4 と 





| つつ つ つ 、 や め て くれ ! 
僕 は た だ つぐ な いた い だ け な の に |! 」 
リ / パ ーー EM 属 性 : 知 悪 


変 貌 前 の 人 格 : リ トル EM 属 性 : 力 悪 
良心 の 小さ な 塊 で あり 、 ラ イカ と ガリ ル を 対面 さ 
せる 重要 な キャ ラク ター で ある が 、 3 人格 に 猛省 
を 促す 厳し い 一 面 も ある 。 





| これ で も 私 な り の 理解 が あっ て ね 。 

去 来 し た イメ ー ジ を 思 愛 に 変 ズ て て いた の だ 」 
トー マス ELM 由 性 : 知 如 

変貌 前 の 人 格 : リ ンダ 属性 : 欲 悪 


クー ル で 常に 何 か 考 察し に いる 、 学 者 肌 の 意外 な 好人 
物 。 人 付き 合い が 不得 意 そ うな 面 は ご 愛 婚 と も いえ る 。 





| あら 、 初め て の 方 ? 
私 は スバ ー キ ー、 ち ょ っ と 派手 な いい や つよ 」 


EM 属 性 : 飲 悪 


変貌 前 の 人 格 : マ ウン テン 属性 : 知 悪 

ラテ ン の 香り が 漂う コロ ニー で は 異色 の 人 物 。 陽気 で 誰 と で 
も 親しく な ろう と する 。 だ か ら と いっ て 彼 と 特別 親しく な る 機 
会 は な い が 。 





プラ ネッ トラ イカ 理解 へ の 手引 き 


プラ ネッ トラ イカ 」 と いう 物語 は 、 決し て わか りや すい も の で は な い 。 むし ろ 、 我々 を 困惑 
させ る ほど に 、 思わ せ ぶ り で 難解 だ と すら 言え る 。 し か し 、 早 解き に 急ぐ あま り 、「 プラ ネッ 
トラ イカ に 散り ば め ら れ た 数 々 の 高 意 を 見 落と し て し まう の は あま り に も 惜しい 。 この へ 
ー ジ は 、 より 深く | プラ ネッ トラ イカ 」 の 世界 に 陶酔 する た め の 手 引き 書 で ある 。 


| エス: エフ | 


SF と し て の | プラ ネッ トラ イカ 」、 
ある い は | プラ ネッ トラ イカ ]」 の 外 宇 宙 と 内 宇宙 


火星 を 舞台 と し 、 レト ロフ ュー チャ ー 的 な 設定 を 積極 的 に 導入 し た 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」。 一 見 し た か ぎり で は 、 海外 の バル ブ プ SF 雑誌 的 な 
狼 雑 感 で いっ ぱい だ が 、 本 作 の テー マ は 実は 内 的 宇宙 (イン ナー スベ ペ ー ス ) を 探る 旅 。 スペ ー ス オペ ラ か ら 、 ニュ ー ウ ェ ー ブ SF まで を 含 
む 、 雑食 性 溢れ る 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 外 宇 宙 と 内 宇宙 を 探る 。 





マー ス ・ バ パス ファ イン ダー の 次 星 軟 着陸 の 成功 は 、1976 年 の バイ キン グ 1・ 
ど 号 以来 ら 1 年 ぷり 。 多く の データ を 収集 し 地球 へ と 送信 し 続け た が 、 1998 
年 3 月 10 日 NASA ジ ェ ッ ト 推 進 研 究 所 (JPL) は 、 マー ス ・ バ ス フ ァ イン ダー の 
[死亡 」 を 宣言 。 次 星 の 夜 の 冷え 込み に よる 、 小型 ロボ ッ ト 探 査 車 ソ ジャ ー ナ 
ー の バッ テリ ー 切 れ が 原因 と され て いる 。 し か し 、 それ で も 研究 者 ら は ソ ジ ャ 
ー ナ ー が 観測 を 続け て いる か も し れ な い 可 能 性 を 、 ま だ 捨て て は いな い 。 


85eAWZ タ Ai 衣 ま : 1 火星 へ の 道 」 


“ 「 ガ リヴ ァ ー 旅 行 記 } や ロー ウェ ル の 火星 運 
シン そ 。 河 説 、 ウ ェ ル ズ の 「 宇 宙 戦 争 」 か ら 最新 火星 
ン い YY 。 情報 まで 、 神 話 と 小説 と 科学 的 解説 と イラ 

スト に よる 児童 向け の 火星 本 。 児童 向け と 
は いえ な か な か が 傷 れ ず 、 実は 装 帆 挿画 を 
-。 担当 し た の は 『 火 星 の プ リン セス 』 で お 馴 
染み の イラ スト レー ター 武部 本 一 郎 と いう 
徹底 点 り で ある 。 


「 火 星 年 代 記 | 





火星 人 の 方 法 





ik) 


| 火星 の 夏 」 [火星 人 の 方 法 」 


Plamet Laika page GS / 


太陽 系 第 4 番目 の 惑星 、 火星 。 生命 体 の 存在 の 可能 性 に つい 
て 常に 期待 を 寄せ られ 、 多く の SF 作家 に その 物語 の 舞台 と し て 
取り 上 げ ら れ て きた 、 地球 に と っ て 最も 馴染 み 深 い 星 。 | 旧 ソ 連 
の マー ス (Mars) 計画 や フォ ボス (Phobos) 計画 、 米国 の マリ 
ナー(Mariner) 計画 や ヴァ イキ ング (Viking) 計 画 な ど 、 長年 に 
渡り 各国 の 探査 機 に よっ て 調べ られ て きた 。“mars" と は ロー マ 
の 戦 の 神 マ ルス に 由来 し 、 その 赤い 色 は 土壌 に 含ま れる 酸化 鉄 
の せい で ある 。 

0 年 代 後半 は 、 火星 探査 が 盛り 上 が り を 見 せ 、 ちょ っ と し た 
社会 的 ブー ム と な っ た 。1996 年 に は NASA が 火星 陣 石 か ら 火 
星 に 生命 が 存在 し た 痕跡 を 発見 し た と 発表 し 大 き な 話 題 と な っ 
た し 、 198987 年 の アメ リカ 独立 記 管 日 (7 月 4 日 ) に 火星 に 到着 し 
た 探査 機 「 マ ー ス ・ パ ス フ ァ イン ダー」 は 、 多く の 足 重 な 情報 を 
持ち か えっ た 。 この 時 期 に 出版 され た 多く の 火星 探査 関連 書籍 
は 、 も ちろ ん | プラ ネッ トラ イカ 」 の 制作 に 当たっ て の か っ こう の 
資料 と な っ て いる 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 は 、 ベク トル は 違え ど 、 こ 
の 何 度 目 か の 火星 ブー ム の 一 端 に 位置 する ゲー ム と 言え る の 
か も し れ な い 。 


[火星 は すご く 距 離 感 と し て いい ん じゃ な いか っ て 」 
(木村 ) 





「 こ の ゲー ム は [今度 は 火星 だ !」 つ て いう ノリ で や ろう と 考え て い 
まし た 。 前 作 [ ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 の 舞台 は 香港 だ っ た 。 それ で 、 
| 香港 と 同じ よう な 何 か が 待ち か まえ て いる 感じ の 場所 が . も し か 
し た ら 火 星 に も ある ん じゃ な いか ? 」 と いう 気 が し て いて ……。 た 
と えば 月 な ん て と っ くに 解明 され て る し 、 も っ と 遠い 惑星 に 行っ ち 
ゃ うと 、 すこ ご こく SF チッ ク に な り ま す 。 だ か ら 火 星 は すご こく 距離 感 と 
し て いい ん じゃ な いか っ て 」 (木村) 


現在 まで に 書か れ た 火星 を 舞台 と し た SF 小説 は 膨大 な 数 に 
の ぼり 、 タイ トル に 「 火 星 」 と 名 の つく も の だ け を 抜き 出す だ け 
で も 十分 で ある 。 古く は エド ガー・ ラ イス ・ バ ロー ズ の 「 火 星 の 
プリ ン セ ス 』」、 アー サー・C・ ク ラー ク の 「 火 星 の 砂 」、 レイ ・ ブ ラッ 
ド ベ リ の 「 火 星 年 代 記 」、 フィ リッ プ ・K・ デ ィ ッ ク の 「 火 星 の タ イム 
スリ ッ プ 」、 フレ ドリ ッ ク ・ ブ ラウ ン の 「 火 星人 ゴー ホー ム 」、 キ 
た: ズ スタ シリ ー ロビ シス ジ シ の [レッ ド ・ マ ー ズ スズ 」 グレ ッ グ ・ ペア 
の | 火星 転移 」 な ど な ど ……-。 


赤い 色 が 人 を 狂わ せる の か 、 火星 は 多く の 人 々 の 妄想 を 挿 き 
立て る 惑星 の よう で あり 、 だ か ら こ そこ の よう に 多く の 作品 の 舞 
台 と し て 選ば れる の で あろ うっ う 。 古く は 天文 学者 パー シヴァ ル ・ ロ 
ー ウ ェ ル の 唱え た 「 火 星 の 運河 ] や 、H・G・ ウ ェ ル ズ の 「 宇 宙 戦 争 」 
を オー ソン ・ ウ ェ ル ズ が フィ クシ ョ ン で ある こと を 断ら ず に 演出 
し パニ ッ ク を 招い た ラジ オ 放 送 版 、 オ カル ト 誌 な ど で 有 名 な 
1976 年 NASA の 火星 探査 機 ヴ アイ キン グ 1 号 が 火星 表面 上 で 
撮影 し た 「 火 星 の 人 面 岩 」 な ど 、 火星 に まつ わる 嘘 ・ 妄 想 ・ 誤 解 は 
あと を 絶た た な い 。 

火星 に つい て の 集団 幻想 的 な いか が わし い イ メー ジ は 、 多く 
の 創作 者 を 刺激 し 続け てき た 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 も また 、 人 々 
が 漠然 と 持っ つて いる 怪し げ な 火星 へ の イメ ー ジ を リサ イク ル し 、 
さら に 押し 広げ た ゲー ム で ある 。 


「 火 星 と いう 起爆 剤 だ け こ っ ち が 与 えて や れ ば 、 多分 
勝手 に 想像 し て くれ る と こ が 大 きい ん じゃ な いか な 」 
(木村 ) 





二 連 k 

h で で CZ ず 
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「 み ん な 火星 を 知っ て る ん で す よ 。 近所 っ つて いう が , 香港 な ん か も 
行っ た こと な く て も 、 だ いた い の 日 本 人 は 同じ アジ ア 圏 と いう こ 
と で イメ ー ジ で 知っ て ます よね 。 火星 も 一 緒 で 、 誰 も 行っ た こと な 
いん だ けど 、| 知 っ て る 」 つ て いう 印象 が ある 。| 宇宙 人 いる ん で し ょ 」 
っ て 、 みん な タコ みた いな 宇宙 人 を 描く 」( 井 上 ) 

「 世 の 中 に 火星 に 対す る イメ ー ジ の ソー ス が ある だ ろう っ て 思っ て 
いる 。 だ か ら 、 世の中 の 人 が 持っ て いる イメ ー ジ を うま く 使 っ て 世 
界 観 を 作れ れ ば 、 深い と ころ が 作れ る ん じゃ な いか が と 。 作り 方 は 
「 ク ー ロ ン 」 と まっ た く 同 じ で す よ ね 。 香港 や 火星 と いう 、 すでに あ 
る 物 を 使っ て や っ て る と いう 。 火星 と いう 起爆 剤 だ け こ っ ちか が 与 
えて や れ ば 、 多分 勝手 に (プレ イヤ ー が ) 想像 し て くれ る と こ が 大 
きい ん じゃ な いか な 、 つて いう 読み が あっ た 」( 木 村 ) 


アジ ア 的 電脳 世界 を 濃密 に 描い た 前 作 [ ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 
か ら 一 転 、 あ えて 古典 的 に 未知 な る 火星 世界 を 描い た | ブラ ネ 
ッ ト ラ イカ 」 だ が 、 火星 の 地球 化 ( テ ラフ ォ ー ミ ング ) や 知 的 生命 
の 存在 の 可能 性 と いう 火星 を 舞台 と し た 物語 の 普遍 的 テー マ 
は 、 こ の 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 で は さほど 重要 な 要素 で は な く な っ 
て いる こと に 注目 し た い 。 多く の 物語 の 主人 公 た ち が 次 星 を 探 
衣 す る の に 対し て 、 恐らく ライ カ は 探査 し た の で は な く 、 火星 に 
控 信 され た だ け な の だ 。 

SF と は 、 サイ エン ス ・ フ ィ ク ショ ン (科学 小 説 ) の 略 と も スペ キ 
ュ レ イ テ ィ ヴ ・ フ ィ ク ショ ン ( 思 弁 小説 ) の 略 と も 言わ れる が 、「 プ 
ラ ネ ッ トラ イカ 」 に は SF で は な い 別 の 新しい 呼び 名 が 必要 な の 
か が も し れ な い 。 


「SF っ て いう が まあ 、 訓 話 な ん で すけ ど ね 」( 木 村 ) 


「 火 星 っ て 富 話 的 と いう か 、 カテ ゴリ ー を いろ いろ 作れ ぞ そう な 究 囲 
気 を 持っ て ます よね 。 惑星 っ て 惑わ す 星 っ て 書く わけ で すけ ど 、 火 
星 っ て そう いう 人 の 心 に 作用 する よう な 設定 が すん な り ハ マ る 気 
が し た ん で す 。 舞台 が 火星 だ と いう こと で 、 空気 が な いと か 、 現実 
の 要素 が ファ クタ ー に な っ つて 物語 の 中 に 入 つ た り し て る けど も 、 星 
が 邪悪 な 意思 を 持っ て る みた いな 設定 は あま りな か っ た 。 SF っ 
て いう か まあ 、 つま り 融 話 な ん で すけ ど ね 」( 木 村 ) 














「 レ ッ ド ・ マ ー ズ ス 」 (上 ・ 下 ) 


| 火星 転移 」 (上 ・ 下 ) 


SF ほど 、 火星 と いう 名 の 付く タイ トル を 持つ 作品 が 多い ジャ ン ル は な い だ 
ろう 。 古典 か ら 比 較 的 最近 の 作品 まで 、 幻想 的 な 作品 か ら ハ ー ド SF まで 、 い 
くつ か あげ て みた が 、 これ は ご く ご く 一 部 。 これ に さら に 映像 作品 を 加え て 
し まう と 、『 次 星 旅 行 』『 火 星 地 球 を 攻撃 す 』『 凸 凹 火 星 探検 』「 火 星 探検 』「 沈 怖 
の 火星 探検 』『 火 星人 地球 大 襲撃 』「 マ ー ズ ・ ア タッ ク 』…… と いつ ふつ に きり 
が な く な る か ら 大 変 で ある 。 この よう に !『 ブ プラ ネッ トラ イカ 』 は 、 膨大 な 火星 
作品 の イメ ー ジ ソー ス の 上 に 成り 立っ て いる 。 
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っ ooosos 還 次 時 | 潮 る 4 罰 的 妄想 な 皇 層 
②③ と し て の 導入 し て いる 『 プ ラ ネ ッ トラ 
上 イカ 」 は 、 意図 的 で ある 記 ん オカ ル 
ト で は 決し て な い が 、 か と 言っ て 純 
粋 な SF と も また 異な る 。 図版 は 火 
星 探査 の 盛り 上 が り と 時 期 を 近く し 
て 展開 され た 、 火星 に 封印 され た 太 
_ 陽 系 超 文明 に つい て の 雑誌 特集 。 
現代 に お いて も 火星 幻想 (妄想 ) は 
健在 と いう こと か 。 
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(伝道 の 書 に 捧げ る 次 薇 」 [沈黙 の 惑星 を 離れ て 」 





科学 主義 に 囚われ る こと な く 、 幻想 的 な 異 世界 と し て 自由 に 火星 を 摺 いた 代表 
的 な 2 作品 『 伝 道 の 書 に 捧げ る 薔薇 】} は 、 詩 人 ガリ ンジ ャ ー を 主人 公 と し た 宗 
的 な 中 編 。 滅 ビ し て いこ うと する 火星 人 の 次 を 詩 的 に 美しく 描い た 。 また 『 沈 黙 
の 惑星 を 離れ て 」 も 、 同じ く 異 世界 描写 の 卓越 し た 特異 な 作品 。 ここ で 描か れ 
る 火星 は "マラ カン ドラ "と 呼ば れ 、 その 生態 系 は あま り に も 常軌 を 人 逸し に いる 。 
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Sputnik 


CARRIER 
eg コ 6 


ョ | Sputnikl| 





Retriever Rocket 





ノスタルジック な ロケ ッ ト と 人 工 衛星 の プラ モデ ル 。 これ は 当時 の も の で は 
な く 、 区 料 と し て 買い 直し た も の 。 非 国 産 の プラ モデ ル に は 、 何と も 言え な 
い 味 わい が ある 。 この ブラ モデ ル が 完成 され て いな い 理 由 は 、 パー ツ が ま 
と も に そろ っ て な か つっ た ら か ら だ そう だ が 、 ま あ 、 そ うい うこ と も ある だ ろう 。 
組立 説明 書 な どの デザ イン も 、 国内 品 に は 無い 独自 の 雰囲気 が ある 。 


スプ ー ト ニク CTI y THMK」 








195/ 年 、 世界 最初 の 人 工 衛星 「 ス プー トニ ク 1 号 ] が アメ リカ に 先駆 け て ソ 
ビエ ト か ら 打 ち 上 げ ら れ た 。 これ は 、 宇宙 服 に 身 を 包ん だ ライ カ 犬 な どの 買 
重 な 図版 と 文章 に よっ て 構成 され た 「 ス プー トニ ク 号 」 に 関す る 本 。『 プ ラ ネ ッ 
トラ イカ 」 と いつ タイ トル は 、 有人 宇宙 飛行 に 先立っ て 初め て 人 工 衛星 に 乗っ 
た ライ カ 大 に 由来 する 。 また 、 ラッ セ ・ ハ ルス トレ ム 和 監督 作 品 で ある 映画 「 マ 
イラ イフ ・ ア スズ ス ・ ア ・ ド ッ グ 」(1985 年 ) で は 、 か つて 宇宙 に 打ち 上 げ ら れ た ラ 
イカ 大 の こと を 思い 浮か べ る 健気 な 少年 の 容 が 描写 され た 。 
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ゲー ム 中 繰り 返し フラ ッシュ バッ ク す る 登場 人 物 の 少年 期 の 
記憶 (トラ ウマ ) で は な い が 、「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 古き 良き 火星 
の イメ ー ジ に は 、 制作 者 の 少年 期 の SF 体験 が 確実 に 反映 され 
て いる 。 一 見 する と 楽観 的 未来 の よう に 見 える 「 プ ラ ネ ッ トラ イ 
力 」 の 世界 だ が 、 し か し 一 歩 定 を 踏み 人 れれ ば 、 そこ が 荒廃 し 病 
ん だ 世界 だ と 穫 付 か され る 。 

少年 漫画 雑誌 ひ の カ ラー ペー ジ で 展開 され た 、 バラ 色 の 未来 、 
原子 力 の 夢 。 少年 期 に お ける 未来 へ の 憧れ と や が て 知る 科学 へ 
の 失望 が 、| ブ プラ ネッ トラ イカ 」 に は 色濃く 反映 べ れ て いる 。 


「 明 る い 未 来 感 に つい て 一 度 ト ー ン ダウ ン し まし た 」 
(木村 ) 







人 wp 8 
人 







「 僕 は ね え 、 基本 的 に SF ファ ン じ ゃ な いん で すけ ど 、 小学 生 の と 
き で す よ 。 星 新 一 さ ん の 小説 は ずっ と 読ん を で た ん で 。 ああ いう 身 
近 な も の が SF だ と 思っ て た ん で す 。 僕 は あれ が 基本 に ある 。 不 
楽 理 劇 的 な 要素 が 入っ て いて 、 お 話 が 現実 か ら そ ん な に 飛躍 し 
て な いん で す よ ね 。 だ か ら 、 や は り 未 来 は あつ けら か ん と 明る い 
みた いな 気 は し て いま す 。 子供 の 科学 と か 、 読ん を で まし た ね 。 原 
子 力 っ て 末 来 の 夢 の エ ネル ギー っ て 言わ れ て いて 。 その へ ん の 
洗 脂 を 受け て ます か ら ね 。 だ か ら タ ダメ だ っ て わか っ て いて も 、 ロ 
ン ア の 原子 力 発電 所 の イメ ー ジ と か 、 な ん か か っ こい い 物 だ と 思 
っ ちゃ う 。 その 当時 の ノリ が まん ま 残 っ て る ん で 。 で も 、 物心 つい 
て くる ころ に 公害 の 問題 と か で 、 明る い 未 来 感 に つい て 一 度 トー 
ンタ ダウ ン し まし た けど 」 (木村 ) 


宇宙 大 作戦 (スタ ー ト レッ ク )」 や 「 宇 宙 家 族 ロ ビン ソン 」、 
1 サン ダー バー ド 」 に 代表 され る ゲー リー・ ア ンダ ー ソ ン に よる 
ITC 社 の 諸 作品 な ど 、 60 年 代 か ら 70 年 代 に か け て 制作 され た 
海外 SF ドラ マ に は 、 共通 する 味わい が ある 。 た と えば それ は 、 
比較 的 安 っ ぼ く 作 られ た セッ ト で あり 、 カラ フル な ファ ッ シ ョ ン 
で あり 、 何と な く リ ラッ クス し て いる 登場 人 物 た ち で あり 、 より 
絢 枠 で 伸び や か な 宇宙 へ の そし て 科学 へ の 憧れ で あろ う 。 

一 見 チー プ に 見 える それ ら の 作品 は 、 現代 に お いて も な ぜ 
か が 色あせ る こと な く 、 私 た ちの 胸 を 打つ 。 海外 SF ドラ マ を 幼 
少 の ころ 味わい つく し た 人 間 に よ っ て 作ら れ た 「 プ ラ ネ ッ トラ 
イカ 」 は 、 設定 の 級 密 さ 、 作り 手 の 愛 情 、 ス レ て な い 感 覚 な ど 、 
その 時 代 だ けが 持ち 得 て い た 微妙 な 空気 感 を 、 どう や ら 受 け 継 
ご うと し た らし い 。 





| スタ ー ト レッ ク 」 の セッ ト 然 と し た 雰囲気 が すご く 
いい ん で す よ 」( 井 上 ) 


「 チ ー プ な 作品 で 参考 に し た の は 、 や は り 「 ス ター トレ ッ ク 」 と か 宇 
宙 家 族 ロ ビン ソン 」 と か , 「 謎 の 円 盤 UFO」 と か が リア ル タ イ ム で す 
ね 、 だ いた い 。「 スペース 1999 と が か が 。|「UFO」 は 僕 1 回 も 欠か さ 
ず 全 部 見 まし た 。 義務 感 の よう に 。 や っ ぱ 、 今 だ か ら ご こそ 言え る 
ん だ けど 、「 ス ター トレ ッ ク 」 の セッ ト 然 と し た 宿 囲 気 が すご こく いい 
ん で す よ 。 いく ら 金 か け て すご い 物 作る より も 、 ある 程度 ガタ カタ 
揺れ そう な 感じ の で すね 。 そこ が すご いな っ て 。 設定 が そこ に 入 
り 込ん を で る か ら 、 その チー プ さ が 気 に な ら な いん で す よ 」( 井 上 ) 
「 そ う で すね 、 だ か ら 洞 窟 と か 入っ て も 、 床 ス タ ジ オ だ つっ た りす る 
じゃ な いで すか 。 あれ が いい 。 だ か ら 逆 に 映画 に な っ て も ね 、 あ 
ん まり 感動 し な いで す よ ね 、」 ス タート レッ ク 」 つて ( 笑 )」( 木 村 ) 


流線型 の 車 、 飛行 機 、 宇宙 船 、 毒々 し く 描か れ た 実 星人 、 輔 つ 
か 状 の 光線 を 放つ レイ ・ ガ ン ……。 30 年 代 、 40 年 代 の 科学 誌 
や 海外 の パル プ SF 誌 の 表紙 な ど に 主 に 見 られ る ノ ス タ ル ジ ッ 
ク な 未来 観 は 、 現代 に お いて は 「 懐かしき 未来 」 と いう 矛盾 を は 
らん で 我々 の 目 に 映る が 、 これ は 、 善 と 悪 、 光 と 影 、 妄想 と 現実 
と いう 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 二 面 性 に 相応 し い 気 も する 。 

「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 に 多大 な 影響 を 与え て いる サイ バー バ 
ンク を 代表 する 作家 ウィ リア ム ・ ギ ブス ン の 初期 短編 「 ガ ー ン ズ 
バッ ク 連 続 体 ] で は 、 80 年 代 の 世界 に 生き る カメ ラマ ン の 主人 
公 が 、 ヒ ュー ゴー・ ガ ー ン ズバ ッ ク の 科学 雑誌 に 出 て くる よう つ な 
流線型 の レト ロ な 世界 を 目撃 し て し まう と いう 不思議 な 物語 が 
描か れ た が 、「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 か ら 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 へ の 
一 見 退行 と も 思え る 変化 は 、 も し か する と 、 それ に 共通 する 部 
分 が ある の か も 知れ な い 。 

し か し 、「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 に 見 られ る デザ イン を 、 文脈 を 辿 
っ て 検証 する こと は も は や 不可 能 だ 。198 世 紀 末 か ら 50 年 代 に 
至る モダ ン デ ザイ ン だ け で な く 、 バロック 、 サイ ケ テ リ ッ ク 、 シュ 
ー ル リア リス ム ま で が 複雑 に 混じり 合っ て し まっ た 世 究 は 、 も は 
や 収集 が つか な い の だ か ら 。 


「「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト と 繋が っ て いる の は 、「 曲 げ て 
解釈 し て や ろう 」 っ て いう 気持 ち が あ る こと か な 」 
(井上 ) 





「 モ ダン デザ イン は ね 、 難し か っ た で すね 、 や つば り 。 CG っ て きれ 
いじ ゃ な いで すか 。 で も 、 きれ いな CG っ て ダメ じゃ な いで すか が 。 
汚し 入れ る と モダ ン じ ゃ な く な る し 。 コン クリ ー ト 打ち っ ぱな し も 
CG で 作る と 、 きれ いか 汚れ た 壁 か の と っ ちか に し か な ら な いん 
で す よ (木村 ) 
「 最 初 の 方 と 後半 で グラ フィ ックス の 印象 が 少し ずつ 変わ っ て き て 
る ん で すけ ど 、 最初 の 方 は 模索 し て ます ね 。 や っ ぱ 難 し か っ た ん 
で 。 モダ ン っ て すご い シ ンプ ブル で 強い 形 を し て いる の で 、 モチ ー フ 
と し て いじ る っ て いう の は すご い 往 妙 な バラ ンス で や ん な いと 。 
ライ カ 」 の 世界 に その まま 落と し 込む の は 難し か っ た で すね 。「 ク 
ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 と 繋が っ て いる の は 、「 曲 げ て 解釈 し て や ろう 」 っ 
て いう 気持 ち が あ る こと か な 」( 井 上 ) 








STAR TREK 
Sketchbook THE ORIGINAL SERIES 


TNG( ス ター トレ ッ ク ・ ネ クス ト ・ ジ ェ ネ レー ショ ン ) 世代 に は 、 ほとんど 別 物 
に 思え る か も し れ な い 元 祖 『 宇 宙 大 作戦 (スタ ー ト レッ ク )』 の 資料 本 。『 字 宙 
大 作戦 』 は 1966 年 か ら 69 年 に か け て 放映 され 、 後 に 劇場 版 や TNG、 ティ 
ー プ ・ ス ペー ス ・ ナ イン な ど へ と 発展 する こと に な っ た 、 革新 的 な テレ ビシ リ 
ー ス 。 ジー シャ ロッ テン ババ りー の ジロ リロ デ ロー ズ の も と ハー アジ) と は 太 ウ や 
シオ ドア ・ ス ター ジョ ン ら 、 多く の SF 作家 が 脚本 を 書い た 。 美術 セッ ト の 書 
きき 割り 感 は 、『 プ ラ ネ ッ トラ イカ 』 に 共通 し て いる 
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SixtieS deSign 


井上 氏 が 参考 に し た と いう 、 60 年 代 の イン テリ アテ デザ イン を 中 心 に 扱っ た 
本 。『 プ ラ ネ ッ トラ イカ の 至る 所 に 見 られ る 、| ラ ウン ジ 」 な テイ スト は この よ 
うな 資料 か ら の サン プリ ング に よる も の が 多く 、 ゲー ム 中 酷似 し た イメ ー ジ 
が いく つも 発見 で きる 。 この よう な 只 体 性 を 伴う モチ ー フ は 、 いわ ば | プラ 
ネッ トラ イカ ! の 陽 の 側面 で あり 、 対 と な る 陰 の 側面 と し て は 後述 する より 悪 
夢 的 ヴィ ジョ ン が 採用 され て いる . 
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STANLEY KUBRICK て OLLECTION 


|2001 年 宇宙 の 旅 」 





宇宙 を 舞台 と する SF 映画 で 、 初めて リア ル な ビジ ュ ア ル へ の アプ ロー チ を 
見 せ た 作 品 。 その 一 方 で 、 神 ( ら し きも の ) の 存在 を 宇宙 に 見 出す 哲学 的 な 
内 容 、 終 龍 の シュ ー ル な 展開 と 抽象 的 な 映像 は 、 時 代 背 景 を 考え て も 、 明 ら 
か に サイ ケ テ デリ ッ ク 文 化 の 一 端 に 位置 し こい る と いえ る 。 原作 は 、 アー サ 
ea ルン ニッ 


禁断 の 惑星 . 





一 般 的 に は 古典 的 な SF 映画 と 位置 づけ られ 、 実際 、 古き よき SF の ビジ ュ ア 
ル ・ イ メー ジ を 代表 する 作品 だ が 、 その スト ー リ ー か ら は 、 狂気 の 匂い を 色 
濃く 感じ と る こと も で きる 。 レト ロ ・ フ ュー チャ ー と いう 側面 か ら 見 れ ば 、[ ラ 
イカ 」 に 写 え た 影響 も 大 きい 。 





ヒッ ピー た ちの 聖典 と な っ た 、 一 種 伝 説 
的 な SF 作品 。 宇宙 に 「 神 」 も し く は [真理 | 
らし きも の の 存在 を 見 、 そ こ か ら 来 た 者 
が 、 民族 学 で いう 「 ま れ び と 」 と し て 崇め 
られ る 、 と いう 、 幾度 と な く 繰 り 返 され た 
モチ ー フ の 原型 。 ガリ ル 大 佐 に は 、 こ の 
小説 の 主人 公 を 想起 させ る 面 が ある 。 





今 な お 、 ロ ッ ク シ ー ン の 最前 線 
で 活躍 する デヴィ ッ ド ・ ボ ウイ だ 
が 、 70 年 代 の グラ ム 時 代 、『 異 
星 の 客 』 の 主人 公 を モチ ー フ に 
し た キャ ラク ター、 |! ジ ギ ー・ ス タ 
ー ダ スト 客演 じ る と いう 手法 で 、 
ー 世 を 風 騰 し た 。 写真 で は 裸 だ 
が 、 や ま も と 寛斎 の 手 に な る 未 
来 的 な 衣装 、 奇抜 な メイ ク は 、 
グラ ムロ ッ ク の ムー ブ メ ント を 
代表 する ビジ ュ ア ル と し て 人 々 
の 記憶 に 残っ て いる 。 
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スベ ペー スシ ャ トル の 航行 は すでに 当たり 前 の も の と な り 、 
NASA は 、 つい に 宇宙 ステ ーション の 建設 計画 を 始動 し た 。 人 気 
映画 「 ス ター ウォ ー ズ 」 の な か で は 、 実 写 と 見 まで う リ アル な 宇宙 
空間 を 、 ヒー ロー た ち が 我 が 庭 の ご と く 駆 け 回 っ て いる 。 そん な 
時 代 に あっ て 、 我々 は 、 未知 の 暗黒 空間 と し て の 宇宙 に 対す る 根 
元 的 な 異 れ を 、 忘れ か け て いる 。 

地球 を 訪 む 宇宙 全体 を 科学 的 に 捉え る 認識 が 一 般 に 定着 し た 
の は 、 そう 古い こと で は な い 。1 7 世紀 、 ガリ レオ が 天動説 を 唱え 
て 宗教 裁判 に か けら れ た こと で も わか る よう に 、 西 欧文 化 の 根幹 
を 成す キリ スト 教 の 世界 観 は 、 科学 的 な 現実 を そう や す や す と 受 
け 人 れ は し な い 。 日 本 人 に は わか り に くい 感覚 だ が 、 キリ スト 教 世 
條 の 人 々 の 心 の な か に は 、 今 で も 「 神 の 領域 | を 侵犯 する こと に 
対す る 無意識 の 胃 れ が 沈殿 し て いる の だ 。 そし て 、 宗教 SF は 、 こ 
うし た 背景 か ら 生ま れ て きた 。 

示 教 SF が も っ と も 好 ん で 書か れ た の は 、 60 年 代 、 いわ ゆる ニ 
ュー ウェ ー ブ SF の 時 代 で ある 。 宗教 的 な モチ ー フ の 多用 で 知ら 
れ た 当時 の 作家 に 、P・J・ フ ァ ー マ ー、 H・ シ ル ヴ ァ ー バ ー グ ら が 
いた が 、 当時 の 英 米 ( 特 に アメ リカ ) に お いて は 、 一 線 級 SF 作 家 
で 、 宗教 的 な モチ ー フ を 取り 上 げた こと の な い 作 家 の 方 が 少な 
いく らい だ ろう 。「 外 宇宙 を モチ ー フ に 内 宇宙 を 描く 」 こ と を 志向 
し た ニュ ー ウ ェ ー ブ SF に と っ て 、 それ は 必然 と も いえ る テー マ だ 
っ た 。 言い 方 を 変え る な ら 、 キリ スト 教 的 世界 観 と SF 的 な 「 異 世 
2F」 の 衝突 と いう モチ ー フ は 、 当時 の アメ リカ 人 に と っ て 、 それ だ 
け リ アリ ティ の ある テー マ だ っ た と いう こと な の だ 。 

そし て 、| プラ ネッ トラ イカ 」。 この ゲー ム に お ける 禁忌 や 恐怖 の 
感覚 、 悪 の 概 飼 (後に 詳 述 する ) な ど は 、 こう し た アメ リカ 的 な 世 
2 人 角 ( の 上 で 成立 し こい る 、 と いう こと を 知っ て お きた い 。 ガリ ル 
大 佐 を 中 心 と し た 火星 住人 た ちの 一 種 異様 な コミ ュー ン に 、 カ 
ルト の 匂い を 唱 取る こと も で きる は ず だ 。 


歴代 の 宗教 SF の な か で も と り わ け 重 要 な 作品 に 、 60 年 代 ア 
メリ カ の 作家 、 H・A・ ル インライン の 「 異 星 の 客 ] が ある 。 火星 
か が から 来 た と いう 男 を 教祖 と する 新興 宗教 が 反 ・ ユ ー ト ピア 的 な 
未来 で 猛威 を 振る うつ 、 と いっ た 内 容 で 、 娯楽 小説 の イメ ー ジ が 強 
い 八 イン ライ ン の 作品 と し て は 異例 と も いえ る 観念 的 な 大 著 で 
ある 。 紀 視 的 イメ ー ジ と 自由 を 求め る 思想 と が 錯 線 し た 、 エキ 
セン トリ ッ ク な 世界 観 が 全盛 期 の ヒッ ピー た ちの 気分 に は まり 、 
同書 は ベス ト セ ラー と な っ た 。 サイ ケ デ リッ ク な ドラ ッ グ ・ カ ル 
ナチ ナ ャ ー と 、 ら SF 的 な 未来 志向 と が 、 ここ で 出会っ た の で ある (サイ 
ケ デ リッ ク 系 の SF 作家 と し て 、 ディ ッ ク の 存在 も 忘れ て は な ら な 
い )。 こう し た イメ ー ジ は “宇宙 的 プス ペー シー" と いう 言葉 と と 
も に ポッ プ ・ カ ルチャ ー の 世界 に 定着 し 、 ヒッ ピー の 未 商 の 一 流 
派 と も いえ る “ニュー エイ ジ " を 経て 、 レト ロ ・ フ ュー チャ ー の セ 
ンス を 洗練 させ た "モンド" へ と 行き 着く 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 
テ ザ イ ン は 明らか に モン ド を 意識 し た も の で あり 、 また 、 誤解 を 
ぶれ れず に いつ な ら ば 、 ゲー ム 中 の 空間 に は 、 常に ドラ ッ グ の 妖 し 
い 匂 い が 濃 厚 に た ちこ め て いる の で ある 。 





| レト ロ ・ フ ュー チャ ー っ て 、 60 年 代 そ の まま の 焼き 
直し じゃ な く て 、90 年 代 独 自 の 文化 な ん で す 」( 木 村 ) 


「 ち ょ っ と 前 か ら 、 レト ロ ・ フ ュー チャ ー、 来 て ます よね 。 それ っ て や 
っ ぱり 、 90 年 代 オ リ ジ ナ ル の 文化 な ん で す よ 。 モデ ル に な つっ て る 
60 年 代 の フュ ー チ ャ ー 志 向 と は 違う 。 そう いう 意味 で は 新しい カ 
テ ゴ リ ー だ か ら 、 ほぼ くら も 参加 し て 遊ん で みよ うか 、 つて 気持 ち は 
あり ます ね 。 レト ロ ・ フ ュー チャ ー な デザ イン で ニュ ー ウ ェ ー ブ SF 
的 な 内 容 っ て 、 今 ま で に な か っ た し 。 まあ 、 外 に 目 を 向け て る と 、 
その 次 は どう し て も 内 側 向い ちゃ うん で す よ 。 入れ 子 み た い に な 
っ て る 感じ 」( 木 村 ) 


款 教 的 に 見 れ ば 、 神 の 領域 で ある 宇宙 空間 に 人 間 が 出 て いく 
こと は 禁忌 の 侵犯 その も の で ある 。 宗教 の 問題 を 抜き に し て も 、 
重力 も な けれ ば 大 気 も な い 宇 宙 空 間 は 、 人 間 の 感覚 を 超越 し て 
いる 。 我々 は 、 地球 と いう 天体 の 地表 で し か 生命 を 維持 する こ 
と が で き な い 。 そん な 、 自分 が 立つ て いる は ず の 大 地 を 、 巨大 
な 球体 と し て 客観 的 に 眺め る こと (地球 を 外 か ら 眺 め た 人 間 は 、 
誰 し も 、 地球 上 の 全 生 命 に 対し て 強い 愛情 を 感じ る と いう )。 そ 
れ は 自分 の 生命 を 維持 し て いる テク ノロ ジー に ほん の 僅か な 龍 
齢 がめ れ ば 、 たち どこ ろ に 生命 は 危機 に 時 さ れ 、 お そら く 、 二 度 
と は 大 地 を 踏む こと が で き な い と いう 極限 状態 を 呼び 起こ す 。 
さら に 、 小さ な 宇宙 船 や 基地 の な か で は 、 広場 恐怖 と 閉所 恐怖 
の 二 重 構造 が 容赦 な く 襲 いか か っ て くる 。 ちょ っ と 和 想像力 豊か 
な 者 な ら 、 自分 は 「 そ こ 」 で 正気 を 保つ こと が で きる の か が か? と 
いう 疑問 に 容易 に 行き 当たる だ ろう 。 

だ か が から こそ SF 小説 は 、 伝統 的 に 「 狂 和 気 」 の モチ ー フ を 扱っ て き 
た 。 加え て 、 SF の な か で な ら 、 人 間 心 理 の 実験 室 も 作り や すい 。 
現実 に 即 し た 舞台 で は 設定 不可 能 な 状況 の な か に 人 間 を 放り 出 
すこ と で 、 小説 の 新た な 地平 を 切り 拓 こ うと いつ 実験 的 な アプ 
ロー チ で ある 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 も 、 また 、 こう し た SF 創作 作 
法 の 伝統 に 則っ て 作ら れ て いる の だ 。 


[SF は 結構 読ん を で ます 。 好き なの は 偏っ て ます けど 。 
ハー ド 系 の や つ は 設定 に つい て いけ な いん で す よ 」 
(井上 ) 





[さっ きも 言っ た けど と 、 や っ ぱり 自分 の 根底 に ある SF っ て いう と 星 
新 一 さ ん が 描い て いた 宇宙 観 っ て いう の が 根強く 残っ て いる 。 最 
近 の SF 作品 て いう と 設定 が どん どん 級 密 に な っ て いつ っ て 。 で 、 そ 
の 設定 を 形 に する た め の 、 も の すご い グ ラフ ィ ッ ク が あっ た り で 。 
| ライ カ 」 の イメ ー ジ の 原点 は | 惑星 ソラ リス 」 だ っ つた りす る 訳 で す 
よ 。「2001 年 宇宙 の 旅 」 と か ね 。 心 の な か に も 宇宙 が ある 。 その 
旅 。 本 当 の 宇宙 の 旅 が 、 いつ の 間 に か 心 の 宇宙 の 旅 に 、 つ て いう 」 
(木村 ) 

「 ぼく は 星 新 一 に 限ら ず 、 結構 読ん を で ます 。 好き な や つっ て 偏っ て 
ます けど 。 王道 な や つ は あま り 好 きじ ゃ な い 。 ハイ ン ラ イン 的 な 
や つと か が は 、 ちょ っ と 厳し いで す よ 。 設定 に つい て いけ な い 。 基 
本 的 に ハー ド 系 は どう も タダ メ で 。 あと 、 ドラ マ と いっ た ら や っ ぱり 
「 ス ター トレ ッ ク 」 に な る の か な 。「 ラ イカ | を 作る と き に 参考 し た の 
も 昔 か ら 好 きだ っ た か ら 」 (井上) 








近 未 来 の 、 日 本 に よる 月 探査 計画 を モチ ー フ に し た 文芸 作品 。 火星 で は な く 
月 が 舞台 だ が 、「 地 球 に 落ち て きた 男 ・90 年 代 版 ] と も いう べき 趣 を 持っ て 
いる 。 先達 と の 決定 的 な 違い は 、 月 面 で 「 な に か 」 を 見 て し まっ た 主人 公 カ 
教祖 と な る どこ ろか 、 決定 的 に 孤独 で ある こと 。 通常 の 人 間 か ら 見 れ ば 、 彼 
は 単に 正気 を 失 な っ て いる だ け 。 そこ に 現代 性 が ある 。「 狂 気 ] テ ー マ の SF 
と し て も 分 類 で きる 。 





「 惑 星 ソ ラリ ス 」 


映画 惑星 ソラ リス 』 (原作 『 ソ ラリ ス の 陽 
の 下 に 』」) で は 、 海 そ れ 自 体 が ひと つの 生 
合体 、 と いう 星 が 台 と な る 。 海 が 探索 
隊 の 隊員 た ちの 深層 心理 を 読み 、 勝手 に 
それ を 実体 化す る 。 隊員 た ち お は 、 そ れ ぞ 
れ 心 理 的 に 追い つめ られ て いく 。「 ラ イカ 」 
に 非常 に 近い 匂い が する スト ー リ ー。 映 
画 で は 、 く た ば びれ た 宇宙 有 船 、 首都 高 で ロ 
ケ し た 未来 都市 な ど 、「 汚 れ た 未来 像 ] が 
新鮮 だ っ た 。 





「 ア ボロ の 彼方 」 


ぶた り の 乗組 員 を 乗せ て 探索 に 出かけ た 宇 
宙 船 が 帰 選 し た 。 し か し 、 な か に は 発狂 し 
た 宇宙 飛行 士 が ひと り だ け 。 いっ た い 何 が 
あっ た の か ? 残さ れ た 宇宙 飛行 士 の 手 
記 、 モノローグ 等 で 構成 され た 、 迷宮 の よ 
うな 作品 。 日 本 で は マイ ナー な 作品 だ が 、 
著者 は 、 ニ ュー ウェ ー ブ の 時 代 、 アメ リカ の 
玄人 筋 に 非常 に 高く 評価 され て いた 。 ジョ 
ン ・W・ キ ャ ン ベ ル 賞 受賞 作 。 


「 人 間 そ っ くり 」 


これ も また 、『 異 星 の 客 」 へ の 、 不 委 理 小説 
か が から の アプ ロー チ 。 主人 公 の も と を 突然 訪 
ね て きた 見 知ら ぬ 男 は 、 自ら を 「 火 星人 」 と 
名 乗る 。 見 た 目 は どう 見 て も 単なる 人 間 な 
の だ が ・……。「 人 間 ] の アイ デン ティ ティ の 不 
確か ざさ を 不 志 味 に えぐ り 出 す 、 毒 と 諸 護 の 
不 生 理 小説 。 ここ で も 、「 火 星 』 が モチ ー フ 
に な っ て いる 点 に 注目 し た い 。 
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| 人間 心 理 」 


多重 人 格 、 妄想 、 強迫 観 念 、 コ ンプ レッ クス …… 
「 プ ラ ネ ッ トラ イカ | は 、 精神 病理 の サン プル ケー ス だ 


|」 プラ ネッ トラ イカ 」 の 軸 と な る テー マ は 、 主人 公 の 多重 人 格 。 だ が 、 物語 全体 を 支配 する 「 病 ん だ 気配 ] を 演出 する の は 、 その ほか に も 
多数 登場 する 、 さま ざさ まな タイ プ の 精神 病理 だ 。 この 物語 は 、 ひと り の 人 間 の 妄想 の 世界 な の か ? な ら ば 、 こ の ゲー ム は 病 ん だ 魂 を 
救済 する た め の ロ ー ル プレ イン グ な の だ ろう か ? 
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言わ ず と し れ た 、 多重 人 格 も の を 代表 する ノン ・ フ ィ ク ショ ン 。「 ア ル ジ ャ ー ノ 
ン に 花束 を 」 の 著者 の 、 久々 の ベス ト セ ラー と し て も 知ら れる 。 犯罪 者 、 ビ リ 
ー・ ミ リガ ン の 精神 鑑定 の 過程 で 次 々 に 発見 され る 別人 格 。 サス ペン ス フ ル 
な 展開 と 感動 的 な 結末 は 、 ブ ー ム と 呼べ る ほど の 注目 を 集め た 。 


毅 霊 の よう な 
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幽霊 の よう な 子 


どら 4 人 の ビリ ー・ ミ リガ ン 」 と 前 後 し て 発 
表 さ れ 、 多重 人 格 も の ドキ ュ メ ント の 傑 
作 と し て 並び 称 され る 作品 。 お か し いと 
は 思い な が ら も 、 多重 人 格 と いう 病理 に 
周囲 が な か な か 気づか ず 、 そこ に 生じ る 
軸 坪 を と つと つと 描い て いる 。 


「 タ ブル ダブル . 


ド ツ ベル グン ガー シ 双子 を モチ ー フ に 
し た 短編 小説 を 集め た アン ソロ ジー。 こ 
の テー マ の お も し ろ さ を 知る た め め の 入 
門 書 と し て は 絶好 の 1 冊 。 65・ グ リー ン 
な ど 、 有名 どこ ろ の 作家 の 作品 も 多数 収 
丸 され て お り 、 テー マ を 抜き に し て も 十 
分 楽し め る 





いま だ 記憶 に 新しい ベス ト セ ラー、「24 人 の ビリ ー・ ミ リガ ン 」 
は 、 ノ ン ・ フ ィ ク ショ ン で ある 。 二 重 人 格 に つい て は 、 か の 「 ジ キ 
ル と ハイ ド 」 に 見 られ る よう に 古く か ら 知 られ て いた が 、 ひ と り 
の 人 間 の な か に それ ほど まで に 多く の 人 格 が 共存 する ケー ス は 
知ら れ て お ら す ず 、 学会 に も 大 き な 衝 撃 を 与え た 。 

多重 人 格 の 原因 と な る の は 、 基本 的 に は 「 抑 圧 ] で ある 。 ご く 
簡単 に 言う と 、 た と えば 「 自 分 に 対し て 怒る こと を 決し て 許さ な 
い 」 と いう 強い 上 自制 心 を 持つ 人 間 が 、 それ で も こみ 上 げ て くる 多 
り を 認め る こと が で きす ず 、 その 感情 を 自分 の 外 に 出し 、 別人 の 
せい に する こと で 精神 の 均 笠 を 保つ の で ある 。 も ちろ ん そこ に 
は 、 孤独 感 、 現実 逃避 、 妄想 癖 な ど 、 さま ざま な 要因 が 関係 し て 
いる 。| プラ ネッ トラ イカ 」 の 画 期 的 な と ころ は 、 こ の 多重 人 格 を 
物語 の メイ ン テ ー マ と し な が ら 、 同時 に 、 ゲー ムシ ステ ム の 体 
系 に も 利用 し て し まっ て いる と ころ で ある 。 


| 人格 が 変わ る っ て いう の は 、 
単なる アビ リティ ー チ ェ ン ジ じ ゃ な い 」 (木村 ) 





[妄想 と 現実 の に じみ 合う 感じ っ て いう の は 、「 クー ロン 」 と 共通 な 
わけ で す よ 。 そこ で 、」 クー ロン 」 みた いな 完全 な 一 人 称 じ ゃ な く て 、 
主人 公 の 人 格 を 外 に 出し た と き 、 どう いう 影響 を 受け 、 どう 変わ っ 
て いく ん だ ろう 、 と 。 その へ ん ダイ ナミ ッ ク に や っ て みた く て 、 多重 
人 格 っ て 設定 が 出 て きた ん で す 。 ビリ ー・ ミ リガ ン と か の ドラ マ 性 
を 入れ つつ 、 それ を シス テム に し て し まお う 、 と 。 だ か ら 、 人 格 が 
変わ る の は 単なる アビ リティー チェ ンジ じゃ な いん だ 、 っ て こと を 
わか っ て も ら わ な いと ね 。 そう 簡単 に は な ら な いわ け で す よ 、 多 
重 人 格 に は 。 よほど の こと が な いと 。 子供 の ころ の つら い 記 憶 と 
か 、 お 母さん と の 関係 と か ね 。 その へ ん 、 だ か ら 丁 寧 に 描き まし 
た 。 最初 は 他人 の を 見 せ て お いて 、 今度 は 自分 。 予行 演習 を 入れ 
て ね 」( 木 村 ) 


この ゲー ム の 主題 の ひとつ に 、「 顔 」 が ある 。「 人 間 は 顔 を な く 
し て し まっ た だ た 」 と いう つの だ が 、 ビ ジュ アル 上 、 犬 の 顔 で は ある が 
みん な それ ぞ れ の 顔 を ちゃ ん と 持つ っ て いる 。「 何 の こっ ちゃ か わ 
か らん 」 と いう プレ イヤ ー も いる こと だ ろう 。 この テー マ は 、 抽 
家 的 な も の と し て 理解 する 必要 が ある の だ 。「 顔 」 と は 、 外界 に 


向け て 目 意識 を 代表 する |「 形 」 で あり 、 美 本 (ビジ ュ ア ル ) の 問題 
は 、 こ の 物語 に 常に つき まとっ て いる 。 火星 の 住人 た ち が 執 抑 
に 歪ん だ 人 人 造 美 を 追い 求め る 一 方 で 、 来訪 者 た ち は ひ た すら に 
上 自己 の 内 奥 へ の 旅 を 志向 する 。 本 作 の 人 格 変 容 の 鍵 と な る 「 判 」 
と いう 仕掛 け は 、| 目 分 を 見 つめ る こと 」 を 意味 する 比 藤 で あり 、 
物語 の 謎 その も の が 、 目 意識 の 問題 な の で ある 。 ガリ ル は 火星 
に 何 を 求め た の か ? 顔 を 得 た 次 星 人 は どう し て 滅ん だ の か ? 
こう し た 謎 を 表層 的 に 眺め る の で は な く 、 目 意識 の 問題 と し て 
考 えた と き 、」| プラ ネッ トラ イカ 」 は あな た の 前 に 別 の 人 姿 を 見 せ 始 
め る は すず だ 。 


「 美 の 価値 観 な ん て 、 後天 的 な も の じゃ な いで すか が 」 
(井上 ) 





「 コ スマ ス を ほか の フリ ー キ ー( 奇 形 的 ) な キャ ラ と 並べ た と き に 、 
設定 の な か で 価値 観 が 逆転 する じゃ な いで すか , ご この 世界 で は フ 
リー キー な 顔 を 見 慣れ て いる か ら 、 美少年 の は ず な の に 違和感 を 
感じ ちゃ う 。 美 の 価値 観 な ん て 、 後天 的 で 優柔 不断 な も の じゃ な い 
で すか 別に 大 っ た 人 を よし と する 国 が あっ て も いい わけ だ し 。 そ 
の へ ん 、 屈折 の 雰囲気 は 出し た いな 、 と 思っ て た ん で す 」 (井上) 
「 顔 を きれ い に し た いっ て 欲望 は 、 形 面 下 的 と いう か 、 俗物 的 で す 
よね 。 た と えば ステ ィ ー ブ ン ・ キ ング の 小説 と か で 整形 し た お ば さ 
ん が 出 て きた りす る と 、 その こと に つい て ちょ っ と 書い て あっ た り 
する 。 結構 、 意地 悪 。 で 、 そう いう の を 読む と ウハウハ し ちゃ う 
( 笑 )。 そう いう 、 生 の 欲 み た いな も の が ニュ ルッ と 出 ち ゃ うと こ が 
た まん な く て 」 (木村 ) 


分 裂 症 の 典型 的 な 症状 の ひと つ に 、 幻聴 が ある 。 それ も 、 単 
に ある は ず の な い 音 が 聞こ える 、 と いう 生理 的 な 幻聴 で は な く 、 
多く は 不平 不満 の 咳 き で あっ た り 、 脅迫 的 な 命令 で あっ た りす る 
よう だ 。 それ を 神 の 啓示 と 理解 する か 、 宇宙 人 の 指令 と 受け 取 
る か 、 それ は 受け 取っ た 人 間 の 勝手 で ある 。 共通 し こい る の は 
[見 えな い 何 か 」 が 自分 に 指令 を 与え て いる と いう 感覚 で 、 通り 
魔 的 事件 を 起こ し た 犯罪 者 の 多く が それ を 「 電 波 」 と 称し た こと 
か ら 、 こう し た 事象 を | 電波 系 」 と 呼 よ つう に な っ た 。 

この ゲー ム に は 、 多く の 電 波 系 の 人 間 が 登場 する 。 その こと 
が 事実 を 不明 確 に し 、 物 語 を 迷宮 化し こい る 。! プラ ネッ トラ イカ 」 
の 舞台 は 、 複数 の 人 間 の 妄想 が いり まじ り 、 に じみ だ し て 、、 現実 
と 重なり 合っ た 、 パラ ノイ ア 的 世界 な の で ある 。 


「 特 殊 な 能力 の ある 人 な の か . 単 に 電波 な ヤツ な の か 」 
(木村 ) 


「 ソラ リス 」 も そう だ し 、| スタ ー ト レッ ク 」 の 資料 に も そん な 設定 が 
あっ た ん だ けど 、 何 か 、 宇宙 自体 に 怪し い ス ピリ ッ ト み た いな も の 
が ある ん で す よ ね 。 で 、 それ を 感じ 取る 人 た ちがい る 。 ある こと に 
いた く 有 訓 発 され て 、 その こと だ け を 思い 続け て 、 本 当 に そう だ っ て 
信じ 込ん で し まっ た 人 た ち 。 特殊 な 能力 の ある 人 な の か 、 単に 電 
波 な ヤツ な の か そい つら 自体 が お も し ろ い 。 星 が 意 思 を 持っ て 
る つて 設定 は 、 そう いう 意味 で も 使え る な っ て 。 で 、 そこ の マー ケ 
ッ ト も ある だ ろう 、 と 。 電波 系 の ね 」( 木 村 ) 





' マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン 


スリ ラー』 『BAD」 な ど 、 過去 に 大 ヒッ ト 
し た アル バム に 収録 され て いた 曲 の ビデ 
オク リッ プ 集 。 し な や か な 肉体 が 、 独自 
の 美 を か も し 出す 。「 本 人 は 究極 の 美 を め 
1 ざし て る ん だ けど 、 整形 すれ ば する ほど 、 
| 世間 は 彼 を 人 間 と 認め な く な っ て いく 
| ( 笑 )。 その へ ん の ちょ っ と タブ ー っ ぽい 
| 感じ っ て お も し ろ い で す よ ね 」 と は 木村 
| 氏 の 弁 。 コス マス 整形 の エピ ソー ド は 、 
| 彼 に た と えら れ て いる と か 。 


美少年 


美少年 を モチ ー フ に し た 短編 小説 の アン 
-」 ソロ ジー。「 美 少年 ] と いう こと ば に は 、 な 
ry : ぜ か 病 ん だ 匂い が ある 。「 ベ ニス に 死す 
"wi に 代表 され る よう に 、 破 減 へ の 指向 も 感 

じ さ せる 。 ここ に 収集 され た 美少年 顧 の 
s+ 由 リ エー ショ ン は 、 直接 的 に は 、 コ スマ ス 
- 。 。 開 少 年 の 下 回 の ー ド に 活か ざれ いる | 


電波 系 の 人 々 が 記す 、 いわ ゆる 「 電 波 チ 
wt ラ シ 」。 こう し た も の は 街頭 で し ば し ば 見 
と きり だ も っ か けら れる が 、 そ れ は 、 彼 ら の 「 伝 達 欲求 」 
AE を 示す も の で も ある 。 プロ パガン ダ 的 な 
大 仰 さ が あり な が ら 、 何 を 言い た い の か 
ちっ と も わが か がら な い 、 と いう の が 、 こ うし 
た チラ シ の 文面 に 共通 する 特徴 で ある 


電波 系 


目 ら 電 波 受 信 能 力 が あめ る こと を 公言 し 、 
『 電波 の 種類 や 内 容 を 微細 に 解析 し な が ら 
も 、 そ の すべ て は 「 何 の 役 に も 立た な い 
クソ みた いな も の 」 と 切り 捨て る 「 明 断 な 
る 狂人 」 村 崎 百 郎 が 、 特殊 漫画 家 ・ 根 本 和敬 
の サポ ー ト を 得 て 書 き 上 げた 怪 著 。 ここ 
まで 明 断 な 諭 を 探れ る 人 間 が 本 当 に 電 
流 系 の 人 な の か ? と いう 疑問 を さて お 
いて も 、 文句 な し に 興味 深い 。 


プレ イク 詩集 . 





イギリス の ロマ ン 派 詩人 に し て 画家 、 ウィ リア ム ・ ブ レイ ク は 、| 幻視 者 ] と 
呼ば れる 。 彼 の 芸術 を 支え て いる の は 信仰 で あり 、 その 信仰 に 基づい た 
[幻視 ] を 作品 化し て いる と いう 点 で 、 ある 種 の 電波 系 と も 言え る の か も し 
れ な い 。 ! プラ ネッ トラ イカ 』 で その 詩 が 引用 され て いる の は 、 そん な 事情 も 
あり そう だ 。 
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| 米国 の キリ スト 教 、 ほ か 」 


生ま れ な が ら の 問 人 は いな い 。 生ま れ な が ら の 善人 も いな い 。 
モラ ル や 休 理 が 時 に 人 を 縛り あげ る 


「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の スト ー リ ー テ リン グ は 、 非常 に アメ リカ 的 な も の で ある 。 よっ て 、 アメ リカ 特有 の キリ スト 教 的 倫理 観 に つい て 知っ て 
お か な いと 、 感覚 的 に 理解 し に くい 部 分 が ある の も 確か だ 。 ここ で は 、 その あたり に つい て 解説 し て いこ う 。 加え て 、 本 作 特 有 の どこ か 
宣 ん だ エロ ティ ンズ ム の 背景 と な つて いる 各種 アー ト に つい て も 、 少々 触れ て お く 。 


に 。 い 3 ーー 
#9 内 3 
+ 和 
k 和 kt 
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1 。 丘 結 
』 が 守 二 
ト 二 4 
1 : 。 
で デモ い 
記 JI 
大 し 
WS っ 


アメ リカ ン ・ コ シッ ク 」 ( 全 1 1 巻 ) 


アメ リカ ン ・ ゴ シッ ク 」 全編 を 買 く 独 特 の 3) 
閉塞 感 は 、 アメ リカ の 片田 舎 の "モラル 地 3 
獄 "の 雰囲気 を 、 不 気味 に デフ ォ ル メ さ せ : 


て 描き 出し た も の だ 。 生活 感 に 根ざし た 


不気味 さ 、 恐 さ が 感じ られ た か ら こ そ 、 あ 5 


れ ほ どの ブー ム を 呼ん だ の で ある 。 





サス ペリ ア 2)」 (完全 版 ) 


キリ スト 教 な ら で は の 禁忌 感 を 前 提 に し た 
ホラ ー 映 画 の 、 は し り に し て 代表 例 。 クリ 
人 マズ ス ・ ツ リー と いう モチ ェ ブ も そう だ が : 
「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 』 の 回 想 (妄想 ? ) シ ー ン 
の 描き 方 に も 影響 が 感じ られ る 。 監督 の 
ダリ オ ・ ア ル ジ ェ ント は 、 一 買 し て こう し た 
種類 の 基 怖 を 描こ うと し て いる よう だ 。 
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ビル グリ ム ・ フ ァ ー ザ ー ズ の 入植 以来 、 アメ リカ に は 、 ス トイ ッ 
ク な ビ ピュー リタ ニズム が 強 征 に 根付 いて いる 。 日 曜日 に は 必ず 

会 に 行き 、 神 に 感謝 し て 謙虚 に 日 々 を 暮らす 。 それ は も は や 、 
示 教 と いう より 生 活 規範 と 化し て いる 。 その 息苦し いま で の モ 
ラル 人 観 は 、 特に 地方 (アメ リカ の "地方 "の と て つも な い 広 大 さ 
を 想像 し て ほし い ) に お いて 、 我 々 の 想像 を 絶する ほど に 根強い 。 
ゆえ に 、| 悪 ] に 対す る 強烈 な 禁忌 感 も 生じ る し 、「 冒 法 」 に 対し て 
は 、 過激 な まで の 反発 を 見 せる 。「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の 物語 は 、 
こつ し た 背景 を 前 所 と し て 語ら れ て いる 。 知ら な けれ ば 理解 し 
に くい 部 分 も ある か も し れ な い が 、 アメ リカ 産 の 映画 や 小説 に 
も 十分 触れ て いる 我々 に と っ て 、 それ ほど 不 自然 に 感じ られ る 
設定 で は な い だ ろ うっ う 。 


[悪人 は 悪人 、 レッ テル 貼ら れ た ら お し まい 。 その 
へ ん が 消 稽 な ん じゃ な いか と 思う ん で す 」 (木村 ) 


「 ほ ぼく の 基本 つて 、 アメ リカ ン ・ ス トー リー テラ ー な ん で 。 彼ら が 描く 
番 悪 観 み た いな の を わり と 素直 に 受け 止め て る ん で す よ 。 マニ ュ 
アル に 書い た で し ょ 、 7 つの 大 罪 で は あり ませ ん よ 、 3 悪 で す よ っ 
て 。 クリ スマ ス ・ ツ リー の イメ ー ジ を 人 象徴 的 に 使っ た の も 、 その へ 
ん を わか っ つて も ら う た めで ね 。 …… 確か に 、 アメ リカ の 田谷 と か に 
は 、 強烈 な モラ ル 観 が あり ます よね 。 異質 な 物 に 対し て 排他 的 で 。 
で も 、 そう や つて 自ら を 縛っ て 楽し た で る よう に も 見 える ん で すけ 
ど ね 。 わか っ て る ん で す よ 、 外 で や っ て る こと 。 で も 見 な いふ り を 
する 。 だ いた い 療 悪 つ て いう 倫理 と いう が 言葉 自体 が お か し く て 
ね 。 人 間 の 価値 に まで 行っ ちゃ う 。 “悪人 "とか, 悪人 っ て 言わ れ 
て も ね ぇ ( 笑 )。“ 悪 いこ と "は あっ て も 、 絶対 的 な 悪人 は いな い だ 
ろう 、 と 。 で も 、 悪人 は 悪人 な ん で す 。 レッ テル 貼ら れ た ら お し ま 
い 、 みた いな 。 その へ ん が 滑稽 な ん じゃ な いか と 思う ん で す 。 ゲ 
ー ム 中 で 、“3 種 類 の 悪人 "つて 、 エイ プリ ル も 何 げ に 言っ て る ん だ 
けど 、 じゃ あお 前 は 何 な ん だ よ 、 つて ( 笑 )」 (木村) 


ご ぐ 一 般 的 な 日 本 人 が 「 悪 ] と いう 概 菅 に 対し て 持つ イメ ー ジ 
は 、| 社会 規 男 か ら 外 れ た も の 」 と いっ た 程度 の も の だ ろう 。 時 
代 や 社会 の 情勢 に よっ て 法律 が 変わ る よう に 、 善悪 も 絶対 的 な 
も の で は な い …… 賢 明 な 日 本 人 は そん な 風 に 考え て いる は ず 
だ 。 し か し 、「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 の キー ワー ド の ひと つと な っ て 
いる 「 悪 」 は 、 そう いう 性 質 の も の で は な い 。 英語 …… つ まり 、 
キリ スト 教 圏 の 言葉 に 置き 換え る な ら "Evil" 。 それ は 、 も っ と 根 
元 的 で 絶対 的 な 「 悪 | な の だ 。 

この あたり は 前 ペー ジ の 解説 を 踏ま そえ た も の だ が …… た と え 
ば 、 アメ リカ 産 の ホラ ー 映 画 の 多く は 、 そう し た 地盤 の 上 で 成立 


し て いる 。「 オ ー メ ン 」 で 、 悪魔 の 子 ・ ダ ミア ン の 頭 に 「666」 の 
門 を 見 出し た と き や 、 母親 の 幕 を 暴 い た ら 犬 の 骨 が 見 つか っ た 
と き な ど 、 我々 は 「 ふ うん ? 」 と し か 思わ な い 。 だ が 、 アメ リカ の 
大 軍 は 、 それ だ け の こと で 憶 然 と し 、 恐怖 に 固 え る 。「13 日 の 金 
曜日 、 これ は も う 、 タイ トル を 聞い た だ け で 十字 を 切る こと だ 
ろう 。 さら に 、「 サ スペ リア 2」 に お ける クリ スマ ス ・ ツ リー の イメ 
ー ジ は 、 郷 和 と 、 禁忌 を 犯す 恐怖 感 を 同時 に 漂 出 する 。| プラ ネ 
ッ ト ラ イカ 」 に 登場 する クリ スマ ス ・ ツ リー に も 、 当然 、 同様 の 狙 
い が あ る わけ だ 。 し か し 、 そこ まで 強固 な モラ ル が あれ ば 、 その 
閉 構 感 に 立ち 向かお うと する 文化 も 、 当然 若い 世代 か ら 生 まれ 
て くる 。 た と えば 、 一 部 の ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク が 典型 的 な も の だ 
ろう 。 そん な 「 敵 」 に 対し て 、「 良 を アメ リカ 人 の モラ ル 」 は 、 住民 
運動 は お ろか 、 政治 レベ ル で の 弾圧 さえ し ば し ば 起こ し て し まう っ つ 。 
だ が 、 そう し た 類 の ミュ ー ジ シャ ン を 支持 する 子供 た ちの すさ ま 
じい 熱狂 が 、 抑圧 と 閉塞 感 の 強力 さ を 雄 弁 に 物語 つの て いる 。 


「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 に お ける デザ イン 面 の テディ レク ショ ン は 、 
「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 と 同じ く 、 木村 氏 と 井上 氏 の 阿 昨 の 呼吸 の 
上 に 成り 立っ て いる 。 木村 氏 の 考え た 設定 や テー マ を 受け て 、 
井上 氏 が 自由 に デザ イン する 。 と 、 ご く 目 然 に 、 お 互い 納得 の い 
く バ ラン ス に な る わけ だ 。 口 幅 っ た い 言 い 方 に な る が …… こ う 
し た や り 方 が 通用 する の は 、 ふ た り と も に 、 非常 に 教 覆 豊か だ 
か ら で あ る 。 銀 徴 的 、 か つ 普 遍 的 な テー マ や モチ ー フ と いう も 
の は 、 文化 の 歴史 の な か で 繰り 返し 使わ れ て き て いる 。 そ し て 、 
ある 特定 の テー マ か ら 喚 起 さ れる も の に は 、 自然 に 文脈 が 生ま 
れ て いる 。 この 「 文脈 ]」 を お 互い に 理解 し てい る か ら こ その 、 阿 
の 呼吸 な の だ 。 

「 プラ ネッ トラ イカ 」 に は ビジ ュ ア ル 面 で の 引用 も 数 多く 仕込 
まれ て いる 。 た と えば …… 関 節 人 形 の 部 屋 は 、 ベ ル メ ー ル か ら 
四谷 シモ ン へ の 伝統 。 耳 の オブ ジェ が 乱立 する 火星 の 風景 は 、 
三 上 修造 と いっ た 具合 に だ 。 し か し 、 それ ら は 、 さ ほど ペダ ンチ 
ッ ク ( 博 学 的 ) な も の で は な く 、 テー マ に 呼応 し て 、 井上 氏 の 引 
さ 出 し の な か か ら 自 然 に 出 て きた も の な の で ある 。 


「 狂 っ た 感じ と いっ て も 、 ぼく は 普通 に 作っ つて る だ け 
な ん で すけ ど ね 」( 井 上 ) 


「 シ ュー ル 系 の モチ ー フ と か 、 狂っ た 感じ 、 確か に あり ます けど ね 、 
ぼく と し て は 別に 普通 に 作っ て る だ け な ん で す よ 。 単に ぼく が 狂っ 
て る っ て だ けっ て 話 も あり ます が ( 笑 )。 常に や らし い 感 じ は 出し た 
いと 思っ て る ん だ けど 、 エロ ス の 価値 観 が 、 多分 、 ほ か の 人 と ちょ 
っ と 違う ん で し ょ う ね 」( 井 上 ) 

「 ほ ぼく の な か に 、 女性 況 居 症 み た いな イメ ー ジ は 一 買 し て ある ん だ 
けど 、 キャ ラク ター の 作り 方 を 見 て る と 、 井上 の 方 は また 別 の 形 で 
その へ ん を 出し て くる わけ で す よ 。 それ が 相まって ああ いう 形 に 
な っ て くる 。 それ で OK と 。 だ か ら 、 打ち 合わ せ と か 全然 し て な い 
ん で す 、 そう いう こと に 関し て は ( 笑 )」( 木 村 ) 


取材 ・ 文 構成 : 石 倫 三 千穂 / 西 島 大 介 


木村 央 志 (を お むら な か じ ) 

1959 年 京都 市 生ま れ 。 近畿 大 学卒 業 後 、 某 自動 車 関係 の 商社 に 勤め つつ 、 広告 学校 5 
期 星 組 に 通う 。 同社 退職 後 、 コピ ー ラ イタ ー に 転職 。 89 年 に C じ BS ソニ ー・ コ ミュ ニケ ー シ 
ョ ンズ に 入社 する 。 93 年 に ソニ ー・ ミ ュー ジッ クエ ンタ テイ ン メ ント に 異動 に な り 、「 キ リ 
ー ク ・ ザ ・ ブ ラッ ド 」 で クリ エイ ティ ブ デ ィ レ クタ ー を 務め た の ち 、 オリ ジ ナ ル 企 画 で ある 
「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ ー ト 」 を 制作 、 発表 する 。「 ブ プラ ネッ トラ イカ 」 発 売 後 は 有限 会 社 「 是 空 」 を 
[キム ラナ カジ オフ ィ ス 」 に 改称 。 現在 次 企画 を 鋭意 構想 中 だ と か 。 
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「 マ リリ ン ・ マ ン ソ ン 自 伝 」 


現在 、 アメ リカ の ティ ー ン に 熱狂 的 に 迎え られ て いる No. 1 ロッ ク ・ ス ター の 自 
伝 。 キリ スト 教 と の 関わ り 、 少 年 期 の 抑圧 に つい て 、 赤 裸 々 に 明か され て いる 。 
「 ア ンチ ・ ク ライ スト ・ ス ー バ パー スタ ー」 と いう 挑発 的 な キャ ラク ター を 演じ た 
彼 は 、 アメ リカ の 多く の 地方 自治 体 か ら 公 洒 を 断ら れ 、 締め 出し を 食っ た 。 


「 ネ イ テ ィ ブ ・ ア メリ カン ー 履 智 の 守り びと 」 
ネイ テ プ プ メリ カン 。 
宙 拓 の WO と " 





-  『「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 』 の ホワ イト イー グル と いう キ 

:。 。 。 ヤラ クタ ー は 、 ネ イ テ ィ ブ ・ ア メリ カン の 導師 を モ 

ss25 義 。 も” チー フ に し て いる 。 彼ら に は シャ ー マ ン 的 な 独自 

s。 の 思想 と 信仰 が あり 、 現代 思想 家 た ちの 注目 も 

ささ 油 「 要 の 集め て いる 。 アメ リカ に あっ て 、 アメ リカ 的 価値 

5 ン ン 観 の 外側 に いる 者 。 それ は 、 火星 世界 で の ホワ 
前 … イト イー グル の 役割 その も の で ある 。 





の ミス テリ ー。 事件 が 起こ る の は 、 僧院 内 に ある 迷宮 状 の 巨大 な 図書 館 。 こ 
の 仕掛 けが 、 物語 自体 の 迷宮 性 と 呼応 する 。 現代 に 多 っ た 、 最高 級 の ゴ シ ッ 
ク ・ ロ マン と も 言え る だ ろう 。 












人 体 の 関節 を 模 し た エロ ティ ッ ク な 関節 人 形 の 
ルー ツ は 、 シュ ー ル ・ リ アリ ズ スム の アー ティ スト 、 
ハル ハンス ・ ベ ル メ ー ル だ が 、 日 本 で は 、 その 後継 者 
の ひと り と も 言う べき 四谷 シモ ン が よく 知ら れ て 
いる 。 エロ ティ シズ ム に お ける 人 形 と いう モチ ー 
フ は 、 自己 愛 、 ダブ ル 、 少年 愛 、 少女 愛 な ど と 結 
び つ いた 、 普遍 的 な も の で ある 。 


IHELNWEIN_」 


包帯 で ぐる ぐる 巻き に され だ 人体 ば か り を 描く こ 
と で 知ら れる 特異 な 現代 画家 、 ヘ ルン ヴァ イン 
の 画集 。 その フリ ー キ ー な ニュ アン ス は 、 いか に 
も 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」』 の スタ ッ フ 好み だ 


井上 幸喜 (いのうえ こぅ き ) 

1967 年 熊本 県 生ま れ 。 武蔵 野 美術 大 学 で グラ フィ ッ ク を 専攻 。 同 大 学卒 業 後 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ー グ ラフ ィ ッ ク を 手がけ る よう に な り 、 主 に コマ ー シ ャ ル の 分 野 で 活躍 する 。 ミュ ー ジ 
ッ ク ビ デオ 制作 の た め に ソニ ー・ ミ ュー ジッ クエ ンタ テン メン ト と 契約 し 、「 ク ー ロ ンズ ・ ゲ 
ー ト 」 の プロ ジェ クト に 参加 。 同 作 発売 後 、 木村 氏 と 「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 制作 の た め に 有限 
会 社 「 星 空 」 を 立ち あげ る 。「 ラ イカ 発売 後 、 有限 会 社 「 ジ ェ ッ トグラフ ィ ッ クス 」 を 設立 。 ゲ 
ー ム の 枠 に こだわ ら な い 活 動 を 展開 する と いう 。 
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ライ カ と いう ノ ス タ ル ン ジ 


ペア ンタ ge あの AA の の だ AKO あの SSR 


6 本 指 の ゴー ント さん が 町 に や っ て き て 、 開い た 店 の 名 前 は 「 ニ ー ド フル ・ シ ング ス 」, つま り 必 需 品 。 どん 
な 「 必 需 品 」 が ある か と いえ ば 、 それ は な くし た 物 、 記憶 の 彼方 に 消え て いっ た 物 、 ほのか な 思い 出 の 中 に 
漂う 物 。 人 生 と いう 時 計 の 針 を 逆さ に 回 し て 、 あの 醒 し き 過 去 へ 、 輝く 時 代 へ と 心 を 導い て くれ る 、 そん な 
愛す べき 物 た ちな の で ある 。 心 の 必需 品 を 見 せら れる と 、 いく ら 金 を 積ん で も 手 に 入れ た いと の 思い に 駆 
られ る 。 そん な 客 に 、 コ ゴー ント さん は ある 条件 を 出す 。 た だ で あげ て も いい か ら 、 ちょ っ と し た いた ずら を 
や っ て くれ な いか ね 。 この 「 ち ょ っ と し た 」 い た ずら が 、 や が て 凄惨 な 殺し 合い に エス カレ ー ト し て いく 。 
( S・ キ ング の 「 ニ ー ド フル ・ シ ング ス 」 は 、 光 と 閣 の 物語 だ 。 光 は 常に 過去 を 照ら し 、 閣 は 容赦 な く 現在 を 
yrTWNNN ルプ fheJ 1 包み 込む と いう アイ ロニ ー に 買 か れ て いる 。 ある 確か さ で 未来 を 見 据え 、 手のひら に は 整然 と し た 理 (こと 
TP を か Ni し rt わり ) を 収め た は ず な の に 、 いつ の ま に か 不透明 な 混 当 へ と 姿 を 変え て し まっ て いる 。 時 と は な る ほど 残 
間 の 4Rndnes、、 人 0 酷 で ある 。 時 の 中 で 、 輝き は 曇り や すく 、 望み は 断 た れ や すく 、 夢 は 覚め や すい 。 そし て 少年 も 傷つい て い 
Wiaens, 還 as 1 ws <。 宇宙 飛行 士 に な る と いう 夢 を 抱い て いた 少年 ライ カ も 、 職業 的 に は 夢 を 実現 し た の か も 知れ な い 。 し 
li せ す ] 上 か し 彼 に と っ て の 宇宙 飛行 士 と は 、 た ん に 職業 に と ど ま ら な い 、 も っ と 象徴 的 な 意味 合い を 含ん で いた の 
だ 。 まだ 幸せ だ っ た 頃 の 思い 出 、 クリ スマ ス に 与え られ た 一 抱え も ある 大 き な ロ ケッ ト の お も ちゃ 。 傍ら で 
励ま し て くれ る 父親 の 期待 に 応え た い 一 一 ライ カ に と っ て 宇宙 飛 行 士 と は 、 いわ ば 幸福 の 対価 の よう な 存 
在 で あっ た 。 し か し 、 成長 と と も に ライ カ の 心 は さま ざま に 脅かさ れ 、 ゆっ くり と 壊れ て いく 。 壊れ て 、 墜ち 
て 、 少年 は 少年 で ある こと を や め る の だ 。 ライ カ は も は や 少年 で は な い ナ ニモ ノ か と な り 、 折り 合い 上 手 
な 「 他 人 格 」 た ち が そ れ を 分 担 し て 演じ きる 。 うち 捨て られ た ロケ ッ ト の お も ちゃ た ち は 、 置き 去り に され た 
無垢 な 少年 時 代 へ の 葛 碑 銘 で ある 。 
考え る に 、 社会 化 さ れ て いく と いう こと は 、 無垢 の きら めき を 失う こと と 同義 で は な いか , ゲー ム 中 に 線 
り 返し 登場 する 詩 は 、 ウィ リア ム ・ ブ レイ ク の 「 無 心 の まえ ぶれ 」 で あり 、 ブレ イク は (有心 と 無心) の 対比 、 
つま り 和 経験 に に っ て むし ば まれ て いく 人 生 の 相 を 歌い 出し た 詩人 で ある 。 そこ に ひと つの 普遍 性 が 横 た わ 
っ て いる よう だ 。 だ か ら こ そ 「 有 心 」 す る こと で 失わ れ て し まっ た 過去 へ の 憧 慢 を 語 ろ うと する と き 、 後ろ 向 
き な 懐 古 趣味 を 越え て いく イン パク ト が 必要 だ っ た 。 
自分 じゃ な い 自分 の 存在 、 多重 人 格 、 これ ら を まとめ る ドッ ペル ゲン ガー( 三 分 身 語 ) 的 な 設定 こそ が 、 
「 プ ラ ネ ッ トラ イカ 」 を し っ か り と 支え て くれ て いる 。 と 同時 に 、 ゲー ム の 世界 観 は こけ お ど し の 表現 スタ イ 
ル と し て の マニ エリ スム (技巧 主義 ) の 臭み 帯び て 、「 奪 われ た 過去 ] と いっ た シリ アス な 主題 を 富 話 的 な 
味わい に 変え た 。 そし て 寅 意 の も っ と も 似合う 場所 、 それ が 火星 ロケ ッ ト 「 フ ェ ニッ クス 号 」 の クル ー た ち 
が 向かう 火星 な の で ある 。 











プラ ネッ トラ イカ 企画 ・ 脚 本 ・ 監 督 木村 央 志 
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